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文 教 常 任 委 員 会 記 録

１．会議日時

平成１６年３月１１日（木）午前１０時　１分　開会

　　　　　　　　　　　　　午後　７時５７分　閉会

１．場所

第二委員会室

１．出席委員

委 員 長
 阿部賞久 
 副委員長
 石橋徳治 
 委　　員
 川端福江

委　　員
 渡辺慎吾 
 委　　員
 嶋野浩一朗 
 委　　員
 川口純子

１．欠席委員

なし

１．説明のため出席した者

市　長　森川　薫
 教育長　和島　剛

教育総務部長　寺田正一
 同部理事　福元　実


同部次長兼総務課長　馬場　博　　同部参事兼学校教育課長　垣岡信明

学務課長　田川昭義
 人権同和教育室長　西村友司


教育研究所長　高橋敏夫　　同所参事　東　久美子

生涯学習部長　高橋　勝
 同部次長兼生涯学習課長　芝野孝一

同部参事　浜　久之
 同部参事兼体育振興課長　山下忠男

市民図書館長　井上　誠

１．出席した議会事務局職員

事務局長　岸本文夫
 同局主幹　上　清隆


１．審査案件（審査順）

議案第　１号　平成１６年度摂津市一般会計予算所管分

議案第　９号　平成１５年度摂津市一般会計補正予算所管分

議案第２５号　摂津市民ギャラリー条例の一部を改正する条例制定の件
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（午前１０時１分　開会）

○阿部委員長　ただいまから、文教常任

委員会を開会します。

　理事者からあいさつを受けます。

　森川市長、お願いいたします。

○森川市長　おはようございます。

　委員の皆様方には、何かとお忙しい中、

過日の本会議で付託されました案件につ

きまして、早速、文教常任委員会を開催

賜り、まことにありがとうございます。

何とぞ、よろしくご審査をいただき、可

決賜りますようお願い申し上げ、簡単で

ございますが開会のごあいさつにさせて

いただきます。

　なお、この場を一たん退席いたします

が、在庁いたしておりますので、ひとつ

よろしくお願い申し上げます。

○阿部委員長　あいさつが終わりました。

　本日の委員会記録署名委員は、川端委

員を指名します。

　審査の順序につきましては、さきに議

案第１号所管分及び議案第９号所管分に

ついて一括で審査し、次に議案第２５号

の審査を行うことに異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○阿部委員長　異議なしと認め、そのよ

うに決定します。

　暫時休憩いたします。

（午前１０時２分　休憩）

（午前１０時３分　再開）

○阿部委員長　再開いたします。

　議案第１号所管分及び議案第９号所管

分の審査を行います。

　補足説明を求めます。

　寺田教育総務部長。

○寺田教育総務部長　それでは、議案第

１号　平成１６年度摂津市一般会計当初

予算のうち、教育委員会にかかわります

部分につきまして、一般会計予算書の事

項別明細書の目を追って、主なものにつ

いて補足説明をさせていただきます。

　それでは、まず１９ページをお開きく

ださい。

　款９、教育費の総額は３２億６，９６

９万８，０００円で、前年度に比べまし

て１．７％、５，７２７万１，０００円

の増額となっております。歳入でござい

ますが、教育費を一括してご説明申し上

げます。

　少し飛びますが、３３ページからの款

１３、使用料及び手数料、項１、使用料、

目６、教育使用料の主なものといたしま

しては、幼稚園の入園金及び授業料、各

種スポーツ施設の使用料、学校開放によ

る学校施設使用料、学童保育室保育料や

公民館の使用料等でございます。

　次に、４２ページの款１４、国庫支出

金、項２、国庫補助金、目５、教育費国

庫補助金の主なものといたしましては、

小・中学校の児童生徒の就学援助にかか

わります要保護及び準要保護児童・生徒

に対する学用品費、修学旅行費、給食費

等の援助費の補助、給食管理室の改修工

事補助金、トイレ改修工事補助金、幼稚

園教育の振興を図るための園児に対する

就園奨励費補助金などでございます。

　５２ページの款１５、府支出金、項２、

府補助金、目８、教育費府補助金の主な

ものといたしましては、大学生を学校に

派遣するまなびングサポート事業、就学

前の子ども・保護者に対しての、わくわ

くスタート事業、教員研修事業に対して

の補助、地域における子育て等の総合的

教育力活性化事業や生徒指導サポート推

進事業、新たな事業である家庭教育支援

事業及び学童保育室運営に対する事業補

助等でございます。

　次に、５４ページの項３、委託金、目

４、教育費委託金は、不登校児童・生徒

に関する適応指導総合調査研究にかかわ

－�2�－



る委託金、学校に社会人の人材を派遣す

る社会人指導者活用事業委託金、小学校

に教育相談機能を設ける家庭の教育機能

総合支援モデル拡充事業委託金でござい

ます。

　５５ページ、款１６、財産収入、項１、

財産運用収入、目１、財産貸付収入につ

きましては、味生小学校借地に係るもの

でございます。

　次に、５９ページ、款１９、諸収入、

項３、貸付金元利収入、目１、奨学資金

貸付金元金収入につきましては、経済的

理由により高等学校等への就学が困難な

方に貸与しました奨学資金の償還金でご

ざいます。

　６０ページからの款１９、諸収入、項

４、雑入、目１、雑入のうち、教育委員

会にかかわりますものといたしましては、

６３ページに記載しておりますとおり、

学校等の事故に備える日本体育学校健康

センター掛金、小学校の給食物資購入費

の保護者負担金として学校給食費負担金、

摂津音楽祭審査料、水泳教室参加費等が

主なものでございます。

　続きまして、教育総務部にかかわりま

す歳出についてご説明申し上げます。少

し飛びますが、１８３ページの款９、教

育費、項１、教育総務費、目１、教育委

員会費につきましては、教育委員にかか

わります経費でございます。

　同じく目２、事務局費につきましては、

教育委員会事務局の運営全般にかかわり

ます経費で、その主なものといたしまし

ては、児童の通学時における交通安全を

確保する交通専従員、また障害児介助員、

小学校の臨時校務員等の賃金、新入学児

童に対するランドセルの祝品費用、教育

委員会と学校施設等との文書の集配業務、

新たな学校の安全対策事業として、小学

校の正門脇に受付室を設置して、有人の

受付を配置するとともに、小・中学校の

児童・生徒への防犯ブザーの貸与、学校

の障害を持つ児童・生徒の茨木養護学校

への通学時におけるタクシーによる送迎

にかかわります経費、経済的理由により、

高等学校等への進学が困難な方への奨学

資金の貸付、みやけ幼稚園の廃園にかか

わります国庫補助金の返還などが主なも

のでございます。

　前年度と比べて増額となっております

主な理由といたしましては、新たな学校

の安全対策事業費に伴う経費でございま

す。

　１８８ページ、目３、教育研究所費に

つきましては、教育研究所運営にかかわ

ります経費で、主なものといたしまして

は、不登校や家庭問題など、さまざまな

問題事象への教育相談、スクールカウン

セラーにかかわる教育指導嘱託員報酬、

適応指導教室、教職員研修などに要する

報償費、教育研究会の補助金が主なもの

でございます。

　前年度と比べて増額となっております

主な理由といたしましては、新たな取り

組みである読書指導の充実のための学校

図書の電算管理化事業、教育の情報を配

信する学校教育情報化ポータルサイト構

築事業に伴う経費でございます。

　１８９ページからの目４、教育指導費

につきましては、教育指導並びに教職員

資質向上を図るための研修経費で、主な

ものといたしましては、子育てに悩み、

不安を抱く家庭を支援し、子どもの学校

生活を充実させる家庭の教育機能総合支

援モデル拡充事業、教科書採択事業、国

際理解教育の推進として、薫英学園との

提携により、カナダ人大学院生を招いて

の外国人との交流と英語への興味関心を

持つ取り組み、小・中学校の英語指導助

手派遣、学力定着度調査、社会人等指導
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者の経費、各種研究会等への補助などで

ございます。

　前年度と比べて減額となっております

主な理由といたしましては、情報教育サ

ポート事業を教育研究所に移管したこと

によるものでございます。

　１９０ページ、目５、生徒指導対策費

につきましては、生徒指導にかかわりま

す経費で、主なものといたしましては、

スクールサポーターの賃金でございます。

前年度と比べ減額となっております主な

理由といたしましては、地域連携活動交

付金がなくなったことによるものでござ

います。

　１９１ページ、目６、教育推進費につ

きましては、帰国子女の日本語指導のた

めの教師派遣等に係る経費が主なもので

ございます。

　同ページの目７、人権教育指導費につ

きましては、人権教育研究会補助金が主

なものでございます。

　１９２ページからの項２、小学校費、

目１、学校管理費につきましては、小学

校１２校の学校運営のための消耗品費、

光熱水費、備品購入費等の経費、及び施

設維持管理の経費のほか、施設や設備の

補修、摂津小学校のトイレ改修工事並び

に小学校の机、いすの更新などの経費で

ございます。

　前年度と比べ減額となっております主

な理由といたしましては、昨年導入しま

したパソコンによるインターネット校内

ＬＡＮ接続等の構築が完了したことによ

るものでございます。

　１９４ページ、目２、教育振興費につ

きましては、理科教育等の備品購入、保

護者負担軽減のための修学旅行補助及び

経済的理由により就学困難な児童に対す

る扶助に係る経費などでございます。

　前年度に比べ増額となっております主

な理由といたしましては、扶助対象者の

増加によるものでございます。

　１９５ページ、目３、保健衛生費につ

きましては、学校保健法に基づき、委嘱

いたしております市立小学校１２校の学

校医等に対する報酬及び児童・教職員に

対する各種健康診断などの経費でござい

ます。

　１９６ページ、目４、学校給食費につ

きましては、学校給食の運営費で調理員

のパート賃金、給食室の施設維持補修、

衛生管理委託、経済的理由により就学が

困難な児童に対する給食にかかわる扶助

費等でございます。前年度と比べ増額と

なっております主な理由といたしまして

は、準要保護児童にかかる給食費の扶助

費の増加などでございます。

　１９７ページ、目５、養護学級費につ

きましては、小学校の養護学級の運営経

費でございます。

　同ページ、目６、建設事業費につきま

しては、鳥飼西小学校の耐震補強及びト

イレ改修の設計委託料並びに耐震診断委

託料でございます。

　前年度と比べ減額となっております主

な理由といたしましては、三宅小学校の

国有地を買収したことにより、土地購入

費を計上していないことによるものでご

ざいます。

　次に、１９８ページからの項３、中学

校費、目１、学校管理費につきましては、

中学校５校の学校運営のための消耗品費、

光熱水費、備品購入費等の経費及び施設

維持管理の経費のほか、施設や設備の補

修、第四中学校のトイレ改修工事に係る

経費などでございます。

　前年度と比べ増額となっております理

由は、トイレ改修工事費によるものでご

ざいます。

　２００ページ、目２、教育振興費につ
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きましては、小学校と同様に理科教育等

の備品購入、保護者負担軽減のための修

学旅行補助及び経済的理由により就学困

難な生徒に対する扶助に係る経費などで

ございます。

　前年度に比べ増額となっております主

な理由といたしましては、扶助対象者の

増加などによるものでございます。

　２０１ページ、目３、保健衛生費につ

きましては、小学校と同様に学校保健法

に基づき、委嘱しております市立中学校

５校の学校医等に対する報酬及び生徒・

教職員に対する各種健康診断のなどの経

費でございます。

　２０２ページ、目４、養護学級費につ

きましては、中学校の養護学級の運営経

費等でございます。

　次に、２０３ページからの項４、幼稚

園費、目１、幼稚園管理費につきまして

は、幼稚園３園の幼稚園運営のための消

耗品費、光熱水費、備品購入費等の経費

及び幼稚園施設設備の保守点検等に要す

る経費でございます。

　前年度に比べ減額となっております主

な理由といたしましては、みやけ・せっ

つ幼稚園の統廃合によるものでございま

す。

２０４ページ、目２、教育振興費につき

ましては、卒園記念品や幼稚園教育の振

興を図るための市立幼稚園就園奨励費補

助金、また私立幼稚園の園児の保護者に

対して保育料の負担軽減のための私立幼

稚園園児保護者補助金の経費等でござい

ます。

　前年度に比べ増額となっております主

な理由といたしましては、就園奨励費の

国の補助単価が増額されたことによるも

のでございます。

　２０５ページ、目３、保健衛生費につ

きましては、小学校、中学校と同様に学

校保健法に基づき委嘱いたしております

市立幼稚園３園の園医等に対する報酬及

び各種健康診断などの経費でございます。

　以上、教育委員会にかかわります歳入

と教育総務費に係る歳出予算の補足説明

とさせていただきます。

○阿部委員長　高橋生涯学習部長。

○高橋生涯学習部長　議案第１号、平成

１６年度摂津市一般会計当初予算所管分

の歳出のうち、生涯学習部にかかわる部

分につきまして、事項別明細書の目を追っ

て主なものについて補足説明をさせてい

ただきます。

　はじめに、生涯学習課所管分といたし

まして、２０６ページ、款９、教育費、

項５、社会教育費、目１、社会教育総務

費につきまして、その主なものは、人件

費、一般事務執行経費のほか、社会教育

委員の設置事業、ＰＴＡ協議会への補助

金や各種負担金などでございます。

　前年度と比べ減額となっております主

な理由といたしましては、生涯学習課職

員１名減などによるものでございます。

　２０８ページ、目２、文化振興費につ

きまして、その主なものは、音楽祭をは

じめ、美術展、市民芸能文化祭、演劇祭、

こども展覧会など、市民の生涯学習の発

表の場としての各種文化振興事業に係る

委託経費や文化関係団体の活動補助金で

ございます。

　２０９ページ、目３、青少年対策費に

つきまして、その主なものは、青少年指

導員設置事業、成人祭や青少年を対象と

した各種事業の開催経費のほか、学童保

育室の管理運営経費でございます。

　前年度と比べ増額となっております主

な理由といたしましては、学童保育事業

で加配を要する入室予定児童の増加によ

る指導員に係る賃金の増額によるもので

ございます。
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　２１１ページ、目４、公民教育費につ

きまして、その主なものは、家庭教育学

級や女性学級設置事業、生涯学習の推進

に係る市民の方々のご意見を拝聴する生

涯学習まちづくり推進市民会議運営事業

などに係る経費でございます。

　前年度と比べ、減額となっております

主な理由といたしましては、子育て学習

の全国展開に係ります講座開催のための

国の補助金がなくなったことによるもの

でございます。

　なお、現行の子育て講座につきまして

は、新たな国の補助制度を活用し、内容

を精査する中、実施してまいります。

　同ページの目５、公民館費の主なもの

は、各公民館の維持補修に係る経費並び

に管理運営や各種講座開催の経費で、前

年度と比べ増額となっております主な理

由といたしましては、新鳥飼公民館の空

調設備の更新に係る経費の増額によるも

のでございます。

　２１３ページ、目６、文化財保護費に

つきまして、その主なものは、文化財保

護審議会開催事業、埋蔵文化財の試掘・

発掘調査に必要な消耗品等に要する経費

でございます。

　前年度と比べ減額となっております主

な理由といたしましては、顕彰札製作委

託料を凍結したことなどによるものでご

ざいます。

　続きまして、市民図書館と鳥飼図書セ

ンター所管分といたしまして、２１４ペー

ジ、項６、図書館費、目１、図書館総務

費につきまして、その主なものは一般職

員、社会教育指導嘱託員の人件費、摂津

市施設管理公社への委託料及び図書館協

議会に係る経費でございます。

　２１５ページ、目２、図書館管理費に

つきまして、その主なものは図書館司書

とアルバイトの賃金、施設の維持管理、

コンピュータシステムの借上げ、図書資

料購入のほか、図書の貸出券の印刷、及

び講演会開催などに係る経費でございま

す。

　前年度と比べ増額となっております主

な理由といたしましては、市民図書館の

空調設備の改修に係る経費の増額による

ものでございます。

　続きまして、体育振興課所管分として

２１８ページ、項７、保健体育費、目１、

保健体育総務費につきまして、その主な

ものは体育指導委員設置事業、一般事務

執行経費のほか、各種負担金に係る経費

でございます。

　前年度と比べ減額となっております主

な理由といたしましては、人件費事業を

一部予算がえしたことによるものでござ

います。

　２１９ページ、目２、体育振興費につ

きまして、その主なものは、市長杯総合

スポーツ大会等のスポーツ振興事業に係

る経費及び社会体育関係団体の活動補助

金などに係る経費でございます。

　２２０ページ、目３、体育施設費の主

なものは、各体育施設の維持補修に係る

経費や管理運営経費でございます。

　前年度と比べ増額となっております主

な理由といたしましては、摂津市土地開

発公社所有の鳥飼体育館駐車場の一部用

地に係ります土地購入費を計上したこと

によるものでございます。

　以上、生涯学習部に係ります歳出内容

の補足説明とさせていただきます。

○阿部委員長　寺田教育総務部長。

○寺田教育総務部長　それでは、議案第

９号　平成１５年度摂津市一般会計補正

予算（第６号）のうち、教育委員会にか

かわります部分について、一括してご説

明を申し上げます。

　まず、第１表、歳入歳出予算補正のう
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ち、５ページの歳出につきましては、款

９、教育費の補正前の額３１億３，９６

８万円から５，９５９万２，０００円を

減額し、補正後の予算額を３０億８，０

０８万８，０００円といたすものでござ

います。

　それでは、１０ページからの歳入歳出

補正予算事項別明細書の目を追って、主

なものについて補足説明をさせていただ

きます。

　歳入でございますが、１４ページ、款

１２、国庫支出金、項２、国庫補助金、

目３、教育費国庫補助金の節１、教育費

補助金は、味生小学校給食調理室改修工

事に伴う補助金の交付額が確定したこと

による増額と、節２、理科教育等施設整

備費補助金の交付決定額に伴う補助対象

経費の減少による減額でございます。

　１６ページ、款１３、府支出金、項２、

府補助金、目８、教育費府補助金の節１、

教員研修事業費等補助金、節２、研究学

校補助金は、大阪府の交付額が確定した

ことによる増額でございます。

　１９ページ、款１７、諸収入、項４、

雑入、目１、雑入の増額は、公民館運営

にかかわりましてコミュニティ事業助成

を受けたものでございます。

　続きまして、歳出についてご説明申し

上げます。

　４８ページからの款９、教育費、項１、

教育総務費につきまして、目１、教育委

員会費は事業を精査したことによるもの

でございます。

　目２、事務局費の減額につきましては、

臨時職員にかかわる雇用日数の精査や文

書集配業務の委託先の見直し。茨木養護

学校に通う児童・生徒数や通学日数の減

による通学用タクシー借上料の減額に伴

うものが主なものでございます。

　４９ページ、目４、教育指導費につき

ましては、英語指導助手派遣事業と小学

校クラスルームイングリッシュ推進事業

の英語指導助手派遣委託料の一括入札と

情報教育サポーター委託料の入札差金が

主なものでございます。

　目５、生徒指導対策費の減額は、事業

を精査したものでございます。

　目６、教育推進費の減額につきまして

は、学校週５日制活動における指導員の

欠席による減額でございます。

　目７、人権教育指導費の減額につきま

しては、人権教育推進計画書の冊子を庁

内印刷に切り替えたことによる減額でご

ざいます。

　次に、５０ページの項２、小学校費に

つきまして、目１、学校管理費の減額に

つきましては、事業の精査並びに入札差

金。三宅小学校の国有地買収による賃料

の減によるものでございます。

　目２、教育振興費の減額につきまして

は、購入備品の精査並びに要保護及び準

要保護対象者が増加したことにより、修

学旅行の補助対象者が減となったことに

よるものでございます。

　目４、学校給食費の増額につきまして

は、給食援助事業に係る要保護及び準要

保護児童の対象者が増加したことによる

ものでございます。

　目６、建設事業費の減額につきまして

は、第１次耐震診断委託を業者発注から

都市開発課に全面依頼したことによるも

のと、三宅小学校の国有地の買収差金で

ございます。

　次に、５１ページ、項３、中学校費に

つきまして、目１、学校管理費の減額に

つきましては、事業精査と第四中学校の

トイレ改修設計等の入札差金によるもの

でございます。

　目２、教育振興費の減額につきまして

は、小学校費と同様に要保護及び準要保
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護生徒の対象者が増加したことにより修

学旅行の補助対象者が減となったことに

よるものが主なものでございます。

　目５、建設事業費の減額につきまして

は、第１次耐震診断委託を業者発注から

都市開発課に依頼したことによるもので

ございます。

　次に、５２ページ、項４、幼稚園費に

つきまして、目１、幼稚園管理費の減額

のうち、通信運搬費の減額９５万円は、

当初、統廃合による、みやけ幼稚園の引

越しを業者委託で予定しておりましたが、

学校公務員の協力で対応したため減額と

なったものでございます。

　目４、建設事業費の減額につきまして

は、せっつ幼稚園の改修工事の入札差金

でございます。

　次に、５３ページ、項５、社会教育費

につきまして、目２、文化振興費の減額

につきましては、美術展開催事業及び芸

能文化祭開催事業を精査したことによる

ものでございます。

　目３、青少年対策費の減額につきまし

ては、障害児加配にかかわります学童保

育指導員賃金を精査したもののほか、各

事業の印刷製本費や委託料等事業を精査

したことによるものでございます。

　５４ページ、目４、公民教育費の減額

につきましては、事業を精査したことに

よるものでございます。

　目５、公民館費の増額につきましては、

コミュニティ事業助成により備品を購入

したことによるものでございます。

　次に、５５ページ、項６、図書館費に

つきまして、目１、図書館総務費の減額

につきましては、事業を精査したことに

よるものでございます。

　目２、図書館管理費の減額につきまし

ては、図書購入費の減額が主なものでご

ざいます。

　５６ページ、項７、保健体育費につき

まして、目１、保健体育総務費の減額に

つきましては、当該団体の解散に伴うも

のでございます。

　目２、体育振興費及び目３、体育施設

費の減額につきましては、それぞれ事業

を精査したことによるものでございます。

　以上、教育委員会全体にかかわります

補正予算の補足説明とさせていただきま

す。

○阿部委員長　説明が終わり、質疑に入

ります。

　川端委員。

○川端委員　おはようございます。

　それでは、私の方から質問をさせてい

ただきたいと思います。

　まず一般会計予算の歳入の方でござい

ますけども、５２ページ、款１５、府支

出金、項２、府補助金、目８、教育費府

補助金で、節１、教員研修事業費等補助

金の分でございますけども、今もお話が

ありました、説明の中でまなびングサポー

ト事業についてでございますが、１６年

度の主要事業一覧にもありますけれども、

具体的な展開方法を教えていただきたい

と思います。

　それに関連してですけども、教員研修

につきましては前回にも教師の資質の問

題でご質問をさせていただきました。

　また、しっかりと研修をしていただき

たいと思いますけれども、その点のお考

えをもう少し聞かせていただきたいと思

います。

　５５ページの目４、教育費委託金です

けども、節２、学校支援社会人等指導者

活用事業の委託金でございますけども、

もう一度、どういった内容のものである

のか詳しく教えていただきたいと思いま

す。

　歳出の方ですけども、１８６ページ、
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款９、教育費、項１、教育総務費、目２、

事務局費、節１３、委託料の分でござい

ますが、文書の集配業務委託料でござい

ますが、これは１５年度の事務事業評価

を見ますと、今まで施設管理公社に委託

をされていたのをシルバーに委託をされ

て、変わるということで５分の１ぐらい

に減ってるんですけども、このことにつ

いても教えていただきたいと思います。

　１８８ページ、同じく目３、教育研究

所費でございますが、節１３、委託料、

これは学校教育情報化ポータルサイト構

築委託料ということで１，２５４万２，

０００円という金額が計上されておりま

すが、１６年度に予算がついております

緊急雇用事業の分でございますけども、

活用しての事業ですけども、どのような

ものか教えていただきたいと思います。

　１９０ページ、目４、教育指導費、節

１９、負担金、補助及び交付金というこ

とで、この中の特色ある学校づくり推進

補助金に関連しての質問なんですけれど

も、特色のある学校づくりとは、また違

いましょうけれども総合学習で、いろい

ろ取り組みをしていただいておりますけ

れども、私、ＮＨＫの課外授業「ようこ

そ先輩」という番組があるんですけれど

も、その摂津版をぜひ総合学習の中で取

り入れてはどうかなと思います。

　いろんな文化・芸術・教育、多岐に渡っ

て社会でご活躍されている方に母校の後

輩に１日教師になっていただくというも

のですけども、ご存じだと思いますが、

摂津市に住む誇りと喜びを感じることが

できると思うんですけども、いかがでしょ

うか。そのお考えをお聞かせください。

　次に、２０９ページ、款９、教育費、

項５、社会教育費、青少年対策費ですけ

ども、いろいろ関連してお話させていた

だきます。項目が間違っている場合は、

また教えていただきたいと思い

ますけども、節７、賃金の分で学童に関

連して質問をさせていただきたいと思い

ます。

　これは資料も、私、取り寄せておりま

すけども、学童の申し込み数が定員の枠

になってるんですね。ちなみに、平成１

３年から１６年までの入室申し込み状況

は、差のあるところでは平成１３年が定

員が４０名、平成１６年が６５名という、

これは鳥飼北保育室になっておりますけ

れども、ということでことしは昨年の１．

３倍に増加をしております。なぜ、こと

しは多かったのか。いろんな、外に奥様

方でも、また外に出て働きに行かれる方

がふえたのでしょうか、その件について

も教えていただきたいと思います。

　２２０ページ、款９、教育費、項７、

保健体育費、目３、体育施設費ですけど

も、節１３、委託料、これは温水プール

に関連してのことなんですけども、ちょっ

と市民の方からご相談をいただいてる部

分ですけども、シャワーが冷たいという

ことで、市民の方から何とかしてくれな

いかということでお話がありましたので、

ぜひまた、その点も教えていただきたい

と思います。

　次に、予算概要の方でございますが、

１０７ページ、款９、教育費、項１、教

育総務費、目２、事務局費ですけども、

校務員共同研修事業というのがあります

けれども、平成１５年度の事務事業評価

の１３１万円ですが、そこを見ますと臨

時職員を雇用から次年度の方向としてシ

ルバー人材センターに委託となっており

ます。

　これは、校務員さんがいろんな形で研

修を受けられたり、また学校内のことは

校務員さんでできるようにと、そういっ

たことだと理解をしておりますけれども、
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以前よりも研修を受けていらっしゃった

ことについて、むだのないようにされて

いるのかどうかお伺いさせていただきた

いと思います。

　次に、１０８ページ、これは款９、教

育費、項１、教育総務費で学務課のこと

でございますが、ここの全般、どこどこ

と言わないといけないと思いますが、１

０８ページの一般事務事業のアルバイト

賃金が６５万円の分ですね、これは。

　あと、１０９ページの教育研究所のア

ルバイト賃金が１０６万５，０００円。

この２点が気になったんでありますけど

も、この一般事務事業のアルバイト、ま

た教育研究所、アルバイトを入れないと

できないのか。職員の方でお仕事ができ

ないのか、ちょっとお伺いさせていただ

きたいと思います。

　同じく、ここのところですけども、報

償金もですけども１１０ページの教育相

談事業ですね。不登校の相談等というこ

とで、これが４９万５，０００円。その

下の適応指導教室の事業の分の報償金で

すね。２１９万円、これも備考の欄には

詳しく載っておりますけれども。あとも

う１つ、１１１ページ、下のところです

けども、教科書採択事業、ここの報償金

１０万円ということで、約２７０万円ぐ

らいのところでありますが、この報償金

は必要なのかどうか。いろんな形で本当

に、今、経費節減の折ですので、ここの

ところもお伺いさせていただきたいと思

います。

　次に、１１７ページ、同じく目４、学

校給食費の分でございますが、学務課の

小学校の給食事業で、一番下の方ですけ

ど賄材料費が１億７，５４５万６，００

０円ということで出ておりますが、１人

当たりの給食、幾ら経費がかかっている

のか。また、保護者の方は幾ら負担をさ

れているのか、教えていただきたいと思

います。

　次に１２４ページですけども、同じく

教育費の項４、幼稚園費、目２、教育振

興費ですけども、これ、教育総務課の卒

園記念事業に関連してでございますけど

も、みやけ幼稚園の廃園になります卒業

記念の作品ですね。いろいろ考えていた

だいていると思いますが、その保存方法

についてお伺いさせていただきたいと思

います。壁に絵を張りつけている分でご

ざいますが、どうされるのかちょっと教

えていただきたいと思います。

　概要の１３０ページ、款９、教育費で

すけども項５、社会教育費で生涯学習ま

ちづくり推進市民会議運営事業の分です

けども、これは報償金が４４万３，００

０円、消耗品費と、あと食糧費というこ

とで、これは生涯学習推進計画に基づく

市民会議の設置・開催となっております

けれども、総額４４万３，０００円とい

うことで、これは何でしょうか、教えて

いただきたいと思います。

　あと、前後しますが、概要の１０６ペー

ジですけども、ちょっともとに戻って申

しわけないですけども、教育委員会事業

に関連しての質問でございますが、現在、

大阪府が評価育成システムを導入してお

ります。それに対して、我が市の今後と

対応についてお伺いさせていただきたい

と思います。

　次に、一般会計の方で１８８ページ学

校図書館にＩＴ化事業についてというこ

とで、学校図書予算の今回、１６年度主

要事業の中で予算が入っておりますけれ

ども、このＩＴ事業について学校図書予

算の実態と、蔵書数など、充実に向けた

問題点についてお伺いさせていただきた

いと思います。

　一般会計の１９２ページ、これも同じ
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く関連してのことで、小学校費に関連し

てのことでございますが、ここの項目で

は小学校費に関連してのことなんですけ

ども、これは項目が間違っているかもし

れません。家庭の教育機能総合支援モデ

ル拡充事業というのが１６年度主要事業

に上がってる分でございます。ここでい

いですか。それについて、具体的にどの

ようなものなのか教えていただきたいと

思います。

　次に学校の管理運営体制の透明化を確

保するために生徒のプライバシー保護に

留意しながら職員会議の会議録の全面公

開を提案したいと思うんですけども、そ

のお考えをお聞かせいただきたいと思い

ます。

　概要の１０８ページ、学務課に関連し

て小学校の件でございますけども、今回

の就学援助の申請時期が毎年５月で申請

をして、１か月さかのぼって４月の分か

らということで、５月の申請だったんで

すけども、平成１６年度から４月になっ

たことについて、申請する側に不都合は

ないのかどうかをお伺いさせていただき

たいと思います。

　それと、概要の１２３ページですけど

も、幼稚園に関連してのことであります

けれども、幼稚園管理運営事業について

ですが、民間幼稚園の運動会と公立小学

校の運動会が重なることについての対処

をお伺いしたいと思うんです。

　これは、例えば、子どもさんが、かお

り幼稚園に行かれてて、これは市民の方

のご相談なんですけども、あと柳田小学

校に上の子は行ってはると。ご兄弟でお

られると。その運動会が重なった、お母

さんは、どっちかしか行けないわけです

よね。どっちも行きたいと。公立幼稚園

と公立小学校では、協議をされて重なら

ないようにされておられますけども、私

立ですので広域な範囲になるということ

で、協議ということはいかないと思いま

すけど、何かいい対策はないのか、お伺

いさせていただきたいと思います。

　次に、同じく幼稚園に関連してでござ

いますが、幼稚園の便器の改修について

お伺いをいたします。これは、せっつ幼

稚園で昨年、私たち公明党も視察に行か

せていただきまして、ほとんど水洗になっ

ておりますけども、１つだけぼっとん便

所がありました。においが上がってきま

すし、いろいろと大きな換気扇もつけら

れて対策をされてるっていうのも見せて

いただきました。いろいろ考えていただ

いてるんですけども、たまたませっつ幼

稚園は１つでしたけれども、これを取り

かえるとなりましたら１０万円ぐらいか

かるとおっしゃったんですけども、あと

のべふ幼稚園とか、とりかい幼稚園なん

かも、まだまだぼっとん便所があると思

いますんで、何かいい方法がないのか。

経費も、お金もかかることでございます

けども、そのことについてご質問をさせ

ていただきたいと思います。

　次に、概要１３３ページですけども、

図書館運営事業に関連してでございます

が、千里丘公民館で返却本を回収する事

業を今回されるということでございます

が、代表質問でも質問をされておられま

したんですけども、また詳細について教

えていただきたいと思います。まずはお

礼を申し上げないといけないと思います

が、私ども公明党の要望を聞いていただ

きまして、本当にありがとうございます。

中身をもう少し教えていただきたいと思

います。

　概要の１１３ページ、前後して申しわ

けありませんが、教育総務費の生徒指導

に関連してでございますが、ＡＤＨＤ、

注意欠陥多動性障害、また学習障害対策
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児の現場の認識についてですけども、ご

認識を十分にされてると思いますけども、

あえて認識されているのか、もう一度お

聞かせいただきたい。また、市の実態と

対策についてお伺いをさせていただきた

いと思います。

　次に、小学校に関連してですけども、

これは概要の１０８ページに関連すると

思いますが、小学校ということで子ども

の居場所づくり新プラン。また、地域子

ども教室推進事業について、今、進めら

れておりますが、市のお考えをお聞かせ

いただきたいと思います。

　それと同じく、この１０８ページです

けども、安全対策事業に関連しまして、

今、危機管理マニュアルということで各

学校におりておりますけども、学校で徹

底もされていると思います。先日、先般

も事件のありました京都の宇治小学校で

は、実際に不審者が侵入をしたという想

定で教師が、生徒じゃなくして先生が模

擬訓練を実施されているテレビをたまた

ま私も見ましたけども、門真市なんかも

携帯のメールで不審者の情報を伝えると

ころもあります。摂津市でも、いろいろ

取り組みをされているところであります

けども、先般もいろいろ新聞に載りまし

て、今回も正門脇にそういう管理態勢を

取っておられますけども、危機管理マニュ

アルについて、やっぱり書面だけで、ま

た頭の中だけで終わるんではなくして、

どういうふうな取り組みといいますか、

各学校で実施をされているのか。

　特に特筆すべき学校があれば、特にな

いとなったら結構でございますけども、

本当に努力をして、こんなことをしてる

というところがあれば教えていただきた

いと思います。

○阿部委員長　大体、質問の意味はおわ

かりいただいていると思いますけども、

私の方で川端委員よろしいですか。２１

３ページ、図書館費についての学校図書

予算ＩＴ化事業、蔵書数の問題について

の質問がありましたけれども、蔵書数、

これはどういう蔵書数がどういう。

○川端委員　今現在の本の数です。

○阿部委員長　本の数を言うてほしいと

いうことですか。川端委員。

○川端委員　はい、資料もいただいてお

りますけども、確認も含めて。

○阿部委員長　本の数のことです。

　それでは、答弁いただきます。馬場教

育総務部次長、お願いします。

○馬場教育総務部次長　幾つかあります

ので、１つずつお答え申し上げます。　

まず、１８６ページの文書集配事業の件

でございます。文書集配事業につきまし

ては、川端委員おっしゃってますように、

平成１５年度当初予算では、施設管理公

社の予算で組んでおりました。ただ、予

算後に施設管理公社と話し合いをする中

で、施設管理公社の方で１５年度中に、

この業務について実施できない状況が発

生いたしましたので、その後、シルバー

人材センターと話し合いをしまして、１

５年度におきましてシルバー人材センター

で業務委託をいたしました。

　その結果といたしまして、今回、補正

第６号で減額をいたしておりますけれど

も、当初３３８万７，０００円であった

ものが補正第６号で１７０万円の減額さ

せていただいております。

　なお、来年度につきましては、さらに

これを一応、採用職員を活用するという

ことでシルバー人材センターへの委託を

減らしておりますので、そこに計上して

おります７０万円の数字になっていると。

そういう形になっております。

　それと、概要の１０７ページの校務員

共同研修事業についてでございますが、
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これにつきましても過去からの研修の内

容が生かされていくかという形のご質問

だったと思いますけれども、校務員の共

同研修につきましては、一応、内容とい

たしまして塗装の技能を高めるために、

そこの研修事業の中で塗装の足場の組立

分でありますとか、そういった部分につ

いて組ませていただいております。

　なお、研修は、これ以外にもセメント

の実技研修等々ございますので、そういっ

た意味では校務員の方で、それぞれ研修

に取り組んでいただいておりますが、な

お関連しまして幼稚園の部分について今

回、シルバー人材センターの方へ委託す

るという形にしておりますが、これにつ

きましても行革の関連の中で経費節減と

いう形の中で、今まで個々に雇用してい

たものを一括してシルバー人材センター

の方で派遣していただくと、そういう形

に切りかえております。

　それから、これは私の方から申し上げ

ていいのかどうかわかりませんが、概要

の１２５ページの報償費に関連しまして、

みやけ幼稚園の作品について、どういう

ふうな形でというご質問だったと思いま

すが、みやけ幼稚園がこの３月に一応廃

園される。それに伴って、そういった作

品がどうなるかということのご質問だと

いうことでお答えさせていただきますけ

ども、みやけ幼稚園の園長と話し合いを

しまして、園長の方でどういった形にす

るかについては、今、できるものを活用

していくということでさせていただいて

おります。具体的に、その部分について

予算反映はいたしておりませんので、よ

ろしくお願いいたします。

　もう一度お答えいたします。

　みやけ幼稚園の廃園に伴いまして、作

品が一定あるということですけども、例

えば壁に埋め込んでいるタイル等がどう

なるかということも含めてのご質問だと

思うんですが、基本的にタイルを取れる

かどうかにつきまして、技術的なことも

検討したんですが、やはり割れ物ですか

ら、あれを取るということは難しいと聞

いております。

　ですから、あとその前で記念撮影をす

るとか、そういったことについて園の方

で対応していただいているということで

す。

　それから、概要の１２３ページの幼稚

園のトイレについてのご質問がございま

したので、表現は別としまして基本的に

は今回、せっつ幼稚園を改修するに当た

りまして、和式のトイレにつきましては、

すべて洋式にさせていただきました。た

だ、ご指摘のトイレにつきましては、従

前から洋式トイレという形で使っておっ

たものを今回そのまま使えるものは使っ

ていこうということで使いましたので、

和式から洋式にしたものと比べれば若干、

劣化と汚れがあると思いますが、今後も

そういったにおい対策等は園と協議しま

して、しかるべき形でしていきたいと思

いますので、基本的にもともと洋式になっ

ているものをそのまま使っているという

ことでございます。

○阿部委員長　垣岡教育総務部参事。

○垣岡教育総務部参事　それでは、順を

追ってご説明申し上げます。

　まず最初に、５２ページ、まなびング

サポートについてであります。まなびン

グサポートにつきましては、小・中学校

における児童・生徒の学習活動や学校生

活等、学ぶ機会の充実をねらいとして取

り組んでいる学校を支援するために、大

学生を小・中学校に派遣するという事業

でございます。

　１０月現在ですけども、２２の大学と

大阪府教育委員会に提携しておりまして、
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学生の登録者数が１，０５０人おりまし

て、摂津市の方にも何人かまいっており

ます。これは、それぞれの学校の希望と

学生の希望が合わないと成約しないとい

うふうなことなんですけども、私どもと

いたしましては今後とも学校の方に学生

が来ていただくというふうなことを願っ

ておりますので、推進していきたいと、

そういうふうに思っております。

　それから、学校支援社会人指導者活用

事業でございます。これにつきましては、

小・中学校に優れた知識や技能を有する

多様な人材を学校に来ていただくという

ふうなことでございまして、年間９５回

というふうなことでお願いしております。

これまでの実績でございますけども、音

楽の選択授業で和楽器の琴の講座に来て

いただいておるとか、本の読み聞かせに

来ていただいておるとか、戦争体験の講

演であるとか、もちつき大会の指導とか、

菜の花づくりであるとか、部活動、野球

とかバスケットの指導とか支援とか、音

楽の合唱とか合奏とか、そういうふうな

形で来ていただいた実績がございます。

　それから、１９０ページの特色ある学

校づくりというふうなことでございます。

特色ある学校づくりにつきましても、各

学校が事前の計画を立てまして、それに

基づいて実施していくというふうなこと

でございまして、これを通じて、行きた

くてたまらない学校・学びのある教室の

実現を図っているところでございます。

　お尋ねの、先輩が学校に来るようなこ

とがないかというふうなことなんですけ

ども、直接の先輩というふうなことでは

聞いておりませんけども、例えば、看護

師の方であるとか、サッカーコーチの方

であるとか、消防署の職員の方が学校に

来られて自分の職業を通しながら子ども

たちにいろんなことを語っていただくと、

そういうふうなことを聞いてございます。

　それから、１１１ページの教科書採択

事業でございます。

　教科書採択でございますが、選定委員

さんにお願いしているわけなんですけど、

その中に保護者の代表の方が２名、過去

の例でしたらおられてまして、何回か委

員会を開いて出ていただくというふうな

ことになりまして、そのための報償金を

用意させていただいております、という

ふうなことでご理解願いたいと思います。

　それから、評価育成システムのことに

ついてお尋ねでした。１０６ページとい

うことでしたが、評価育成システムにつ

きましては、学校の教職員が、それぞれ

その年度の目標を設定し、目標に基づい

て実行いたします。その目標に対する自

己評価をその終了時点で行って、校長の

面談を受けるという形で現在実施してお

ります。このシステムを通じまして、学

校の活性化並びに教職員の資質向上をね

らいといたしておりまして、摂津市教育

委員会といたしましては、今後ともこの

システムを実施することによって、さら

なる資質向上と学校の活性化に務めたい

というふうに考えております。

　それから、一般会計の１９２ページの

家庭の教育機能総合支援モデル拡充事業

の件でございます。これにつきましては、

新しい事業というふうなことでございま

して、子育てとか、しつけとか、そうい

う悩み、不安を抱いておられる家庭に関

しまして、学校に支援者を派遣いたしま

して取り組んでいただくというふうなこ

とで考えておりまして、対象は小学校で

ございます。現在、２校を考えておりま

して、４月１日からのスタートというふ

うなことで準備を進めているところでご

ざいます。

　それから、職員会議録の全面公開につ
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いてというふうなことをおっしゃってお

られました。これにつきましては、市の

教育方針の中で各学校は透明性を高めて

説明責任を果たすように務めるようにと

いうふうなことで指導しておりますけど

も、現在のところ職員会議の全面公開と

いうふうなことについては、そこまでちょっ

と、今のところは考えてございませんけ

ども、今後、検討する課題かなというふ

うなことで感じております。

　それから、１２３ページの幼稚園の行

事が重なったというふうなことでござい

まして、これは現実にすこやかネットの

中でいろんな行事が重なっているという

ふうなことで、それについて、いかがな

ものかというふうなことで話が出ている

というふうなことを聞いております。各

学校・園では、そこら辺については、か

なり調整はしておるのですけども、非常

にたくさんの学校・園がございまして、

その中でそれぞれの学校行事の日程調整

しておるところなんですけど、今後とも

そういうふうなことが起きないようにと

いうふうな形で考えていきたいというふ

うなことで思っております。

○阿部委員長　民間、公立との間ができ

るかどうかというところのポイントがあ

りますので、そこをお願いします。

　垣岡教育総務部参事。

○垣岡教育総務部参事　現在のところ、

すこやかネットの中に民間で入っておら

れるところと、そうでないところがある

んですけども、今後ともそういうふうな

ことについては考えていかなくてはなら

ないというふうなことを思っております。

　ただ、いわゆる運動会とかいうふうな

ことになりますと、比較的時期が集中い

たしますというふうなことで、すぐにと

いうふうなことでは、なかなか難しいと

いうことについてはご理解願いたいとい

うふうに思います。

　それから、ＡＤＨＤと学習障害につい

て、概要の１１３ページでお尋ねだった

と思います。これにつきましては、非常

に現場の方も意識というか、そういうふ

うなところは高うございまして、これか

ら取り組んでいかなくてはいけないとい

うふうなことで考えているところでござ

います。研究所の方に聞きましたら、こ

れに関する研修についての参加率が非常

に多いというふうなことを聞いてまして、

現場については今後取り組んでいかなく

てはならないというふうなことについて

は、聞いております。

　それから、１０８ページの危機管理の

ことにつきまして申し上げます。

　学校の危機管理についてでございます

けれども、危機管理マニュアルにつきま

しては、全部の幼稚園、小学校、中学校

で作成しております。

　また、７つの小学校では不審者に対す

る訓練をそれぞれ各校の実態に応じて実

施しております。ある学校の例を申し上

げますと、学校内に不審者が進入してき

た場合を想定して防犯避難訓練を実施し、

防犯訓練にのっとって避難経路、避難方

法、教職員の役割の確認を行ったという

ふうなことを聞いております。

　また、先日でございますけども、２月

１７日に教育研究所の主催で小・中学校

の校長と幼稚園の園長を対象に専門家を

呼んでの危機管理の研修を行いました。

講演と、それからグループに分かれてシ

ミュレーションを行って、そういうふう

なことに取り組んだわけでございますけ

ども、過日のＮＨＫで様子はテレビで放

映されました。この研修のあと、その後、

専門家の方は鳥飼東小学校へ行って同じ

ような取り組みを行ったというふうなこ

とでは聞いてございます。
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○阿部委員長　田川学務課長。

○田川学務課長　概要の１０８ページ、

一般事務事業でアルバイトの賃金の件で

すけども、学事係の業務なんですが、こ

れは以前は３名の職員で担当してたんで

すけども、人員削減等の関係で２名に削

減されましたので、学事係が特に忙しく

なる時期、就学援助の受付、あるいは新

１年生の検診等を実施する繁忙時期にア

ルバイトを雇用したいということで、ア

ルバイト賃金を計上させていただいてお

ります。

　それから、概要の１１７ページ、小学

校の給食事業にかかわりまして賄材料費

を１億７，５００万円ほど計上してるん

ですけど、１人当たりの経費は幾らかと

いうことなんですけど、これは結局、保

護者に負担していただいている額と同じ

ようになると思うんですれども、低学年

の１、２年生につきましては、１食につ

きまして１８０円、３、４年生は１９０

円、５、６年生で１９５円ということに

なっております。

　それと、就学援助の申請の時期が早ま

ることについてのご質問なんですけども、

就学援助の申請時期を早めることにつき

ましては、就学援助認定者に医療券と、

虫歯等、いろいろの学校病の医療券を発

行してるんですけども、認定時期がこれ

までも５月受付して７月に認定というこ

とでおくれてまして、その間、医療券を

交付できないというようなことがありま

して、できるだけ医療券を早く交付した

いというような事情もありまして、４月

に交付申請を受付したいと、就学援助の

申請を受付したいと考えております。

これに伴って、保護者等が困るんではな

いかということなんですけども、今まで

１年生だけに就学援助の案内の要領を配

布していましたけれども、１６年度につ

きましては全小・中学校の児童・生徒に

案内の要領を配布する予定をしておりま

す。それと、広報等でのＰＲもさせてい

ただく予定をしております。

○阿部委員長　高橋教育研究所長。

○高橋教育研究所長　それでは、教育研

究所費にかかわりますご質問にお答えし

てまいりたいと思います。

　まず、教職員研修につきまして、私ど

もの考え方といたしまして、今後とも教

職員の資質向上を目指すべくニーズや課

題にあった教職員研修の充実を目指して

まいる考えでございます。

　それから、予算書の１８８ページ、学

校教育情報化ポータルサイト構築委託料

につきまして、ポータルサイト構築事業

というのは、どういうものかというよう

なご質問だと思いますが、ポータルサイ

トとは、コンピューターを使いましてさ

まざまな学習用の教材や資料、こういっ

たものをデジタルコンテンツと申すわけ

でございますが、そういったものを教育

研究所用に作成、保存いたしまして、各

学校はインターネットを通じて、それら

を利用する仕組みを言います。デジタル

コンテンツの例といたしましては、児童・

生徒用といたしまして、繰り返し練習す

ることができるドリル類、調べ学習に役

に立つホームページのアドレス、理科な

ど各教科ごとの資料集を作成する予定で

ございます。

　また、教職員用といたしましては、コ

ンピューターを使いました授業の活用事

例や各教科ごとの指導案、中学校の定期

テストや行事等の各小中学校の情報、コ

ンピューターのトラブルに関する質問集

などを作成する予定でございます。

　続きまして、予算概要の１０９ページ、

一般事務事業の中のアルバイト賃金でご

ざいますが、こちらの方は今まで人事課
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からアルバイトをもらっておりまして、

それを移管した部分でございまして、新

たに起こしたものではございませんので、

そこのところだけご理解いただきますよ

うにお願いいたします。

　アルバイトの方でございますが、私ど

もの庶務の仕事のほか、市立の施設とい

えども独立運営をいたしておりますので、

施設管理に伴う営繕、掃除、細かいこと

を言うようですがトイレ掃除とか、ごみ

出し等、そういった雑用もしてもらって

ございます。

　それから、同じく概要の１１０ページ。

適応指導教室事業におけます報償金でご

ざいますが、こちらの方は私どもの不登

校対策といたしまして、さわやかフレン

ド事業を実施いたしてございます。大学

生とか、大学院生を使いまして、私ども

の適応指導教室に通級してございます児

童・生徒の支援とか、また引きこもりの

児童・生徒の家庭へ派遣するなど、そう

いった派遣にかかわる報償金でございま

す。

○阿部委員長　芝野生涯学習部次長。

○芝野生涯学習部次長　それでは、生涯

学習課に係ります、幾つかのご質問にお

答え申し上げます。

　まず、予算書の２０９ページ、学童保

育指導員賃金にかかわっての現在の日数

状況等についてということでございます

が、学童保育室は例年、１月に受付をい

たしまして、１月末をもって締め切りを

いたします。各年とも、その時点での申

請者を精査いたしまして、要件に合致す

る児童の入室を決定してまいっておりま

すが、平成１６年度入室予定数がご指摘

のとおり過去最高となりました。そのう

ち、６５名が１室、６４名が１室、５８

名が１室ということで、非常に多くの希

望が出ております。

　この傾向につきましては、大阪府下・

近隣各市とも問い合わせをいたしました

が、同じような傾向ということで、特に

特徴的なことと申しましては、新１年生

の希望が多いということでございます。

この入室につきましては、過去にこの委

員会でご指摘がございまして、それまで

定員は４０名と定めておりまして、その

定員以上の受付をしておりましたが、あ

くまで４０名の定員を担当としては規則

でしばられておりまして、３９名まで退

室者が出ない限り待機者が入れないとい

う状況を考慮すべきではないかというご

指摘を受けまして、その後、年度当初の

入室者数を別途定員と定めることができ

るというふうに規則を改正して、今日に

至っております。

　したがいまして、待機者を出さない、

あるいは子育て支援を行っていくという

今日的な課題を考えますと１６年度、６

５名、６４名の受け入れをして運営をし

ていこうと担当としては決意をいたして

おります。そのために同じように、既に

１００名を超える部屋、あるいは６０名

を超える部屋で運営をされておりますよ

うな市にまいりまして、その運営方法等

も視察してまいりました。

　また、それぞれの学童保育室を抱えて

おります学校とも現在協議を続けており

まして、子どもたちを安全に放課後過ご

せるように担当としては精一杯努力し続

けていこうと考えております。

　それから、次に概要の１３０ページで

ございますが、まちづくり推進市民会議

についての詳しい内容ということでござ

います。この生涯学習まちづくり推進市

民会議につきましては、去る平成８年に

本市が生涯学習推進基本計画をまとめ、

それに基づきまして、施策の計画的、効

率的な推進に向けて市が取り組むべき諸
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課題と、その方策について市民に幅広く

意見を求めるという目的で設置をいたし

ておるものでございます。設置いたしま

したのは、平成８年５月でございます。

その設置要綱によりますと、委員は１５

名以内と定めておりまして、委員の構成

といたしましては市民公募が２名、それ

から市内の各種団体の委員が２号委員と

しまして６名、それから学識経験者１名、

それから本市の社会教育委員会、あるい

は公民館運営審議会委員等、そういう委

員会、協議会からの代表の方が５名とい

うことで、現在１４名で構成をいたして

おります。

　なお、欠員の１名につきましては、代

表をいただいておりました団体が現在、

休止をされておるということでございま

す。その活動の内容でございますが、過

去からこの委員会で、例えば、摂津市リー

ダーバンク事業、これは市内の優れた技

能をお持ちの方を登録いただいて、市民

の学習要望にこたえていこうということ

で、現在も運営しております。

　あわせまして、ご承知のように職員の

出前講座、あるいは昨年度は市民編とし

ました出前講座、今年度につきましては

来週に予定しております研修会のテーマ、

パートナーシップによるまちづくり。つ

まり市民と行政が共同でまちづくりを考

えようという観点で、この１５年度は研

修をしてまいりました。

　そのような形で、この生涯学習まちづ

くり推進市民会議では、過去から本市が

取り組む方向性について、いろいろご意

見をいただき、それが今申しましたリー

ダーバンク、あるいは出前講座という形

で実を結んできておるというふうに考え

ております。

　それから、概要の１０８ページにかか

わって、子ども居場所づくり新プランに

ついてご質問がございました。この事業

につきましては、過日の本会議の代表質

問にお答え申しましたとおり、１６年度

から国において子どもたちが安心して遊

べる場、それから子どもたちが異年齢で

交流できる場、そういった場の確保のた

めに学校を中心とした施設を活用した放

課後の居場所づくりということで事業展

開の提案がなされてきております。

　この事業につきましては、１６年度の

国が予算を固めていく前段での情報提供

はいただいておりましたが、それ以後、

その事業内容について大きく変化してき

ておりまして、最終的に２月の下旬に府

より正式な事業展開、あるいは市町村の

立候補の要請がなされてまいりました。

内部的に検討をしておるところでござい

ますが、さまざまな課題もございまして、

この事業が実現できるような方向では我々

としても考えてまいりたいということで、

先ほどの本会議の代表質問でご答弁申し

たとおりでございます。

○阿部委員長　芝野次長、済みません。

生涯学習まちづくり市民会議の件で、質

問者は報償費と食糧費の内容というのを

聞いておるんです。食糧費というのがあ

りましたでしょう、その答弁が抜けてま

すのでお願いします。

○芝野生涯学習部次長　答弁が漏れてお

りました。申しわけございません。

　市民会議の報償費につきましては、年

４回開催する予定で１回の報償費が６，

９００円でございますので、そういう形

で予算計上いたしております。

　それから、食糧費につきましては、パッ

クのお茶程度を用意するということで運

用する予定でございます。

○阿部委員長　山下生涯学習部参事。

○山下生涯学習部参事　それでは、温水

プールのシャワーの水温が低いとのご質

－�18�－



問でございますけども、平成１５年の予

算に温水プールの改修事業がございまし

て、冬場におけますプール層の水温、ま

たシャワーの水温をソーラーシステムで

なく直接、ガスで温める方法を、今回、

採用させていただいておりますので、今

一度、見守ってまいりたいと考えており

ます。

　また、空調機の老朽化に伴いまして、

空調機の改善等も行っておりまして、今

後におきましても市民の方々が安全、か

つ快適に利用していただけるよう必要な

設備等も行っていきたいと考えておりま

す。

○阿部委員長　井上市民図書館長。

○井上市民図書館長　予算概要１３４ペー

ジの図書館運営事業の中の千里丘公民館

での図書の返却についてご説明いたしま

す。

　当初、図書館といたしましては、返却

ポストを購入いたしまして、それを公民

館に置きまして、そこで返却を予定して

おりましたが、財政状況が厳しいという

ことで返却ポストにつきましては予算が

つかなかったわけです。それで、一応、

公民館の館長の方にお願いいたしまして、

千里丘公民館の職員の方に手渡しで受け

取ってもらえないかということをお願い

しましたところ了解していただきました

ので、そういう形にしようと考えており

ます。

　それから、また返却されました図書の

回収につきましては、現在、教育委員会

総務課の方で教育施設間の文書集配業務

をやっておりますので、その中で千里丘

公民館から市民図書館の方に回ってもら

えないかということをお願いしましたと

ころ、これまた了解いただきまして、そ

ういう形で処理いたします。

　１６年度の４月から、図書の回収につ

きましては毎週月曜日、それから水曜日、

木曜日、金曜日の週４回、行うこととし

ております。そういうことで、今回は各

課のご協力を得まして、経費もかからず

に返却業務を行うことができました。

　最後ですが、返却できる時間と日なん

ですけれど、公民館が休みになります毎

月第４金曜日と、それから年末年始休暇

を除きまして、朝の９時から夜の１０時

までお返しできるようになっております。

○阿部委員長　学校と図書館費の一般の

方の２１３ページ、図書館費、学校図書

予算、ＩＴ化事業、蔵書数の本の数に関

して、これは馬場教育総務部次長。

○馬場教育総務部次長　今、ご指摘いた

だいた部分が抜けておりましたので、再

度ご答弁申し上げます。

　学校図書館のＩＴに関連しまして、各

学校の購入予算と蔵書数ということだっ

たと思いますのでお答えいたします。

　まず、小学校の１６年度の図書の購入

の予算ですけども、予算書の１９４ペー

ジの備品購入費のところに図書購入費と

いうことで４７６万８，０００円を計上

いたしております。

　また、中学校費におきましては、予算

書の２００ページ、中学校管理費の備品

購入のところで図書購入費といたしまし

て２３２万１，０００円を計上いたして

おります。それで、図書購入の考え方で

ございますが、従前から図書の購入には

一応、１人当たり単価ということで目安

を出しておりまして、１５年度におきま

して予算を見直す中で図書にシフトがえ

するということで、１５年度におきまし

ては１人８００円めどで予算計上いたし

ました。

　また、１６年度、先ほどの数字を小学

校・中学校の概算の児童数で割りますと、

小学校では１人１，０１４円、それから
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中学校におきましては１人１，１２１円

の図書の計算になります。

　それと、蔵書数でございますが、ちょっ

と１５年の数値はまだつかんでおりませ

んが、１年前、１４年度末で小学校合計

で約６万７，０００冊、中学校合計で１

４年度末で約４万４，０００冊というふ

うになっております

○阿部委員長　それから、報償金の問題

で４９万５，０００円、１１０ページ、

これの部分の答弁が抜けておるんですが。

アルバイトの賃金等々の報償金。高橋教

育研究所長。

○高橋教育研究所長　今、ご指摘のとお

り教育相談事業の報賞金４９万５，００

０円につきまして、ご説明いたします。

こちらの方は、私どもの教育相談事業の

中で、私どものスーパーバイザーとして

奈良女子大学の川上教授にご教授をいた

だいております。その川上教授にかかわ

ります報償金でございます。

○阿部委員長　川端委員。

○川端委員　それでは、順を追って質問

させていただきます。

　最初のまなびングサポート事業につい

てでございますが、２０の大学と大阪府

が提供していっているということで、あ

と学生登録者もたくさんいらっしゃって、

また今後とも推進していきたいというお

話をいただきました。しっかりと取り組

んでいただきたいと思います。

　あと、教育研修につきましても、これ

も今後ともしっかりと研修をしていくと

いうお話をいただいて、力強い限りでご

ざいますけども、やっぱり教師は生徒・

児童にとっては最大の教育環境でありま

す。それは教育の原点は、教師であるか

らだと私は信じております。研修でも、

さらに人格を磨いていただいて、資質を

高めていただきたいと、これはほんとに

要望しておきたいと思います。

　学校支援社会人等指導者の活用事業で

ございますけども、これは今現在、５校

に来ていただいてるんですね。音楽の演

奏とか、本の読み聞かせ、もちつき大会、

バスケット、音楽、合唱、合奏というこ

とで、ほんとに詳しくお話をいただきま

したが、私はここで先ほどもどこかの項

目でありましたが、摂津市の優れものと

いう人材バンク、先ほどお話もいただき

ましたけども、があります。約３００名

の方が摂津市内で、特殊な特技などを持っ

ていらっしゃる方が市民のために登録を

されている。これはもう、ほんとにそれ

こそ無償の場合もありますし、有償の方

もいろいろいらっしゃいますけども、こ

ういう方々を、こういうところをせっか

くの人材バンクをご努力をされて、ある

ということで他市とかいろんな、私、お

もちつき大会やとか、こういう指導とい

うか、ある程度ボランティアといいます

か、これからまたボランティアなり、有

償ボランティアという、そういう時代の

流れだと思いますので、そういった意味

から、まずは摂津の市民の皆さんが自分

のそういったもので活かせるのであれば

と、そういう熱い心で登録をしていただ

いている方々を活用していくという、ま

たお願いをするという方向もいかがなも

のかと思いますので、また今後の検討課

題に、ぜひしていただきたいと思います。

　文書の集配業務の委託料の分でござい

ますが、これはわかりました。できたら

私は今まで、また来年もシルバー人材セ

ンターのところに、管理公社の実施がで

きない状況だったのでということで、こ

れは幸か不幸か安くなったわけでござい

ますけども、委託をする必要がなるべく、

ないと言うたらあれですけども、なるべ

くなら職員間でやればいいことじゃない

－�20�－



かなと。そう簡単なことではないかもし

れませんけど、なるべく経費削減のこう

いう時期ですので、ぜひまた、そういう

意味合いでは常にそういった観点から何

かいい方法はないものかというところで、

またお考えいただけたらありがたいなと

思いますので、これも要望させていただ

きます。

　あと、学校教育、情報化、ポータルサ

イトもよくわかりました。また、さまざ

まに活用していただきたいし、また頑張っ

ていただきたいなと思います。

　あと、総合学習の件でございますけど

も、先ほどもいろんな方もお願いをされ

たりして総合学習で、いろいろ考えてい

ただいているということをお伺いさせて

いただきました。看護師の方とか、サッ

カーコーチの方とか、いろんな方がいらっ

しゃるんだなということで、今、お話を

お伺いいたしました。消防士の方もそう

ですし、ということで、できたらああい

う、あっち側の申し上げましたＮＨＫの

ところは、有名人といいますか、ある程

度、それぞれの方々が社会で立派に実績、

実証示されてる方でございますけども、

インパクトがあると言いますか、そういっ

た方が、摂津出身の方がいっぱいいらっ

しゃるんじゃないかと思いますんで、そ

ういったところをまた探していただくな

り、努力をしていただいて、また有名人、

知人じゃなくしても、ある程度、文化芸

術、教育などに秀でた方というのは、そ

れなりの例えば学者の方であっても子ど

もたちに与える、また訴えるべきものも

あると思いますし、また子どもたちもこ

ういう方が摂津市の出身の方なんだとい

うことで、さらに住んでいる摂津市を誇

りとも喜びとも感じられるんじゃないか

と思いますので、そういった意味合いか

ら芸術の部分からでもいらっしゃいます

し、名前をあげるわけにはいきませんけ

ども、例えば、おさるさん。おさるさん

は、喜劇の方ですけども、そういう本を

出版されてる方とか、また落語の方も昔

は砂川捨丸さんもいらっしゃいましたし、

門下の方はどうかわかりませんけども、

芸術の分ばっかり言ってしまってますが、

いろんな方々が多岐に渡っていらっしゃ

ると思います。そういった観点からも、

また考えていただけたら、また子どもた

ちも喜んでもらえるんじゃないかと思い

ますので、またすいませんが、そういう

方向でも検討していただけたらと思いま

す。

　それと、学童に関してですけども、私

も資料を取り寄せました。よくわかりま

した。なるべく待機者は出さないように

というご努力をされているのが、よくわ

かりました。

　ふえたからということで、指導員の増

加ができるだけないように、この中で努

力をされているということですよね。そ

れをぜひ、よろしくお願いしたいなと思

います。

　あとは、温水プールの件も、私もソー

ラーシステムでされてるのかなと思って

おりましたんですが、今現在は方向を変

えられてガスでやっていらっしゃるとい

うことで、しばらく様子を見られるとい

うことですので、ぜひ適温でお願いした

いなと思います。

　あと、校務員の共同研修の件もよくわ

かりました。

　アルバイトの件でございますが、それ

ぞれにご説明をいただきました。もう、

ほんとにいろんな努力をされているのは、

もうよくわかりましたんですけども、特

にまた教育の方ですけども、以前は３名

から２名にされたり、また急に忙しくな

る、そういう部門ではアルバイトを入れ
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られているということで、その忙しくな

る時期が終われば、またそういう方々も

もとに戻るわけでございます。また、そ

ういう形で、ぜひ私は、なるべくならア

ルバイトの方々を、ほんとに先ほどから

申し上げておりますように、ほんとにい

ろんな形で、みんなが一丸となって経費

節減をしていくという、また行財政改革

をしていくときがありますので、さまざ

まにお考えいただきたいなという思いで

取り上げさせていただきましたので、ま

た今後ともよろしくお願いしたいと思い

ます。

　報償金の件も聞かせていただきました

けども、不登校の児童の方の、引きこも

りの児童・生徒の指導で派遣等にも行っ

ていただいているという適応指導教室事

業のこともお聞きをいたしました。これ

が特に金額が２１９万円と多いものです

から、どうなのかなと思ってお聞きしま

したが、この引きこもり児童・生徒の分

で今現在、摂津で何人ぐらいいらっしゃっ

て、そういう方々に派遣で訪問をしてい

ただいているのか、あと教えていただけ

たらありがたいと思います。

　あと、この教科書採択事業の件も選定

委員がいらっしゃるということで、私も

初めてお伺いいたしますが、保護者の代

表の方ですけども、この方の分というこ

とで、なるべくなら報償金がなく、いろ

んな形でお力添えいただければありがた

いなと思いますけれども、今まで以前か

ら、ずっとそういう形にされてたら、ずっ

とそのままでしょうけども、ある時期考

えるべきときというか、チャンスという

ものがあると思いますので、またお願い

をしたいと思います。

　小学校の賄材料の分でございますが、

１億７，５４５万６，０００円の分とい

うことで、ほんとに詳しく小学校と金額

等、食費の分も教えていただきました。

これは、私も残飯の、残菜といいますか、

給食の残りの分の資料を手元にあります

けども、もう、ほんとにこれ給食を残す

子が多いんですね。これ、学校名を上げ

たらご承知だと思いますけども、ほんと

にこの学校給食は当然のことながら教育

の一環だと思うんです。ほんとに、それ

こそ限りある資源でございますので、今、

世界の中ではほんとに子どもたちが飢餓

に飢えて、ほんとに亡くなっていってる

状況でもありますし、食べ物というのは

本当に大事なものであります。もったい

ない。また、大切にするという、そういっ

た、またそれ以上にいろんな体格の方が

おられますから、おかわりもしたいとい

う、もっと欲しいという方もおられるで

しょうし、いずれにしましても本当に物

を大切にしていくということを教育の中

で、またさまざまに細かく子どもたちに

お話をしていただいて、残さないという

方向で、ぜひご努力をお願いしたいなと

思います。

　みやけ幼稚園の卒園の記念事業の件に

関しては、よくわかりました。私も、何

とか残してほしいという方もいらっしゃ

いますし、記念撮影というお話もありま

したし、今、園長先生といろいろお話を

されているということで、ご自分のもの

が欲しい言うたら隣のものが割れるわけ

ですから、それかごそっと取るというこ

ともほんとに難しいことでしょうし、ま

た今、いろいろ話し合っていただいて、

どんな方法でも、また残していただけた

らと思いますので、写真でも結構でござ

います。

　あとは、大阪府の評価育成システムの

導入についてですけども、今、お話もい

ただきましたが具体的な詳しい内容が、

私、大切だと思います。いろいろと、こ

－�22�－



のシステムを実施していきますというお

話を今、ご返答いただきましたけども、

このシステムとはご存じのとおり、教職

員の方が３つの目標を立てます。

　１つは学習指導、２つは生徒指導、３

点目は、学校運営ということで、校長先

生との面談をして、どのぐらい、１年間

の目標を立てて、それが達成できたのか

という業務の評価と、先生の、日々頑張っ

ていらっしゃる、さまざまに頑張ってい

らっしゃる能力評価という、職種によっ

てもいろいろ違いがあると思いますが、

３段階、５段階に結果を出すという。一

番の大事なところは、校長先生と教師の

コミュニケーションによって学校の活性

化を図るというものであります。本当に

こういうものを今もきちんと導入をして

いただいて、これは大阪府の方で聞きま

したら平成１４年の途中からスタートし

てるということで、平成１５年度はまだ

結果が出ていないという、３月末でござ

いますので、ですけどもできたらこうい

う形で、また我が摂津市も導入の方、大

阪府に準じてよろしくお願いしたいなと

思います。また、そういう決意も今聞か

せていただきましたので、ぜひお願いし

たいと思います。

　次に、図書の購入に関してでございま

すが、予算のある中でいろんな冊数も聞

かせていただきました。私は、このＩＴ

化を進めるにあたりまして、これは１６

年度の主要事業のところでありますけれ

ども、小・中学校の図書館の蔵書数の電

子化を行って、蔵書の管理、検索を容易

にするとともに、読書指導の充実を図り

ますということで、学校によりましたら

古い本もありますし、コンピューターに

入れるほどもない、そういうことはない

でしょうけども、古い本であっても世界

文学全集、日本文学全集等は、中は変わ

らないわけですけども、また、今の時の

流れというのもありましょうし、そこら

辺をせっかくＩＴ化をされるのに、そう

いったところを精査されながら、また本

当に子どもたちが読みたいなと思えるよ

うな、そういった本も一冊、ますます本

が高くなっておりますけども、そういっ

たことも考えていただいて、せっかくＩ

Ｔ化するのに、さらに活かせるための、

そういったものにしていただけたらとい

うことでご質問させていただきましたの

で、またご検討をお願いしたいと思いま

す。

　家庭の教育機能総合支援モデル拡充事

業についてということで、これもお話を

いただきましたが、不登校が少しでも減

るように、ほんとにまた保護者の皆さん

の悩みが解決できるように、さらなるご

努力をお願いしたいと思います。

　あと、学校の運営体制の透明化で、職

員会議の全面公開をということでご返答

いただきまして、検討する課題であると

言っていただきましたので、ぜひまた検

討していただいて、さらに今は情報化時

代でありますんで、今回もさまざまな代

表質問等でありました、学校協議会とか、

学校評議員制というのが、これからどん

どん取り入れられていきますので、学校

も地域も開かれたものにしていくべきだ

と思います。企業も入るべきだと思いま

す、これからは。学校・地域・企業とい

う、本当に一体となって教育にかかわる

ことが重要ではないかと思いますので、

そういった面でも、ぜひご答弁のありま

したとおりに検討をしていただきたいと

思いますので、ご検討をお願いします。

　あと、就学援助の申請時期については

わかりました。さまざまな、保護者の方

のためを思っての４月の受付とされたと

お聞きしましたので、また保護者の方に
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全小・中学校の生徒の方に配布をすると

いうのは、ほんとにいい方法だと思いま

すのでよろしくお願いします。

　あと、幼稚園に関連しましては、無理

なお話もさせてもらったんですけど、私

立と公立の協議のしようもないとは思い

ますけれども、そういう市民の皆さんか

らの素朴な質問でもありますので、一度

お話させていただきましたら、また今後

も考えていっていただけるというお話を

いただきましたので、またよろしくお願

いします。

　このＡＤＨＤ、また学習障害対策児の

ことですが、本当に現場で十分認識をさ

れているということで、うれしく思いま

したけども研修も、そういった方々の参

加も多いということで、ほんとにこのＡ

ＤＨＤは３０人に１人から２人はいると

言われてますし、１クラスに１人はいる

計算であります。そのことが、また学級

崩壊の原因にもなっているとも言われて

おりますので、ぜひまた研修会等、また

対策を講じて、またさらに認識を高めて

教師が対応できるように要望いたします

ので、お願いをいたします。

　あと、子どもの居場所づくり新プラン、

地域子ども教室推進事業について、市の

考えをお聞かせいただきました。代表質

問でも先ほどから言われてますように、

いろいろお話しもいただいておりますが、

ぜひまたこういった形で子どもたちが放

課後、また土日に安心して遊べる場所を

提供していくべく、よろしくご努力のほ

どをお願いしたいと思います。実施に向

けてお願いしたいと思います。

　あと、危機管理マニュアルの件でござ

いますが、学校で校長先生の方々の実施

のいろんな訓練とか勉強会等をされたと

いうことをお伺いいたしました。さらに、

これからまた本当に大事なことでもあり

ますし、摂津市はそれこそ最先端をいっ

ていますから、そういった形で子どもた

ちを守るということに関しては、今回の

体制、また予算にしましても本当に考え

ていただいているということは重々にわ

かりますけども、マニュアルがマニュア

ルだけで終わらないで、ぜひまた活用し

ていただけるようにお願いしたいと思い

ます。

○阿部委員長　高橋教育研究所長、引き

こもり児童・生徒に関しての質問が１点

だけ残ってましたね。

○高橋研究所長　私どもが把握しており

ます、引きこもりということでございま

すが、全く引きこもって出てこないとい

う部分につきましては、中学校５名、そ

れから小学校はゼロ名でございます。

○阿部委員長　暫時休憩いたします。

（午前１１時５４分　休憩）

（午後　１時　２分　再開）

○阿部委員長　再開いたします。

　川端委員。

○川端委員　まず最初に、おわびと訂正

をさせていただきたいと思います。午前

中の発言で、ぼっとん便所という発言を

いたしましたけれども、においの上がる

便器ということで訂正をさせていただき

ますので、どうぞよろしくお願い申し上

げます。

　先ほどもご答弁をいただきまして、ほ

んとに心痛む思いでございますが、まだ

引きこもりの生徒の方が中学校で５名い

らっしゃるということで、何とか、また

こういう教育相談、また適応指導等の事

業を生かしながら、１日も早く学校に復

帰をされるといいますか、不登校がなく

なるように、また今、最大のご努力をし

ていただいておりますが、さらなるご努

力をお願い申し上げたいと思います。

○阿部委員長　嶋野委員。
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○嶋野委員　それでは、まず議案第９号

の１５年度の補正予算の方からお願いい

たします。

　補正予算の１９ページになります。節

１、雑収入の中のコミュニティ事業助成

金というものがございますが、この詳し

い内容についてお聞きしたいと思います。

　続きまして、同じく９号の今度はペー

ジ、４８ページになります。目２、事務

局費の中の節１３、委託料で、先ほど午

前中の川端委員の質問もございましたが、

文書集配業務委託料なんですけども、こ

れは事務事業評価の方でも載っておりま

すが、管理公社からシルバー人材センター

の方に委託先が変わったと、それで減額

されているわけですけれども、なぜ減額

されるのか詳しい内容についてお聞きを

したいと思います。

　それと、次長の答弁の中に１５年度中

に実施できない状況が発生したというご

答弁がございましたけれども、その実施

できない状況というのはどういう状況な

のか、詳しくお聞きをしたいと思います。

　続きまして、４９ページになります。

　目４、教育指導費の中の１３、委託料

で、情報教育サポーター委託料が３８７

万６，０００円の減額になっております

が、これは１６年度の一般会計の方の説

明の中で所管が教育研修の方に移ったと

いうような説明があったんですけれども、

これ、１５年度でなぜ、これだけ減額を

されているのかお聞きをしたいと思いま

す。

　続きまして、５０ページになります。

目４、学校給食費の中の節２０、扶助費

ですね。この扶助費が大変ふえておるわ

けでございます。準要保護児童に対する

給食費ということで、１５年度中に何人

の対象児童がふえたのかお聞きしたいと

思います。

　それとあわせて、一般会計の方で要保

護児童及び準要保護児童に対して学用品

の扶助がされておられますが、教育費は

ふえております。学用品の扶助の方はふ

えてないように思うんですが、その点に

ついてお聞きしたいと思います。

　続きまして、次の５１ページになりま

す。目１、学校管理費、節１３、委託料

ですが、この設計委託料１４６万４，０

００円の減額ですが、この減額の内容に

ついてお聞きをしたいと思います。

　次に、５２ページになります。目５、

建設事業費の中の節１３、委託料です。

これも耐震診断の委託料が３０１万９，

０００円減額ですが、この減額の内容に

ついてお聞きをしたいと思います。

　補正の方、最後ですが、５４ページ、

目５の公民館費ですが、節１８、備品購

入費が２５０万円増額になっております

が、これは何を購入されたのかお聞きを

したいと思います。

　続きまして、１６年度の一般会計予算

の方ですが、入りの方は予算書の方でお

願いしたいと思いますが、４３ページに

なります。目５、教育費国庫補助金の中

の節４、義務教育施設整備費補助金なん

ですけれども、大規模改造工事補助金と

いうことで計上されておられますが、こ

の大規模というのはどういうことなのか

お聞きをしたいと思います。

　飛びまして、５２ページにいきます。

目８、教育費府補助金、節４、放課後児

童健全育成事業費補助金なんですけれど

も、事業としてはどのようなものが予定

をされておるのかということをまずお聞

きしたいということ、それと放課後に校

内におられる先生や児童以外の方の精査

をしていただきたいと。いろんな方が校

内におられるんじゃないかと思うんです

が、どのような方がおられて、どのよう
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な業務をされておるのかということをちょっ

と整理してお聞きをしたいと思います。

　それと、その下に１，２８３万４，０

００円というものが計上された計算式が

載っておるんですけれども、その中の８

校、３校というのがございますけれども、

この８校、３校というのがどういうこと

なのか、どこのことを指しているのかと

いうことをお聞きしたいと思います。こ

れはちゃんと書きますんで、ゆっくり答

弁していただきたいと思います。

　続きまして、５９ページ、目１、奨学

資金貸付金元金収入ですが、節１、奨学

資金貸付金元金収入ですけれども、これ

は経済的な理由によって高校に進学する

のが非常に困難であると言われる対象者

の方に奨学金ということで貸し付けされ

るということなんですけれども、当然、

貸付をしているわけですからお返しを願

うということになるんですけれども、戻っ

てくる割合、例えば日本育英会でしたら、

今、育英資金の回収率が非常に悪いとい

うことが問題になっておりますが、この

奨学金の場合はどうなのかということを

お聞きしたいと思います。

　そして、歳出の部分は予算概要に沿っ

てお願いしたいんですけれども、概要の

１０８ページになります。

　安全対策事業ということで、これはさ

きの代表質問の中でも複数の会派の方か

ら質問が集中した部分でございます。全

１２小学校の正門脇に受付の方が常駐さ

れるようなプレハブをつくられて、当面

はシルバーに委託をされて、いずれは有

償ボランティアでお願いしたいというこ

となんですけれども、これに伴いまして

まず１点目として、登校時に開門されて

いるのは正門のみなのかということです。

もし裏門なんかがあって、そこにも入れ

るというんであれば、これはそこにもつ

けなくてはいけないのではないかという

話になってきますので、正門のみかとい

うことをまずお聞きしたいということで

す。

　それと、この事業が施行されますと、

例えば先ほど午前中の、またこれ川端委

員への説明にもあったんですけれども、

まなびングサポートの大学生たちが学校

に入ってるわけですよね。放課後になる

かと思うんですけれども、その際に受付

員の方が当然おられるわけですから、そ

の方を通して入っていかれるわけですけ

れども、その時にその方が本当にこの事

業をするために来たんだということが証

明できなくてはいけないと思うんですね。

そのために何か施策は考えられているの

か。例えば皆さんがつけておられるよう

な名札をつけていただくとか、そういっ

たことがされるかということをお聞きし

たいと思います。

　次の１０９ページになります。

　小中学校通学区事業ということで、交

通専従員でございます。これは私、ほぼ

毎回聞いてるんじゃないかと思いますが、

安全対策事業は、いずれ有償ボランティ

アでお願いすると。しかし、この交通専

従員に関しては、私はボランティアにお

願いせないかんと思ってるんですけれど

も、従前からのご説明では、ボランティ

アというのは好きな時間にやってもらう

ものだと、決まった時間にやってもらう

ものはボランティアにふさわしくないと

いう答弁があったと思うんです。安全対

策ということを考えますと、確か朝の８

時半から午後の５時までというように決

まった時間であったと思うんですけれど

も、というのであれば、このような安全

対策事業を計画されているのであれば、

この交通専従員にしても有償ボランティ

アでできないことはないだろうと。今ま
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での答弁の根拠と申しますか、そういっ

た違う展開になってきたんじゃないかな

と思うんですが、これは今後どう推移さ

れていこうとしているのかお聞きしたい

と思います。これ、毎回毎回で申しわけ

ないと思うんですが。

　同じく１０９ページですが、臨時職員

等雇用事業の中で障害児の介助員の方が

９名おられるわけですけれども、これは

事務事業評価の、１８ページをあわせて

お願いしたいんですけれども、その中の

項目番号１４３番になりますけれども、

その中でこういう評価をされてるんです

ね。職員の質の確保が必要であるため、

今後、障害児介助員のあり方を検討する

となっております。１６年度では、どの

ように検討されてきたのか、この事務事

業評価の計画を受けて、その点について

もお聞きしたいと思います。

　続きまして、１１０ページになります。

教育相談事業ということで、不登校等の

教育相談に要する経費ということですけ

れども、さきの大阪府岸和田市の中学３

年生に対する虐待という大変ショッキン

グな事件があったりするわけなんですけ

れども、摂津市として不登校の児童なり、

生徒なりが、不登校の疑いがあると思わ

れた時点で、どのように対処していくの

かということ。

　それと、教育研究所が中心になってやっ

ていくと思うんですけれども、ケースに

よっては、吹田の方の児童相談所だと思

いますが、そこであったり、家児相なん

かとはどういう連携を取っていくのか、

一連の対応についてお聞きをしたいと思

います。

　同じく１１０ページになります。学校

図書館ＩＴ化事業ということで、これは

緊急地域雇用創出基金事業の一環として

されると思うんですが、このシステムの

入力委託料で６９９万８，０００円委託

されてるわけですけれども、こんなにか

かるもんなのかなと。相当大変な作業な

のかわかりませんけれども、この内容に

ついて詳しくお聞きをしたいと思います。

　続きまして、１１１ページです。小学

校用副読本作成事業ですけれども、私た

ちの摂津が小学校３年生に配布されるよ

うでありますが、「わたしたちの摂津」

という副読本は、どの程度の頻度と申し

ますか、どの程度で改訂がされていくの

か、ちょっとお聞きをしたいと思います。

　続きまして、１１３ページになります。

学力定着度調査事業ということで、これ

も阿部委員長が代表質問されておられま

したが、私もこれは大いに気になるとこ

ろでございます。基礎基本の定着状況を

把握して、今後の指導の改善に役立てる

んだということですけれども、それじゃ

あ従来行われてきたテストというのも、

そういう目的でされてきたのじゃないの

かなというのが疑問でございます。どこ

が違うのか。今までのテストよりも、よ

り効果的だというのは、どういうポイン

トなのか、その点をお聞きしたいなと思

います。

　同じく１１３ページ、その下にありま

すが、家庭の教育機能総合支援モデル拡

充事業ということですけども、これまた

事務事業評価の１９ページ、項目番号１

４５番を合わせてお願いしたいんですが、

これによりますと何か、どこかの自治体

の方で先行事例があるようでございます

が、その先行事例がどこなのか、どうい

う内容のものなのかということをお聞き

したい。

　これを本市で、どのように、そのまま

同じことをやるのか。摂津市なりに工夫

をされてやられるのか、その点、お聞き

をしたいと思います。
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　続きまして、１１６ページです。これ

は小学校の就学援助事業でございます。

１１６ページの一番下ですけれども、要

保護及び準要保護児童に対する扶助費と

いうことで計上されているわけですけれ

ども、この概要を見ますと、要保護児童

と準要保護児童をプラスして１，８３３

人というように、私はここでは認識する

わけでございます。しかし、１１８ペー

ジの小学校給食援助事業を見ますと、そ

この備考の欄に準要保護児童に対する扶

助費ということで１，８３３人が対象と

なっとるわけですね。これは、私は準要

保護児童が１，８３３人と理解するわけ

なんですけれども、これはどういうこと

なのかということです。要保護児童と準

要保護児童を足して１，８３３人なのか、

ちょっとその辺、精査してお願いしたい

と思います。

　それと、１１７ページの一番下です。

小学校給食事業ということで、これも午

前中の川端委員の質問にもございました。

その中で１回当たりにかかる給食費が低

学年で１８０円、中学年では１９０円、

高学年では１９５円ということで、それ

掛ける回数が保護者が負担する負担額で

あると思うんですが、私がもうちょっと

聞きたいのは、当然、これはパートの方

の賃金なんかもあるわけですし、光熱水

費というんでしょうか、そういったもの

もあるわけですし、もろもろの経費が含

まれてくると思うんですね。そういった

ものが、このような計算ができるのかど

うかわかりませんけれども、大体、児童

１人当たりでどの程度の経費になってい

るのか。その中で、どれだけの経費の中

で保護者が負担する額が、どれだけなの

かということをちょっと川端委員の質問

プラスアルファになりますが、その点を

お聞きしたいと思います。

　飛びまして、１２９ページにまいりま

す。こども１１０番の家事業なんですけ

れども、確かにこども１１０番の家事業

の看板があるということで、一定の抑止

力としての意味は、私は十分にあると思

います。しかしながら実効性があるのか

というと、私は疑問なわけですね。

　例えば、本当に不審者と申しますか、

そういう者がおる場合に、こども１１０

番の家に、いざ入ろうと思っても、まず

その家が留守である可能性もあるわけで

すよね。留守でなくて、おったとしても

１１０番の家に入ったら、あんた何やと

言われる方も中にはおるんじゃないかな

と。そこまで１１０番の家を考えている

方が想定されているのかというのが、ちょっ

とわからないもんですから、実効性とい

うことでは、私はちょっと疑問を感じる

んですね。それで１６年度以降、どのよ

うに推移していくべきなのかということ、

私は今までは抑止力、ＰＲという面の１

１０番の家であって、実効性というもの

は若干疑問があったと思います。これか

ら私はＰＲよりも実効性に移っていくべ

きやと思ってるんですが、そこら辺で工

夫があればお聞きをしたいと思います。

　同じく１２９ページになります。一番

下の項目です。家庭教育学級事業なんで

すけれども、これはこの間の決算の時に

もお聞きをいたしました。行政として、

１６年度はどのようにかかわっていかれ

るんでしょうか。社会教育法が改正され

て、行政が必ず設置しなければいけない

こととなったようでございますが、そう

であれば、どんどん拡充しないといけな

いと思います。法の精神に基づきますと

ね。１６年度以降のかかわり方をお聞き

したいなと思います。

　続きまして、１３７ページになります。

市民マラソン大会事業ですけれども、こ
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れは市民マラソン大会を例に摂津市のス

ポーツ振興と申しますか、全体のあり方

についてお聞きをしたいんですけれども、

行事のあり方についてお聞きしたいんで

すけれども、この市民マラソン大会の当

日に勤務をされると申しますか、休日勤

務手当のつく職員の方は、何名ほどおら

れるのかと。どういった団体に運営をお

願いしていくのか。

　また、ボランティアで出てこられる職

員さんの方が大分おられると思いますん

で、その辺について精査をしていただき

たいと思います。

　それと、午前中の質疑の中でもござい

ましたが、生涯学習まちづくり推進市民

会議というのがありまして、スポーツ振

興ということも生涯学習の１つというこ

とで考えられるわけでありますので、こ

の会議の中で各種スポーツ大会のあり方

ということについて、審議されたことが

あるのか。もしあるんであれば、どういっ

た意向をお持ちなのかということをお聞

きをしておきたいと思います。

　それと、１３８ページになります。下

から２つ目です。くすの木公園テニスコー

ト管理事業ということで、これは委員長、

若干、１６年度の予算とは関係ない部分

なんで、もしふさわしくないというんで

あれば却下していただいて結構なんです

が、事務事業評価の中で、２１ページな

んですけれども、人工芝に張りかえとい

うことが検討されたけれども先送りにな

りましたよと、１６年度は。ということ

になったんですが、人工芝に変えようと

いうことを検討されたということ、その

背景に何があったのかということです。

市民の方から要望があったのか、いろい

ろあるかと思いますが、どのようなこと

があったのかということと、人工芝に変

えることによって、どのようなメリット

があるのでしょうかと。例えば管理委託

料が若干安くなりますよとか、そういっ

た点もお聞きしておきたいと思います。

もし、これはふさわしくないというのな

ら却下していただいて結構です。

　最後は、ページ数は関係ないんですけ

れども、川端委員のご質問の中で職員会

議の会議録を公開することを検討してお

きますという答弁がございましたが、と

いうことは職員会議の会議録があるとい

うことが前提になると思うんですね。職

員会議の会議録をとっているのかという

ことを確認の意味でお聞きをしたいと思

います。

○阿部委員長　今、嶋野委員の質問が終

わりましたけれども、最後から２つ目の

人工芝に張りかえ、先送りになった背景、

メリットに関しまして、これは今後も関

連してくるものでありますし、事務事業

評価の中にも入ってるということでござ

いますので、ご答弁はいただきたいと思

います。

　馬場教育総務部次長。

○馬場教育総務部次長　そうしたら、私

の方から幾つか、ご質問がありましたの

でお答えいたします。

　まず、午前中の質問もございました文

書集配業務が施設管理公社からシルバー

人材センターに切り変わった原因と申し

ますか、理由についてもう少しというこ

とでございましたのでお答え申し上げま

す。

　午前中にも申し上げましたように、平

成１５年度当初予算は以前から管理公社

で文書集配業務を委託しておりましたの

で、管理公社の引き受けていただく前提

で当初予算を組ませていただきました。

　その後、シルバーに変えた経過なんで

すが、実は当初予算を組んだ後に、管理

公社の方から申し出が実はございまして、
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管理公社の方が府の監査を受ける中で施

設管理公社としての業務の範囲内で、こ

の文書管理業務はいかがなものかという

一定のご指摘があったということの申し

出がございまして、私どもは管理公社の

申し出がございますので、それを受けま

して当初予算からシルバーの方へ切りか

えをさせていただいたと、そういう経過

がございましたのでよろしくお願いいた

します。

　それから、補正予算でご質問のあった

件で、５１ページの設計委託料の１４６

万４，０００円の減額ということでござ

いますが、この内訳といたしまして、ま

ず１点が中学校の施設補修事業というこ

とで、当初、プールの補修とバックネッ

トの補修につきまして、一定、設計委託

料を組んでおりましたが、本市の内部設

計の範囲でいけるということで、都市開

発の方に委託いたしましたので、その部

分が未執行として残ったということが１

点でございます。その分が一応、１０４

万４，０００円ございます。

それと、中学校の設備改修事業の中で、

これにつきましては四中のトイレ改修の

設計の入札差金が４２万円発生したとい

う形になっております。合計で補正額の

１４６万４，０００円の減額ということ

でございます。

　それと、５２ページの建設事業費の、

やはり耐震診断設計委託料の減額の３０

１万９，０００円でございますが、これ

につきましても先ほど申し上げましたよ

うな形で、当初、外部発注を予定してお

りましたが、都市開発の方の技術者の方

で診断可能ということで内部に切りかえ

ましたので、その分が未執行になったも

のでございます。

　それから、当初予算の方の歳入の４３

ページ、大規模改造工事に係る補助金の

大規模の定義ということでございますが、

これにつきましては、国の方の補助要項

の中で１棟全体を改修するということの

前提の中で補助金がおりるという形になっ

ております。

　通常、クラス単位で補修する場合もあ

るんですが、国庫補助の関係上、その事

業効果を上げるということで、１棟全体

に補修をかけることによって、この大規

模改造工事の補助金対象となるというこ

とでございます。それで、ちなみに１６

年度予定いたしておりますのは、摂津小

学校と第四中学校という形を予定いたし

ております。

　それから、歳出で概要の１０８ページ

の安全対策に関連しまして幾つかご質問

があった部分の、私の方が所管する部分

についてご説明申し上げます。

　まず１点目の、登校時に門はどういう

ような形でするのかということでござい

ますが、今、学校校長会と話し合ってお

りますのは、登校時におきましては、や

はり門は複数あける予定をいたしており

ます。それぞれの門のところに学校の先

生と立ち番等をする中で管理をしていた

だきたいという形で申し入れをしており

ます。８時半になりましたら、正門１か

所のみ開けるということで、そのほか使っ

ているものについては施錠、閉門という

形で８時半から時間は正門１か所のみと、

そういうような対応をする予定で、今、

話し合いを続けております。

　それと、まなびングサポートの学生さ

んを例に出されまして、受付体制、証明

等をどういうような形で把握するのかと

いうことですが、これも学校長と今話し

をしておりますが、基本的には受付のと

ころに、まず受付簿を置こうと思ってま

す。その受付簿には、来られた方のお名

前と会社でしたら所属、そういったこと
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と来訪の目的を書いていただくと。それ

と、書いていただいた後は、指定の名札、

こういったパスケースを予定しておるん

ですが、学校長許可証というような形の

パスケースを校門に配置いたしまして、

受付簿に登載していただいた方にそれを

お渡しすると。業務が終わられましたら

帰る時には、そのパスケースをお返しし

ていただくと、そういう形で来訪者の確

認をさせていただこうと思ってます。

　ただ、状況によりましては、参観日と

かＰＴＡの総会とか、そういった場合が

ございますので、そういった部分につき

ましてはＰＴＡの役員の方にご協力等も

いただきながら、その受付のところに役

員の方でチェックしていただくと、そう

いうことは、これから実施に向けてもう

少し時間がありますので、これも校長等

と詰めてやっていきたいと考えておりま

す。

○阿部委員長　浜生涯学習部参事。

○浜生涯学習部参事　それでは、私の方

から補正予算の１９ページ、雑収入のコ

ミュニティ事業助成金についてご説明申

し上げます。

　このコミュニティ事業助成金は、宝く

じの収益金を財源といたしまして、財団

法人自治総合センターが助成をしている

ものでございます。それで、これは目的

はコミュニティの健全な発展を図るため

にコミュニティにかかわる活動に要する

ような備品類を助成するというものでご

ざいまして、１５年度の当初目標では採

択されなかったんですが、追加助成の照

会がございまして、その際に私ども公民

館まつり、その他、地域のイベントに利

用する綿菓子機、ポップコーン機、これ

は現在も所有しておりますが、かなり老

朽化しているので新しいものが欲しいと

いうことで、それから各公民館に屋外用

の放送設備ということでワイヤレスを主

体にした移動放送設備を６館分、購入し

たいということで、それの合計したトー

タルが２５０万円ということでございま

して、それが助成金として採択されまし

て、そしてこの助成金は１０分の１０の

補助でして、同じく５４ページに公民館

費で備品購入費２５０万円を計上させて

いただいておりますが、雑収入で受け入

れた２５０万円をこの公民館費の備品購

入費で執行するということで収支、市の

負担はゼロという形で執行させていただ

くので計上させていただきました。

○阿部委員長　垣岡教育総務部参事。

○垣岡教育総務部参事　４９ページの委

託料のことから申し上げます。

　情報教育サポーター委託料のことでご

ざいます。減額の幅が非常に大きいとい

うふうなことでございます。現在、各学

校に情報教育サポーターを置いておりま

す。中学校区で１名ずつというふうなこ

とでございまして、委託期間が６月から

１２月というふうなことで、１名当たり

１２０日というふうなことでございまし

て、月曜日から金曜日ということで祝祭

日と年末年始の期間を除く日すべてとい

うふうなことになっておりまして、勤務

時間が９時から１５時というふうな形で

学校の方に派遣しております。

　それで、その内容で学校の活動を行い

ながら教職員に対する研修であるとか、

指導であるとか、助言であるとかいうふ

うなことをしていただきまして、こうい

う内容で入札にかけると、結果としてこ

ういうふうな金額で落札してしまうわけ

です。これをもし日数をふやしますと、

この金額に達するような日にちが得られ

るわけですけれども、今度はそれ以外の

教育活動もたくさんございますので、結

果としてこういうふうな形でなってしまっ
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ているというふうなことでご理解願いた

いというふうに存じております。

　それから、次でございます、概要の１

０９ページの障害児介助員のことについ

てお尋ねでございまして、これにつきま

しては、どういうふうに検討するのかと

いうふうなことでございますけども、こ

こに書かれておる趣旨につきましては、

実は障害児介助員の方は９名なんです。

これは長いこと９名なんでございますけ

ども、現在は市立の小・中学校、全部で

１７校ございまして、その１７校のうち

１６校に２４学級の養護学級があるわけ

です。それを９名で賄うというふうなこ

とになりますと、非常に無理が出てくる

ところがございます。府の方でお１人、

重度加配というふうな形でいただいてお

りますから、養護学級の先生は市内で２

４名プラス重度加配の方１名というふう

なことになりますけども、その先生お一

人おひとりで１対１の対応をされるんで

はなくて、非常に各学校におきまして重

度の子がたくさんおられるとか、目をずっ

と離せないとかいうふうなお子さんがお

られまして、９名という枠の中で２４学

級を維持する。これは、ずっと増加傾向

にありますので、できれば介助員さんの

数的に何とかならないかというふうな気

持ちでおりますので、そういうふうなこ

とでよろしくお願いしたいというふうに

思います。

　それから、不登校について、どういう

一連の対応をしておるのかというふうな

ことでございますけれども、不登校につ

きましては、それぞれの学校で担任が、

まず最初に把握するわけでございますけ

ども、そこから管理職に申したりとか、

校内で対策委員会とかいうふうなことで、

そこの中で相談してまいりまして、その

各学校で取り組みを始めます。それとと

もに教育委員会の方に報告を上げるとか、

それからいろいろ市内では非常に保健福

祉部であるとか、それから保健所である

とか、子ども家庭センターであるとか、

いろんな機関連携が非常に速やかに行っ

ておりますので、子ども思春期相談連絡

会と申すんですけれども、そういうふう

なところで会議にかけたりなんかしなが

ら全体的に対応するというふうなことで

対応しております。そういうふうなこと

でございます。

○阿部委員長　ちょっと待ってください。

児童相談所、家児相談所との連携の取り

方はについて、垣岡参事。

○垣岡教育総務部参事。児童相談所が吹

田の子ども家庭センターで、保健福祉部

ですから家庭児童相談所、そこに入ると

思いますので、申しわけございません。

実際にやってますのは、健康推進課とか、

保健福祉部からたくさん来ていただいて

ます。

　１１１ページの「わたしたちの摂津」

の改訂の頻度ということでございまして、

最近では平成４年、平成８年、平成１２

年、平成１５年と、大体、教科書採択の

前後というふうなことで、教科書の内容

が変わりますと副読本の内容もそれに合

わせて変えていこうというふうなことで、

大体行っておるというのが現状でござい

ます。

　それから、１１３ページの学力定着度

調査につきまして、それぞれこれまでの

学校でそういうふうなことをやっていた

んではないかというようなことでござい

まして、全くそのとおりでございます。

ただ、何が違うかと申しますと、Ａ小学

校で行っているテストとＢ小学校で行っ

ているテストはつくった先生が違います。

ということは、問題が違います。という

ことになりますと、比較ができるのかと。
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全部の学校ですべてのテストをやってま

すけども、全部の学校の例えば国語なら

国語のテストの点数は、それぞれ比較で

きるかというと、そこが違うところでご

ざいまして、基礎・基本の定着度を測定

するというふうなことで、同じ問題で一

斉に行うというふうなところに意味があ

るというふうに存じております。その中

で各校の課題であるとか、市全体の課題

というふうなものを見つけていく、それ

で新しい取り組み、それぞれの学校にお

ける取り組みであるとか、市の教育施策

であるとかいうふうなことについて考え

ていきたいと、そういうふうなことでは

考えております。

　それから、１１３ページの家庭の教育

機能総合支援モデル拡充事業のことでご

ざいまして、先行した市があるのかとい

うふうなことですけども、２年間、５市

で行われたというふうに聞いておりまし

て、市によっていろいろやり方はござい

ますんですが、うちの市の１つの特徴は、

目的の学校、まず２校を設定しておりま

す。本来的には、府のモデルでは１校で

というふうなことでございましたんです

が、本市の場合は２校を目的とするとい

うふうなことと、それと当然、そこで２

校にするということは人員的に言うと、

若干遅くなるというふうなことがござい

ますので、その部分は教育研究所の協力

を得まして、教育研究所の方からスクー

ルカウンセラーの方と、それからさわや

かフレンドを学校に派遣していただきま

して、この家庭の教育機能のこの事業と、

それから研究所の部分の合計で不登校な

り、家庭のいろんな問題について対応し

ていって、１つのモデルであるとか、対

応策を市としてつくっていこうというふ

うな、そういうことを考えております。

　それから、ページ数、ちょっとわから

ないんですけれども、職員会議録は各校

にあるのかというふうなお尋ねだったと

思いますけども、これはございます。

○阿部委員長　高橋教育研究所長。

○高橋教育研究所長　予算概要の１１１

ページ、学校図書館ＩＴ化事業につきま

してでございますが、文部科学省では平

成１６年度国語力アップのために、「自

ら本に手を伸ばす」をキャッチフレーズ

に母国語、英語、コンピューター語をこ

れから必要な言語としてうたっておりま

す。そこで、学校図書館のＩＴ化計画で

は、各校の蔵書をコンピューター管理す

ることでバーコードでの本の貸し借り、

コンピューターを使って、本を探し出す

ことが小学校低学年の児童にも容易にで

きるようになります。

　そこで蔵書の入力でございますが、長

時間かけて多くの人間が携わると入力方

法に誤差が生じてしまうのですが、緊急

雇用制度を利用することによりまして、

蔵書登録が一気に進めることができ、効

率的に図書館システムをＩＴ化すること

ができます。この事業によりまして、摂

津市の図書館教育、情報教育がさらに充

実するものと考えておりますので、どう

ぞご理解いただきますようお願いします。

○阿部委員長　垣岡教育総務部参事。

○垣岡教育総務部参事　１１３ページの

学力定着度調査の件で、済みません、訂

正がございます。

　先ほど、市全体で同じものでテストを

実施するというふうなことで申し上げま

して、これは目的が市全体としての傾向

をつかむというふうなことでございまし

て、ちょっと学校間を比較するというよ

うな感じの取れる発言を申し上げました

けども、これは市全体としての傾向をつ

かむというふうな形で訂正させていただ

きたいと思いますので、よろしくお願い
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いたします。

○阿部委員長　芝野生涯学習部次長。

○芝野生涯学習部次長　それでは、生涯

学習課に係りますご質問にお答えもうし

あげます。

　まず、予算書の５２ページ、節４の放

課後児童健全育成事業費補助金の内容で

ございますが、これは国においてこうい

う補助金の名称を使っておられますが、

実態はよくご存じの学童保育に対する補

助金でございます。内訳をご説明申し上

げます。

　まず、１１６万９，０００円、この根

拠でございますが、本市の場合は学童保

育室が月曜日から金曜日までということ

で２８０日以下の年間日数という基準に

該当します。その際、児童数２０人以上

が今申しました１１６万９，０００円、

補助をいただける。あとで計算式を申し

上げますが、それに児童数が３６人から

７０人の部屋が７９万９，０００円加算

されます。それが足し算としまして括弧

でくくられております。それが、この申

請時の実態から８校ございます。国を通

じて府からいただけるのは、その３分の

２という式でございます。それに最初に

申しました児童数が３６までいかない、

２０人以上の部屋が３つございますので、

１１６万９，０００円掛ける３校掛ける

３分の２。その合計金額が１，２８３万

４，０００円ということで予算書には計

上いたしております。

　なお、これにつきましては本年度の実

態で、再度、申請等をし直して実際の金

額が今後、確定していくものと考えてお

ります。

　それから、続きまして今のご質問に関

連しまして、放課後の学校の教職員、あ

るいは児童以外にどういった人たちが仕

事をしておるか、整理が必要だというこ

とでございますが、それについては小学

校につきましては、今申し上げました学

童保育にかかわりましての指導員が各学

校に最低２名以上勤務をいたしておりま

す。それ以外の職員につきましては、所

管の方でご説明があろうかと思います。

　続きまして、こども１１０番の家事業

にかかわりましてのご質問でございます

が、過去からご指摘のとおり、地域の抑

止力を考えた取り組みとして多くのご家

庭なり、事業所なりにご協力いただいた

経過がございまして、実効性については

どうかということでございますが、大阪

府下、あるいは全国的にもこの運動が展

開されておりますが、実効性が懸念され

る部分は確かにあろうかというふうに思っ

ております。

　そういうことで、過去においても実際

に警察が訓練をされるということも本市

で初めて行われましたし、過日の本会議

の中でも論議がございましたウオークラ

リー等も実際に子どもたちが１１０番の

家を確認するという意味では実効性があ

る部分だろうと思います。

　我々生涯学習課といたしましては、１

１０番の家を引き受けていただいたご家

庭が万一トラブルに巻き込まれたときの

見舞金ということで保障保険制度を導入

した経過がございますので、今後それぞ

れのご協力者の家庭等ともお話をする機

会をつくりながら実効性というんですか、

子どもたちが飛び込んで助けていただけ

るような実態づくりというのも将来的に

は必要になってくるかというふうに考え

ております。

　それから、同じく概要の１２９ページ

の家庭教育学級事業でございますが、先

ほどご指摘のとおり決算の委員会で、こ

の場でも嶋野委員から、いろいろご指摘

をいただいております。過日、本年度の
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幼児家庭教育学級、それから家庭教育学

級、女性学級の合同の閉校式を行いまし

た。それぞれの学級の運営に携わってい

ただきました代表者等にお集まり願って、

いろいろご意見を伺う機会も設けました

が、その際、実際に運営に携わっておら

れた方々は、いろんな方々との触れ合い、

あるいは苦労したことによって自分自身

の成長が見られたという肯定的なご意見

も多くありましたが、その中で今の特に

母親が仕事に出る家庭がふえている中で

非常に事業展開が困難であるという悩み

も率直に申された方もございます。　　

　１６年度以降も我々としましては各小

学校区に再度働きかけを強めて学級の結

成を促してまいりたいと考えております

が、今申しました実態が一方では進行し

ておるということも非常に大きなネック

になっておる部分でございます。

　なお、幼児家庭教育学級につきまして

は、みやけ幼稚園の廃園に伴いまして１

学級減ということでございますが、女性

学級につきましては１５年度１学級増と

いうことで、今後特に小学校を中心とし

ております家庭教育学級の充実というの

が我々の大きな課題であろうというふう

に認識いたしております。

　それから、１３７ページ、市民マラソ

ンも含めたスポーツ振興の中で先ほどの

ご質問にもございました生涯学習まちづ

くり推進市民会議での論議はどうかとい

うことでございますが、この審議会では

過去、平成８年からスタートをしており

ます推進基本計画の中間点に当たります

年度をまたがりまして、庁内の各課の事

業内容の説明と質疑を２年間かけて行い

ました。その中で体育振興課の事業につ

いても論議をいたしております。

　そして今現在、今年度は市民との生涯

学習で地域活動の活性化、市民参加のま

ちづくりというテーマで論議をしており

ますが、その中で全国の１９の先進的な

市町村の取り組み事例を委員全員で読み

合う中で、特にその中では文化面であり

ますとか、まちおこしでありますとか、

さまざまな取り組み事例がございますが、

当然、スポーツを通じての取り組みとい

うものも事例として上がっております。

そういったことで今後、生涯学習まちづ

くり推進市民会議の視点として、今ご指

摘の部分が必ずしも十分ではないという

認識を持っておりますので、検討してま

いりたいと考えております。

　なお、社会教育分野では、別途社会教

育委員会議を所管しておりまして、そこ

では毎年の年度の事業の反省と次年度の

事業計画をお示しする中でご意見をいた

だいております。

　つけ加えるならば、全国１９の市町村

の取り組み事例を論議する中で本市に振

りかえてどうかということでは、委員の

中からは、現在、行われております地区

体育祭が実際に、このテーマに沿う催し

ではないかというようなことでスポーツ

振興の１つの形ということでは、いろん

な肯定的な、積極的なご意見も出ており

ます。

○阿部委員長　山下生涯学習部参事。

○山下生涯学習部参事　それでは、マラ

ソン大会をはじめ、各種大会等で職員の

勤務にかかわります考え方につきまして

ご答弁申し上げたいと思います。

　今現在、市主催で実施いたしておりま

す摂津市長杯スポーツ大会につきまして

は、大会の運営等につきまして体育協会

に委託をいたしております。なお、開会

式につきましては、人件費の削減を図る

ため体育協会の各連盟に協力をいただき

ながら実施をいたしております。

　また、市民マラソン大会につきまして
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も市主催で実施いたしておりますが、摂

津市陸上競技連盟を中心といたしまして

体育協会、体育指導員協議会の参画のも

とで実行委員会を組織していただきなが

ら実施いたしております。

　ご指摘の各種大会におきます職員の勤

務の状況でございますけども、できるだ

け人数を抑える中で進めてまいっておる

ところでございます。今後におきまして

も市民マラソン大会をはじめ、各種大会

の運営等につきまして総合的に検討等を

加えながら各団体と協議検討してまいり

たいと考えております。

　ちなみに、今回の市民マラソン大会の

実施に伴います協力団体の人数でござい

ますが、陸上連盟で１０名の方の参画、

体育協会で２２名の参画をいただいてお

ります。そして、体育指導委員では２３

名の参画をいただいておりまして、レク

リエーション協会、スポーツ少年団で各

２名の５９名の方々の協力を得まして実

施いたしております。なお、市職員につ

きましては１８名で、計７７名で今回実

施いたしたところでございます。

　続きまして、くすの木テニスコートの

人工芝生の改修の考え方でございますが、

くすの木テニスコートは昭和６１年４月

に開設をいたしております。全天候型の

コートで４面を有しております。利用者

からの人工芝のコートの改修の要望が、

ここ数年、私どもの方にまいってきてお

ります。内容といたしましては、ひざの

負担を軽減していただきたい。または、

優しいコートにしてほしいという内容で

ございます。

　また、柳田テニスコートにつきまして

は、平成１３年度に人工芝の芝生改修工

事を行いまして、その結果によりまして

利用者がふえておるところでございまし

て、そういうものをかんがみまして、私

どもの方で要求をしてきたところでござ

います。

○阿部委員長　田川学務課長。

○田川学務課長　補正予算で５０ページ、

給食にかかわる補正予算の件についてで

ございますけれども、就学援助にかかわ

りまして、当初１５年度の小学校の就学

援助の認定予定を１，４２４人ほど予定

しておりましたけれども、実際は１，５

９２名程度になる予定のために就学援助

認定者で給食にかかわる費用の予算が不

足するために、今回、補正をするもので

ございます。

　なお、学用品費についても同じように

不足するわけでございますけれども、学

用品につきましては他の費目からの流用

によりまして不足を補う予定にしており

ます。

　それから、１６年度の予算に係る奨学

資金の貸付金の返還割合でございますけ

れども、奨学金につきましては平成１４

年度末で押さえた金額で、貸付の総額が

８，４３１万円ほどになっております。

返済された額が７，６７０万１，６００

円ということになりますので、返済割合

としては９０％の返済割合となっており

ます。

　それから、１０９ページの交通専従員

にかかわります今後の考え方でございま

すけれども、前回、決算委員会でも答弁

させていただきましたけれども、交通専

従員については各小学校、午前１時間、

午後２時間、学校長の指定する時間で信

号のない交差点での交通指導、通学安全

をお願いしているわけですけれども、ボ

ランティアではなかなか定時の時間での

勤務は、なかなかできないのではないか

ということで答弁させていただいており

ましたけれども、１６年度から学校安全

につきましてＮＰＯ等の活用も考えてお
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られるということですので、ＮＰＯの方

も時間どおり、きっちりと業務が執行で

きるようであれば、その活用についても

検討したいと考えております。

　それから、１１６ページと１１８ペー

ジの就学援助にかかわります人数の違い、

１，８３３人が、表現が１１６ページで

は要保護及び準要保護ということの表現

で、１１８ページでは準要保護というこ

とだけになっているんですけれども、こ

れは一応、記載している数字につきまし

ては、これは準要保護の児童ということ

で記載させていただいております。要保

護につきましては、修学旅行の費用のみ

をこちらの就学援助費で支給しておりま

す。一応、そこに表現しているのは準要

保護児ということでご理解いただきたい

と思います。

○阿部委員長　寺田教育総務部長。

○寺田教育総務部長　１点、学校給食の

食当たりの単価の比較の問題でございま

すけども、川端委員さんにもお答えをさ

せていただいたとおり、保護者からいた

だいておりますのが１食当たりの単価と

いうことで１８０円から１９５円という

ことで、この給食をつくるに当たっての

経費でございますけれども、この経費に

つきましては学校給食法という法律がご

ざいまして、その法律によりまして給食

に当たる人件費並びに施設、設備等の設

置、あるいは修繕等については保護者へ

の負担をかけてはだめであるという法律

でございまして、それからいきますと現

在、平成１３年度の数字でございますけ

れども、ランニングコスト、人件費だけ

ですね。給食をつくる人件費だけで１食

当たり約４７６円ということになります。

４７６円かけてつくっておりますが、保

護者からいただいておるのが１８０円か

ら１９５円ということになります。

　光熱水費とか、あるいは施設の修繕料、

あるいは施設の整備とかいうのは除いて

おります。それで４７６円ということで

ございます。

○阿部委員長　垣岡教育総務部参事。

○垣岡教育総務部参事　一般会計５２ペー

ジでございます。学校の職員以外での放

課後、学校に残っている、どういうふう

な方がいるのかというお尋ねだと思いま

す。全校にすべて行き渡っている、そう

いうふうなものと、それから特定の学校

だけに行っているというふうないろんな

ものがございまして、それからそれぞれ

曜日でありますとか時間も異なるわけで

ございますけども申し上げます。

　ＡＥＴとかＡＬＴとか呼んでおります

けども、ネイティブの英語指導助手がま

いっております。それから、先ほどご答

弁させていただきました情報教育サポー

ターがおります。それから、スクールカ

ウンセラーがおります。それと、日本語

指導講師というのがおります。それから、

先ほども出ておりました社会人講師であ

るとか、指導者であるとか、それから中

学校に部活動の指導者が行ってございま

す。それから、スクールサポーター、そ

れからまなびングの学生であるとか、そ

ういうふうな多種多様な人材が学校にお

りますので、そういうふうなことでござ

います。

○阿部委員長　嶋野委員。

○嶋野委員　まず補正の方から、コミュ

ニティ事業の方はよく理解できました。

ありがとうございました。

　文書集配の方ですけれども、府の監査

が入って管理公社で文書集配業務をする

のは、いかがなものかということですけ

れども、それであれば、これ受けて、も

う一度施設管理公社にお願いするのが妥

当なものかどうかということで精査され
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てきたのは、ほかにあるんでしょうか。

鳥飼図書センターなんかは施設管理公社

でやるのが妥当かなという気がするんで

すけれども、教育委員会の所轄の分で。

しかし、事務事業評価を受けてもう１回

検討するということは大事なことかなと

思いますので、その点、合っているのか

どうかだけ、簡単にお願いしたいと思い

ます。

　それと、情報教育サポーターについて

は入札差金ということで出てきたという

ことなんですけれども、入札というのは

大きいものやなと改めて感じております。

この点も理解できました。

　準要保護等に関する給食費ですが、大

分人数はふえているようでございますが、

その分の学用品は、ほかのところで余っ

たところから流用できるということなん

ですか。これ、私、総務常任委員会で聞

いたことがあるんですけれども、時間外

勤務手当を、ちょっとこれ関係ないんで、

ちょっと逸れてしまうんですけど、時間

外勤務手当、目標を持って、定めて削減

していこうというときに、時間外勤務手

当の削減、目標を決めたけども、それが

いっぱいになったから、ほかの余ってい

るところから持ってくることができるん

ですよという答弁があったんですね。流

用できるという制度はあるのかもしれま

せんけれども、こういうことをしとった

ら、私、行革ができないと思うんですよ

ね。定めたら、その中で収めていくとい

うことをして、新たに出てきたら増額補

正でも仕方ないと思いますんで、これ出

していくということをせんと、これは行

革できないと思いますので、どうかこれ

からは流用というような、ほかのところ

から持ってくるということで、私、何か

ごまかされてるような気がするんですけ

れども、そういったことのないようにと

いうのは、これはここで言ってもしゃあ

ないんですけれども、全体として要望し

ておきたいと思います。

　設計委託料や耐震診断の方もわかりま

した。公民館の方もわかりました。

　次に、１６年度の方の歳入の方なんで

すけれども、大規模とはどういうものか

と、４３ページ、予算書の４３ページで

すが、義務教育施設整備費補助金の中の

大規模というのが、全体の改修であれば

出るんですよということですけれども、

今年度、四中と摂津小学校で予定されて

いるのは、どういう内容なのか、もうちょっ

と詳しくお聞きしたいなと思います。

　歳入の５２ページの方の放課後児童、

放課後に校内におられる方の質問をさせ

ていただきまして、いろんな方がおられ

るというご答弁いただきまして、その中

でスクールサポーターがおられます。そ

して、まなびングサポーターの方もおら

れるわけなんですが、業務の違いという

か、よくわからないんで、ちょっとその

部分、その２つの違いだけお願いしたい

と思います。

　奨学金の貸付に関しましては、９１％

の回収、返還をされているということで、

この数字が高いと見るか低いと見るかは

難しいところなんですけれども、どうし

ても返さんよなんていう不誠実な方が出

てくる可能性もあるわけで、私、一般質

問の中でも不誠実な滞納者に関しては氏

名を公表できる制度をつくれというよう

なことを言ってまして、これもそれを当

てはめろとは言いませんけれども、不良

債権にならんように最大限の努力をお願

いしたいと。どうしてもできんときには、

どうするのかということが問われてくる

ので、もう今回は結構ですけれども、そ

ういうことも念頭に置いてお願いしたい

なと思っております。
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　それと次、また概要の方でお願いした

いんですが、歳出の方になりますけど１

０８ページの安全対策、それと交通専従

員も合わせていきたいんですけれども、

私、この安全対策のことで新聞報道をさ

れたときに、何で８時半なんかなという

のが、ごっつい疑問やったんですよ。もっ

と前から学校には子どもが来てるやろう

と思ってて、よう聞いたら８時半までは

１つじゃなくて裏門もあけといて、学校

の先生なんかが出迎えて子どもたちが　

登校してくると。８時半になったら、正

門だけ１か所に切りかえて、そのあとは

受付の方が担当されるということなんで

しょうか。学校の先生は、中に入って業

務に備えるということなんでしょうか、

その点、１点だけお願いしたいというこ

とです。

　いろんな、来られる方には、まず名前

や所属や目的を書いていただいて、パス

ケースを交付するということですけれど

も、例えば、学校にはいろいろな方が来

られるということを把握しておって、こ

れは相当、何十年に一遍かの確率の話で、

こんなことをするのはどうかと思うんで

すけれども、物すごく知識が豊富で、例

えばあそこのあの人が、例えば、まなび

ングで来るのはあの人やというのがわかっ

ておって、それでその人を名乗って出て

くるということも、僕、可能性としてあ

ると思うんですよ、そこまで用意周到な

不届き者と申しますか、そういった者が

出てくる可能性もあると思うので、事前

に顔写真つきの何か絶対に特定できる何

かを交付する必要があるんじゃないかな

と思うんですけれども、そこら辺の考え

方はいかがなものかお聞きをしたいと思

います。

　それと、この交通専従員の方は安全対

策の方で有償ボランティアでできるかど

うかを見極めて移っていきたいというか、

検討していきたいということなんですけ

れども、同時に検討するべきなんじゃな

いでしょうか。

　私は交通専従員は嫌やけど、安全対策

の受付員やったらええよという方もおら

れるかもしれませんけれども、やはり子

どものために何とかしたいという思い、

交通専従員であろうと、安全対策の受付

員であろうと変わらんと思うんですよね。

ということは、一括して考えて、同時に

移っていくということが大事じゃないか

と思っております。これは、安全対策も

始まっておりませんので、今後、そうい

うことで検討していただきたいというこ

とで要望としてお願いしておきます。

　１０９ページの臨時職員で障害児介助

員の方なんですけれども、本来であれば

２５名必要であると。２４学級でプラス

１人ですから２５人いるんだけども、９

名で頑張っていると。これは相当、しん

どいんじゃないかなと思うんですよね。

これについて、このままでええのかと。

予算はかかるかもしれませんけれども、

このままでええのかと、検討課題かもし

れませんけれども、もう一度、教育委員

会として、このままでええと思ってない

でしょうけれども、私は早急に解決すべ

き問題じゃないかなと思ってますので、

早急に解決されるのかどうか、ちょっと

お聞きしたいと思います。

　教育相談事業の方で１１０ページです

が、担任の先生が、それをまず一番最初

にわかるわけですよね。そして、学校な

んかで検討をして、教育委員会であった

り、保健福祉部であったり、アナウンス

をして、そして思春期連絡相談会とおっ

しゃってましたが、相談会なんかで対応

していくということで、その中には児童

相談所も入ってくるよと。また、家児相
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も入ってくるよということで、これはよ

くわかりましたので、このことも、これ

は非常に大きな問題じゃないかなと思っ

ております、これからね。ですから、こ

れは十分頑張っていただきたいというこ

とを要望として思っております。

　次に、学校図書館の話もわかりました、

これで結構でございます。

　「わたしたちの摂津」の改訂頻度のこ

とも、これでわかりました。

ちょっと１１３ページの次の学力定着度

調査のことは、ちょっと言わせていただ

きたいと思います。

　今まではＡ校とＢ校とで、それぞれの

先生がつくってこられたと。だから、Ａ

校の中ではわかった、Ｂ校の中ではわかっ

たけども、Ａ校とＢ校、全体で一括して

はわからなかったという趣旨なのかなと

思うんですね。要は、学校ごとにつくっ

てきたということでしょ。だから横断的

にはわからんと、全体的にはわからんと

いうことだと思うんですけれども、それ

ならば協力して、数学はＡ校の先生がつ

くるとか、国語はＢ校の先生がつくると

かいう工夫をすれば、私、この新規事業

として、あえて委託することないん違う

かなと思うんですよ。それぐらいの努力

もあってしかりでしょうし、またそうい

うことができるために、これ川端委員の

午前中の質問であったんですが、学校教

育情報化ポータルサイト構築事業、概要

の１１１ページです。そういうために、

これは教育研究所がこういうシステムを

つくってるんじゃないんですかと僕は思

うんですけれども、これ、いかがでしょ

うか。安易に委託するというのは、いか

がなものかと思いますので、その点、そ

ういう方法もあるでしょう。ですからお

聞きしたいと思います。

　１１３ページの家庭の教育機能総合支

援モデル拡充事業につきましては、摂津

市なりに大変工夫をされているというこ

とで、私はこの家庭教育というのは、こ

れから大事になってくると思いますので、

これはぜひとも頑張っていただきたいと

いうことを要望しておきます。

　それと、１１６ページの小学校の就学

援助事業で準要保護の対象児童が１，８

３３人やということで理解をいたしまし

たが、こういう書き方をされると、わか

らんということですよ。ですから、１７

年度からはちゃんと書き方を変えていた

だきたいということを要望として思って

おります。

　それから、給食費につきましては、学

校給食法ですか、そういう法律があって

保護者の方に負担をいただける範囲は決

まってるよということで仕方がないのか

なという気がするんですが。

　それともう１つ、これ聞いとかないか

ん思ったんですけれど、昨日、茨木で鳥

インフルエンザが出てきたりとか、ある

いはＢＳＥの問題もありますし、食の安

全ということが今、非常に問われてるん

じゃないかなと思うんですね。そこで、

摂津市として、学校給食として、どのよ

うな工夫がされているのか。調理法であっ

たり、食材であったり、選ぶ際にどうい

う工夫がされているのかということをも

う１点と。

　もう１点は、体質的にアレルギーなん

かがあったりして食べられない食物があ

るお子さんがおられるわけですよね、児

童の方。そういう方は、どうされている

のかなと思うんですね。弁当を持参され

てたりするんでしょうか、そういう方が

おられるのかどうかお聞きをしたいと思

います。

　こども１１０番ですけれども、要は、

今まではＰＲであって、抑止力であった
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と思います。警察との訓練も実施したり、

ウオークラリーを実施したりということ

もありますけれども、私、今すぐにでき

ることがあると思います。

　それは、例えば留守の家は、こども１

１０番のところ、ペロッと裏にやっても

らったら留守やとわかるわけでしょう。

事実、何かあった時に、そこへ入らなかっ

たらいいわけですよ。実際、今来てもえ

えよと、いつ来てもええよというところ

は表向けてもらってたら、そこに入れる

わけですから、簡単な工夫で、これ、私、

実効性のあるものに変えれるの違うかな

と思うんですね。そこら辺のこと、そん

なことを、この点はいかがなものか、ちょっ

とお聞きしたいと思います。

　１２９ページ、家庭教育学級ですけれ

ども、これは前回も聞きまして、私は行

政として、どう積極的にかかわっていく

のはどうかが、今の芝野次長の答弁では、

正直わからないところがございますので、

積極的にかかわっていって、拡充してい

くのかどうかだけ、その１点だけをお願

いしたいと思います。

　市民マラソンの件ですけれども、でき

るだけ少なくしていくんだと、かかる職

員をできるだけ少なくという表現をされ

てましたけど、私はゼロにするべきやと

思っております。陸連の方から１０名、

体育協会２２名、体育指導員２３名の、

こんだけの方が協力してくださってるわ

けですから、これ、できんことはないと

思うんです。ですから、こういう行事か

らは、できるだけ市民の皆さんにお願い

するということでゼロにする努力をして

いただきたい。できるだけ少なくじゃな

くて、ゼロにということで目標を掲げて

いただきたいと思います。

　ただ１点、気になったのが、市民会議

の中でスポーツ振興、体育振興というこ

とでは地域の体育祭が、そのテーマに沿

うものじゃないかという意向であったと

いうような次長の答弁だったと思うんで

すけれども、ということは市民会議なん

かではマラソンとかの事業は要らんよと

いうことになっているのかどうか、ちょっ

とお聞きをしたいと思います。

　くすの木公園のテニスコートのことは、

要望によるものということで、なかなか

緊急性がないから難しいということで今

後の検討課題になっていくんだと思いま

すので、よろしくお願いしたいと思いま

す。

　職員会議についても会議録があるとい

うことで、よくわかりました。あるんで

あれば、公開の対象にもできるわけです

から、すぐにでもできると思いますので、

これは前向きに私からもお願いしたいと

思います。

○阿部委員長　ちょっと整理しておきた

いことが１点あります。

　今、嶋野委員の質問の中で準要保護、

要保護の人数の書き方ですけれども、田

川課長、書き方は改めていただくような

ことはできるんですか。要するに準要保

護、要保護の人数をきちんと書いてほし

いということの要望でよろしいか。それ

はできますか、ではそのようにお願いい

たします。

　馬場教育総務部次長。

○馬場教育総務部次長　まず、文書集配

に伴いまして、施設管理公社が府の指摘

を受けたということでございますが、私

どもが聞いておりますのは、文書の集配

業務については、いわゆる施設の管理が

伴っていないので問題があるというふう

にお聞きしましたので、恐らく図書館で

あるとか、そういうところは施設管理も

しておりますので指摘がなかったものと、

そういうように理解しております。
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　それと、大規模の定義をもう少しとい

うことでございますので、まず、文部科

学省が示しております大規模の趣旨でご

ざいますが、建物の老朽化、教育機能低

下に対する復旧措置及び用途変更に伴う

改造等の整備ということになっておりま

して、基本的に修繕等は本来であれば補

助金になじまないということがございま

す。

　ただ、やはり全国的に人口急増期に建

てた建物が、やはり更新期に来ておりま

すので、いわゆる修繕が相当、いわゆる

大規模になってきておりまして、修繕と

いえども補助対象にしなければ、こうい

う教育機能の低下になってしまうという

ことで修繕であっても、１棟方式でやる

分については補助の対象にするというこ

とが、この補助金の趣旨でございまして、

ただ私どもはこの中で来年度は、いわゆ

るトイレ改修をメインにやっていきたい

と考えておりますので、この大規模改造

の中でトイレ改修も対象になっておりま

すので、それをやっていく予定をしてお

ります。

　それと、安全対策の件でございますが、

なぜ８時半かということでございますが、

これも一応、校長会の役員と話し合いま

して、それまでは学校の方の対応でやっ

ていただけるということでございますの

で、私どもは８時半以降、一応５時まで

の予定ですが、門を１か所に閉め切って

安全管理をしたいと、そういう形で学校

とすみ分けをしたいと考えております。

　それと、いろんな方が学校に来られて

いるという状況がある中で、その安全管

理及び徹底ということで顔写真等という

ことのご提案もございましたので、私ど

ももいろんな方法があると思います。今、

学校で実は１か所の学校が校門閉鎖をし

ておりまして、そこで出入りの傾向を学

校長に問い合わせしましたら、大体、１

日３０人前後が校門閉鎖している時間帯

に来られるということです。

　それと、一番多いのは、やはり保護者

だそうです。それ以外に来られる方は、

郵便とか宅急便の荷物の届けで、あとは

出入りの教材の業者さんということで、

ほとんど初めての方の来訪というのは、

やはり学校という施設で少ないと。大概

が、今言った３点の方で８時から５時ま

での間に来られるというふうなことを今、

実績として私ども伺っております。

　それで、確かに教職員の方以外にいろ

んな方がおられますので、いろんな方法

があろうかと思いますが、例えば、そう

いう必ず来られるような方につきまして

は、事前に学校長の方からパスをお渡し

するとか、いろんな方法があると思いま

すので、そのあたりは学校長と協議しな

がら、より安全に徹していきたいと考え

ております。

○阿部委員長　田川学務課長。

○田川学務課長　給食にかかわりまして、

食の安全ということなんですけれども、

どんな工夫をされておられるかというこ

となんですけども、一応、給食の食材に

つきましては、主食でありますお米とか

パン、牛乳につきましては、大阪府のス

ポーツ教育振興財団の給食部会から購入

をさせていただいております。ここでは、

その安全性のチェックを十分やっており

ますので、その点、安全な給食の食材を

購入できると思っております。

　それと最近、問題になっておりますＢ

ＳＥとか、あるいは遺伝子組み換え食品

等、鳥インフルエンザの問題も発生して

きておりますけれども、ＢＳＥにつきま

しては日本では全頭検査の体制が整って、

そのＢＳＥの検査をした安全な牛肉を使

うようにしております。
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　それと、遺伝子組み換え食品も、かな

り多くなってきているわけですけれども、

遺伝子組み換え食品につきましても、そ

の遺伝子組み換え食品でないことの証明

を提出していただいております。

　それから、鳥インフルエンザにつきま

しては、現在、摂津市の給食の食材、購

入している鳥、あるいは玉子につきまし

ては鳥インフルエンザの発生していない

地域の玉子、あるいは鶏肉を購入させて

いただいております。

　それから、アレルギーの対応でござい

ますけれども、牛乳とか玉子のアレルギー

が多いんですけれども、一応、保護者か

らの申し出で学校長、あるいは担任、栄

養士等協議させていただいて、それに応

じた玉子なり、牛乳を除去した給食をつ

くるように対応しております。

　ただ、最近は特に、それ以外のかなり

の部分でアレルギーという子どももいて

まして、そういうお子さんにつきまして

は弁当を持参していただいております。

○阿部委員長　芝野生涯学習部次長。

○芝野生涯学習部次長　こども１１０番

の実効性についてでございますが、例え

ば留守の家では留守で、札を裏返して家

をあけるということはどうかというよう

なことでございますが、これも一定、そ

れは子どもにとっては、おられないとい

うことがわかるんですが、逆に空き巣ね

らい等については、この辺は留守やとい

うことを提示するということになるとい

うことも聞いたことがございます。これ

は、お天気の非常にいい日に洗濯物が干

されてない家はおられないということを

１つ目安にしてるというようなことも、

ある本で読んだことがございまして、非

常に難しい部分もあろうかと思いますの

で、１２小学校区、それぞれ名簿管理者

ということでＰＴＡの会長さんなり、す

こやかネットの校区の在所の方が名簿管

理をいただいておりますので、１６年度、

今、ご指摘の部分も含めまして、いろん

な方のご意見も聞く機会も考えていきた

いというふうに思っております。

　それから、家庭教育学級、行政として

積極的にかかわっていくつもりがあるか

どうかという厳しいご指摘でございます

が、ご承知のように社会教育法が平成１

３年に改定されまして、家庭教育に関す

る事項も教育委員会の大きな任務と規定

をされております。当然、社会教育を担

う担当としましては、現状がこうである

からということで否定的に考えるのでは

なく、積極的に、再度、拡充のための努

力をすべきであるというふうに考えてお

ります。

　それから、先ほど生涯学習まちづくり

推進市民会議での論議に関して、若干事

情を申し上げましたが、決してマラソン

大会が不要であるとか、そういう形の視

点での論議ではございませんで、１つ委

員さんの中で事例として本市の地区、市

民体育祭が出されたということでござい

まして、そこまでのまだ深い論議には、

まだ発展しておらないということでご理

解願いたいと思います。

○阿部委員長　垣岡教育総務部参事。

○垣岡教育総務部参事　放課後、どのよ

うな人が学校に残っているのかというふ

うな続きでございましたが、スクールサ

ポーターとまなびングの違いを教えてく

ださいというふうなことでございます。

スクールサポーターにつきましては、現

在、市内１校だけ配置しておりまして、

仕事の内容は生徒指導にかかわることで

ございまして、生徒の生活指導に関する

補助であるとか、生徒の学校内外の動向

の把握であるとか、学校と関係機関との

連絡補助等をやる、そういうお仕事でご
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ざいまして、大人の方がやってございま

す。

　それから、まなびングサポートで来て

おりますのは、まず学生が条件というこ

とでございますから学生でございまして、

仕事につきましては学習活動の支援とい

うふうなことで、先生と一緒に授業に入っ

たりとか、総合的な学習の時間等に入っ

て指導を一緒にするとか。それから、集

団活動であるとか、学校生活の支援とい

うふうなことで、子どもたちと一緒に遊

んだりするというふうなことも含めて、

いろんなことに使っております。そうい

うふうなことで、学校の方に、現在、来

ております。

○阿部委員長　福元教育総務部理事。

○福元教育総務部理事　障害児介助員が

現在９名、これが非常に少ないのではな

いかというようなことでございますけれ

ども、障害児介助員につきましては、現

在、さまざまな障害のお子さん、重度、

重複のお子さんでございますとか、非常

に多様なお子さん、多動のお子さんでご

ざいますとか、学校に入学してこられる

方は非常に多様でございます。

　現在、２４学級ございますけれども、

それで８校で９名と、１校に２名つくケー

スもございます。ですから、子どもさん

の状況に応じて、これはつけていってい

るということなんです。

　全校にそしたら２４学級あるから、す

べての学級に介助員さんが必要な学級な

のかというと、全くそうでもないという

ケースもございます。したがいまして、

現状では９名でございます。ただ、学校

からの要望につきましては、やはり自分

の学校にも介助員をつけてほしいという

要求は確かにございます。ですから、こ

の人数につきましては、これは検討すべ

き課題かなというふうには考えておりま

す。すぐに、これに対して２４名という

わけにはなかなかまいらないというふう

に考えております。

　それから、学力定着の件でございます

けれども、これは先般もご答弁を申し上

げておりますけれども、学習指導要領の

中で基本的に指導すべき事項というもの

がございます。その事項について、基礎

的な、基本的な部分なんですが、これの

通過点、到達点ということを分析する。

その分析につきましても、やはりこれは

科学的に、客観的な分析の手法も必要だ

と思います。これは、もう教員がそういっ

た分析について、どこまでできるのかと

いうことにつきますと大変難しい問題が

出てくると思います。データの処理につ

きましてもそうだと思います。

　ただ、これはいつになるかわかりませ

んが、将来的にはやはり教員の研究団体

もございますので、そういった教員の自

主的な研究団体の中でも検討していって

いただかなくてはいけない課題ではない

かなというふうに思っております。

　ただ、現状で摂津市として初めて行う

ような調査でございますので、現在、こ

れは摂津市の教員の力量がそこまである

かと言われると、なかなか難しい問題も

ございますのでこういった形で進めさせ

ていただいております。

○阿部委員長　嶋野委員。

○嶋野委員　ほとんどのところが理解で

きまして、文書集配の方もよく理解でき

ましたし、大規模とはどういうことかと

いうことも理解できましたし、放課後児

童に関しましては私の不勉強で申しわけ

ないなと思っております。スクールサポー

トとまなびングのサポーターの方は全然

違う協議をされておられるようなんです

けれども、私、これ以前にも言ったこと

があるのかなと思うんですが、今、非常
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に子どもたちを取り巻く安全というもの

が危ういとまでは言いませんけど、そう

いう状況になってきている中で、子ども

たちが安全に放課後も遊べるのはどこな

のかというと、私は校庭やと思うんです

ね。校舎の中やと思うんですね。そうい

うときに学童保育というのを設けて、そ

こで指導していただくというのも１つの

考え方でしょうが、終わってからもみん

なで遊ぼうよというような感じで、あえ

て学童保育室というのを設けずに自由に

遊んでもらうと。学校の校庭なんかで元

気よくサッカーなりをやってもらうとい

うのも１つだと思うんですよね。そういっ

たことで放課後の姿が、いかにあるべき

なのかということは、今後十分に検討し

ていただきたいと思っております。

　臨時職員の障害児介助員の方も９名と

いうことで、今のところいってる、非常

に苦しいのは事実でしょうけども、しか

し行けんことはないような理事の答弁で、

私は印象を受けましたので、これから検

討課題だということですので、これは十

分に検討していただきたいというふうに

思っております。

　学力定着度テストのことですけど、確

かに科学的な視点が要ると言われれば、

要るような気もしますし、何か、でも学

校の先生がつくった問題でもいけるよう

な気もせんでもないんで、これは私よう

わからへんので、もうこれは１６年度施

行されてどうなるかということをやはり

慎重に見極めて、今後どうなっていくか

ということを慎重に、これはお願いした

いと思いますが、もう１点。日常のテス

トから、せっかくさっき申し上げた概要

の１１１ページですけど、情報交換でき

るようなシステムをつくったわけですか

ら、これをつくっていくというようなこ

とがあってもええと思うんですよ。そう

いう情報の方が、より私は的確じゃない

かなと。Ａ校、Ｂ校、別々のテストでも、

それはええでしょうけども、同じテスト

を同じ日にやったら、より実効性のある

データが得られるんじゃないかなと思う

んで、せっかくつくるシステムですから、

これを十分活用していただきたいという

ことも合わせてお願いしておきたいと思

います。

　給食に関してもわかりました。アレル

ギーなんかで弁当を持参せざるを得ない

子どもがおるということで、わかりまし

た。

　こども１１０番ですけれども、反対に

しとったら留守やということをアピール

して空き巣に入られる可能性が確かに、

そのとおりだと思います。それやったら

外してもうたら結構なわけで、そういう

こともあるわけですから、これは私は、

次長、将来的には実効性ということも考

えていきたいと、１回目の答弁であった

んで、じゃなくて私は今すぐに実効性を

考えてほしいということでご提案申し上

げたわけで、やはり私は抑止力やＰＲと

いうのは十分できたん違うかなと思って

おるんです。いかに実効性のあるものに

なるのかということが問われていると思

うので、そこら辺はぜひとも今すぐに実

効性ということで検討いただきたいと思っ

ております。

　家庭教育学級のことは、拡充していく

という強い決意でお聞きしたので結構で

ございます。

　市民マラソンが市民会議なんかで不要

であるという意見でなかったということ

をお聞きして安心をいたしました。

全項目について、要望で終わりたいと思

います。ありがとうございます。

阿部委員長　引き続きまして、質問のあ

る方。はい、川口委員。
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○川口委員　本当に聞いてまして、子ど

もたちをさまざまなところでサポートし

ていくというのが大事だなと思うのと、

開かれた学校づくりと子どもたちの安全

をどう守っていくかということが、今本

当に問われているんだなと、つくづく感

じまして、質問させていただきます。

　予算書の１０ページ、それから補正と

合わせてですけれども、今年度の予算が

前年度よりプラス１．７％ということで、

３２億円出ておりますけれども、補正で

出されて、結局、前年度の予算が３０億

ぐらいになるということなんですけれど

も、まず、この予算の組み方で教育委員

会として、どう努力したのか、そこら辺

のところを少し先にお聞きしておきたい

と思います。

　それから、今、話題になっている報償

金というのをずっと見てたんですけれど

も、予算概要とか予算書を見てる中でわ

からない部分も出てきたんで資料請求を

させていただいて、わかった分について

はもう質問いたしませんけれども、でき

るだけ予算概要の中でわかりやすく書い

て、ぱっと読んだらわかるところもある

んですけれども、詳しく書いていただけ

たらありがたいなと最初にそれを要望し

ておきたいと思います。

　報償費のところで、ちょっとページ数

を確認してないんですけど、申しわけあ

りません。教育総務費の事務局費で来庁

者記念品用で９，０００円上がってるん

ですけれども、これはいかなるものかお

聞きしたいと思います。

　それから、学務関係で、それぞれ小・

中学校の保健とか検診の事業で、この中

に出てくる報償金というのは、看護師さ

んの報償金であったりとか、医師の報償

金なんですけれども、皆、基準単価とい

うのか、そういうのは決まってると思う

んですけれども、どのような基準で報償

金を出しておられるのかお聞きしておき

たいと思います。

　報償費にかかわる分で言いますと、予

算概要で１１１ページですけれども、先

ほども質問あったんですが、教科書採択

事業で保護者代表２人分で１０万円、消

耗品費で１０万円、２０万円の採択事業

の予算が組まれてるんですけれども、も

う少し具体的にどのような内容で進めて

いかれるのか。１７年度の教科書の採択

を受けて、この事業を行うということな

んですけれども、この中身をお聞かせく

ださい。

　それから、同じ報償費の項目で公民館

の講座の謝金ということで４００万円、

前年度４３０万円なんですけれども、こ

れについてもちょっと基準をどういうふ

うに持ってはるのか確認をまず最初にし

ておきたいと思います。

　それから、１０７ページの過年度分国

庫返還金、先ほど説明がありまして、こ

の返還金が出ておりました三宅小にかか

わる部分の返還金ということなんですが、

１，３０４万８，０００円、これ、もう

少し詳しくご説明をお願いします。

　それから、この中で、同じ総務費の中

で校務員の共同研修事業で塗装の足場組

み立て委託料、いつもこれ質問してるん

ですけれども、昨年度５０万円、今回１

５０万円、工事のいろいろな関係で３倍

になってるわけなんですけれども、根拠

をお願いします。

　それから、臨時職員の雇用事業で校務

員の賃金が７６１万６，０００円なんで

すけど、前年度１２名、今年度８人と書

いてるんですけれども、これは人数を大

きく減らされて運用していかれるのか、

どうなったのかお聞きしたいと思います。

　それから、１０８ページの先ほどから
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質問のありました文書集配事業なんです

けれども、これはこの間、ずっといろい

ろありまして、事故があったり、そうい

うことで２人体制にされたりとか、あっ

たわけですけれども、学校を特にいろい

ろな資料を持って回るということで、こ

の集配のやり方については意見をこれま

で申し上げてきました。

　今回、先ほどの説明では再任用職員を

採用していきたいと、そういうことで前

年度３３８万７，０００円から７４万円、

大きく減らしてるわけですけれども、実

際的にどういうふうにされるのか。先ほ

ど千里丘公民館への図書館の返却本、そ

のことについてもこの方がされるという

ことをお聞きしました。その辺のことも

含めて、教えていただきたいと思います。

　それから、安全対策事業でずっと質問

があったわけですけれども、わかった分

は省いていきますけれども、この雇用の

仕方なんですけど、臨時雇用創出金を使っ

てやるわけですけれども、三交代ですの

で１小学校で３人なんでしょうか。３６

人を採用するという文書をもらって聞い

ておけばよかったんですが、ここでちょっ

と確認しておきたいと思います。

　３時間をサイクルとしてということな

んで、その方がもしトイレとかに行かれ

た時は、ずっと来訪者が待っとかないか

んのか。その辺のこともちょっと簡単な

ことかもしれませんけど確認をしておき

たいと思います。

　それから、１０９ページの小学校通学

区事業の中で昨年と同様、通学区域審議

会委員報酬というのが１３万８，０００

円出ております。今、小学校の統廃合問

題でいろいろ地元でも、いろんな要望が

出てるわけですけれども、この審議会、

どのようにやっていこうと計画されてい

るのか、今年度の計画について確認をし

ておきたいと思います。

　それから、この中で交通専従員の賃金

が２４３万７，０００円、前年度３３４

万４，０００円ということで、９０万７，

０００円の減になってるんですが、先ほ

どから今年度以降、ＮＰＯとか、そうい

うところにも頼んでいけたらというよう

なボランティアの有償ボランティアなど

も借りてということなんですけれども、

信号のない交差点に立つ方と、それから

それ以外にシルバーに委託しておられる

分と、いつも毎年だれかが聞いておられ

るんで、ことしの配置はどうなるのか。

人数が減ったのか、その辺も確認してお

きたいと思います。

　それから１１１ページの教務用品の支

給事業なんですが、教師用図書及び児童・

生徒に副読本、これはどういう副読本な

のかお聞きしたいと思います。

　学力定着度調査事業についてはわかり

ましたので省きます。

　１１３ページの家庭の教育機能総合支

援モデル拡充事業とか、スクールサポー

ターとか、いろいろな子どもたちや学校・

家庭を援助していくということで、いろ

んな事業が府や国の補助などで進められ

る部分は多いわけですけれども、本当に

総合的にやるということなんですが、こ

の中身はわかったんですけれども、先ほ

ど引きこもりで中学生で５名、ほかの事

業も含めて、ちょっと今の子どもたちの

不登校の問題で、特に市長も不登校問題

を市政方針の中でも生徒の実態として出

してはりますので、中学生で５名、小学

生ではいないということなんですけれど

も、不登校は数で言うと、この３年間で

見れば、数としては減ってるということ

になってるわけですけども、岸和田とか

守口とか、次々といろんな事件が起こっ

てて、学校がなかなか家庭に入り切れな
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いみたいなジレンマの中で子どもの命を

救えなかったということで、学校に対す

る要望とか、そういうのもまた親御さん

からも強くなっていると思うんです。す

こやかネットとか、それから摂津は家児

相がありますので、そういう家児相との

連絡とか、私は家児相があるというのは、

すごくいいことだと思うんですけれど、

前から言っておりますけれども、本当に

ああいうような事件が二度と起こらない

ような取り組みとして、学校現場として

はいろいろ大変な、入り切れない問題も

あると思うんですけれども、特に児童虐

待とか、ネグレクトとか、そういうとこ

ろは、これからもやっぱりふえていくと

予想されるんですね。そこら辺で言うと、

本当に連絡会をしっかり立ち上げて、もっ

と緊密にネットワークを組んでいくとい

うことと、特に学校に来てないというこ

とで訪問もされていると思うんですけれ

ども、先生も大変忙しい中で、ここら辺

をいろいろなモデル拡充事業とか、支援

事業とか、こういうのを使ってどうやろ

うとしておられるのか、今後とも、いろ

いろな事件が起こってる、そういうのを

教訓に、どう摂津ではやっていこうとさ

れているのか、このような事件が起こっ

たあと、やっぱりそういう会議がきちん

ともたれているのか、摂津で、この際、

確認しておきたいと思います。

　それから、次に１１５ページからと、

１２０ページにそれぞれ施設改修費用、

小・中学校のが出ているわけですけれど

も、先ほどの補正で設計委託料を委託す

るのではなくて、庁内の都市開発のとこ

ろでできたと、できるんだと思って、私

びっくりしたんですけれども、これは国

の補助が耐震設計、どこまでできるんか

わからないんですけれど、これはいい方

向だと思うんですけど、ただ今回、これ

について設計委託料はもちろん組んでお

られますんですけど、その関係で、補正

との関係で予算上がってますけど、どう

されようとしているのか。もし、庁内で

それができる人があるんであれば、図面

だけでそれが書けるわけですから、その

辺はぜひやっていただきたいと思うんで

すけれども、できるのかどうか確認して

おきたいと思います。

　それとあわせて、今後の計画や耐震工

事、なかなか費用が大変なんですけれど

も、国庫２分の１、それからトイレ３分

の１ということなんですけれども、こう

いうことについては、もっと国が補助金

を出してくれたら早く進めるわけですけ

れども、今後の計画は前に計画書を見せ

てもらっておりますけれども、どう考え

ておられるのかお聞きしたいと思います。

　それから、１２３ページ、幼稚園の施

設管理事業です。

　ことしから３園になるわけです。昨年

は、５，４７９万円ですか、予算の中で

組まれて、みやけ幼稚園を統合するため

の工事が行われました。その中でかなり

大規模な改修工事がされたわけですけれ

ども、今の時点でも自転車が満杯の状況

なんですね、お迎えの時なんか。あそこ

に通園バスが着くのかなと思うと大変、

狭いし、危ないなと思ってるんですけれ

ども、この点は十分大丈夫なのか、それ

を確認したいと思います。ことしから出

発するということですし、保育料を値上

げをされる予定だと思うんです。これに

ついては、入園状況を見ましたけれども、

せっつ幼稚園が９０名定員で応募者が１

０３名、あとのところは４歳児、みんな

入れてるわけですけれども、２００７年

には、やっと大阪府が３５人学級をやる

ということになりますと、幼稚園も３５

人というのが必要になってくると思うん
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ですね。それでいきますと、民間の幼稚

園で言うと、５３０名も入れている幼稚

園もありますし、本当に満杯に子どもた

ちが幼稚園、公立幼稚園に入ってるけれ

ど、５歳児とかは若干、割れております

けれども、こういう点で言うと保育料の

値上げが提案されてるわけですけれども、

こういう中で定員を、例えばせっつ幼稚

園でいきますと、今、９０名ですけれど

も、同じ３クラスであるんであれば１０

５名にできないのか、定員を。それとか、

べふでいきますと１クラスですので３５

名ということで、そういうふうに改善で

きないのか。今の定員がプラス３０名で

すね。だから３５人になっていくという

ことの流れの中で、そういうふうに改善

をしてもいいのではないかと、そういう

ふうに思うんですけれども考え方をお聞

かせください。

　それから、この中で園務員の業務委託

料というのが上がってるわけです。３７

８万円、これはどういうことなのか、前

年度とかにはない、ほかのところに上がっ

ているのか、ちょっとわかりませんので

お聞きします。

　それから、人件費の部分で臨時教諭の

賃金が２，０３７万７，０００円、前年

並なんですけれども、今度３園になると

いうことで、もう１回、職員配置がどう

なっているのか確認をしておきたいと思

います。

　それと同時に、幼稚園バスの運行の委

託料ですね。これも例年どおり上がって

るわけなんですけれども、決算や予算で

幼稚園バスの運行の委託については、い

ろいろ意見申し上げてきました。その辺

について、どう考えておられるのか。こ

としも、また同じような方式なのかお聞

きしたいと思います。

　１２７ページの学童保育事業です。先

ほどから質問がありまして、来年度、平

成１６年度は過去最高の入所状況。ただ、

学校によってはアンバランスがあるとい

うことなんですけれども、教室内移転を

してきて、今、５つが単独ホーム、７つ

が教室内やと思うんですけれども、保育

料の値上げも今回出されていると思うん

ですけど、１つの教室の中で本当に担当

課としては努力をしていただいてて、で

きるだけ希望者が全員入れるようにとい

うことで頑張っておられるというのは、

いつも申し上げておりまして、努力して

いただいてると思うんですけれども、か

なり窮屈になってきてるなと。　

　先ほどから、いろいろ生涯学習とか、

そういうので柳田小学校でも２５教室あ

るけれども、なかなか学童が入る部屋が

確保できるかというと、そうではないと。

そういうのもあると思うんですね。そこ

ら辺でいいますと、今の学童の状況です

ね。これからも減ることはないと思うん

ですね。いつも申し上げておりますけど、

働く女性は確実にふえていっていると思

いますので、どう受け入れをしていくの

か、お願いします。

　それから、１３３ページから１３４ペー

ジ、これは補正との関係も含めて、図書

館の問題なんです。ずっと決算とか予算

でも申し上げてきましたけれども、今回

初めて千里丘の公民館で返却本を回収す

ると。借りに行くのは市民図書館に行か

んとあかんということで、一歩前進かな

とも思うんですけれども、前に申し上げ

ましたように千里丘公民館で要望すれば、

何日か待てば来る、持ってきてもらえる。

今の集配業務を利用して、そういうこと

がなぜ今度の予算の中で組めなかったの

か、ちょっとお聞きしたいんですね。

　ことしの予算で言いますと、市民図書

館の図書購入費、市民図書館の空調設備
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を修繕するということで３，４９３万６，

０００円、鳥飼図書センターも４３万６，

０００円ですか、これが上がっておりま

すけれども、それと反対に図書の購入費

というのは市民図書館で９４万３，００

０円減額、鳥飼図書センターも５７万７，

０００円の減額、ほぼ前年の予算の１割

ぐらいが減額になってるんですね。これ

で１５２万円なんですね。

　補正でいきますと、補正でも減額になっ

てたと思うんですね。補正予算でいきま

すと、各項の分でいきますと土木費に次

いで教育費の補正の減の額というのが大

きいんですよね。１億３，２３３万９，

０００円、その中で図書館費も３９７万

８，０００円の減額をということになっ

てるんですね、補正が上がってるんです

けれども、返却本の回収というのはいい

ことだと思うんですけれども、借りる側

にすると何せガードをえて越えていくの

が大変で、なぜそこまで今度の予算で組

んでもらえなかったのか、組めなかった

のか。

　補正を見た時も減額補正ですよね。図

書館費なんかでも３９７万８，０００円

の減額になってるわけですよね。この辺、

数字だけ見て言ってますんで、あれなん

ですけれども、どれぐらい予算が要るの

かわからないんですけれども、例えば本

のバーコードを読み取る機械とか、それ

であれば、そんなにお金はかからないと

思うんですけれども、そんなデラックス

な設備をつけよとは言ってるわけじゃな

くて、今回小学校が図書館とのＬＡＮを

組むということなんですけれども、公民

館の、せめてまず千里丘公民館の分、こ

れ、なぜ組めなかったのか。それとも、

来年には組もうと考えておられるのか、

ぜひこれは返却本だけの回収ではなくて、

もう本当に１日も早く、デラックスな図

書館を建てよと言ってるわけじゃないん

で、これほんまに、もうどないかできな

いんでしょうかお聞きしたいと思います。

　小・中学校の図書購入費は、ほぼ同年

程度となってるので、学校現場の声なん

かもよく聞いていただいて、ぜひ充実し

ていただきたいと思います。

　次に、保健体育費。総務の所管の部分

に係ると思うんですけれども、土地購入

費ということで９，９００万円で購入を

するわけですが、購入したあとの体育施

設の利用の仕方は、どんなふうに改修さ

れるのか、ちょっとそれだけ確認したい

と思うんです。

　それから、温水プールの改修を行うと

いうことで４０７万５，０００円上がっ

てるわけですけれども、今、温水プール

しかないわけですよね、摂津は。子ども

たちは毎週月曜日、無料開放の日に行く。

それから、それぞれ教室などは、ほぼちょっ

と微増なんですかね。やと思うんですけ

れども、市民にとっては唯一の水と親し

める施設ということで維持補修も大変だ

と思うんですけれども、この利用の実態、

それから他の体育施設などは若干、私は

使用料とか見てますと減ってきてるとい

うふうに思ってるんですけれども、先ほ

どテニスコートの分もあったんですが、

摂津のテニスコートよりも吹田のテニス

コートでやってんねんとかいう人の声な

んかもよく聞くわけです。それは、やっ

ぱり使用料についてもあるわけですね。

　そこら辺で言いますと、市民のニーズ

というか、その辺と合わせて体育施設の

あり方というか、そういうのもどういう

ふうに改善をして、よく利用していただ

けるようにしようとされているのか、こ

の際お聞きしておきたいと思います。

○阿部委員長　暫時休憩いたします。

（午後３時　２分　休憩）
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（午後３時３７分　再開）

○阿部委員長　再開いたします。

　本日は、会議の時間を延長して最後ま

でやりたいと思いますので、どうぞよろ

しくご協力のほどをお願い申し上げます。

　それでは、川口委員への答弁からいき

たいと思います。

○阿部委員長　馬場教育総務部次長。

○馬場教育総務部次長　それでは１つず

つお答え申し上げます。

　まず、概要の１０６ページの報償費に

関係するところでございますが、来庁記

念品としての９，０００円ということで

ございますが、これにつきましては教育

委員会へ来られる公式な訪問者に対する

記念品ということで９，０００円の枠取

りをいたしておりますが、１５年度も出

費予定はございません。ただ、来年度も

そういった形の分の枠取りをさせていた

だいたということでございます。

　それから、１０７ページの一般事務事

業の国庫返還金１，３０４万８，０００

円でございますが、これにつきましては

みやけ幼稚園の廃園に伴いまして、跡地

施設が一般会計に引き継ぎます。それで

現在、残りの補助金がこの１，３０４万

８，０００円ございますので、これにつ

きましては施設廃止に伴いまして、国の

方へその手続を取りまして、来年度返還

金をすると。これにつきましては、基本

的に２次行革の中で資産の活用という形

になっておりますので、そういった形が

できるよういたすものでございます。

　それから、１０７ページの校務員共同

研修事業の足場組み立てが１５０万円に

ふえてるということでございますが、基

本的に例年、私どもは１か所５０万円の

３か所で１５０万円の予算取りをしてお

りましたが、１５年度はご指摘いただい

てますように５０万円、１か所のみとなっ

ております。これにつきましては、１５

年度は先ほど申し上げましたように、幼

稚園の統廃合に伴いまして、せっつ幼稚

園の塗装作業であるとか、引越し作業で

あるとか、そういった部分を校務員が全

員、共同作業という形でする予定をいた

しておりましたので、１か所のみとして

おりました。そういうことでございます

ので、例年３か所の予定をしたものでご

ざいます。

　それから、文書集配事業につきまして

のことで、事故等のことのご心配もいた

だいておるわけでございますが、来年は

先ほど申し上げましたように再任用職員

で行います。それで、それに伴いまして

従前、学校施設につきましては週３日、

それとそれ以外の公共施設につきまして

は、週２日でございましたが、基本的に

毎日、学校に行くという形でサービスアッ

プを図りたいと、そういうように考えて

おります。

　それと、安全対策でございますが、雇

用の関係で３交代とかトイレの休憩をど

うするかということでございますが、ま

ず平成１５年度におきましては代表質問

でもご説明申し上げましたように、業務

委託で立ち上げたいと考えておりますの

で、４月に受付室をつくりまして、連休

明けで業務委託をすることによってやり

たいと考えております。

　国の緊急雇用の補助金を使う関係上、

一定の額の賃金の支払いが必要になりま

すので、１５年度におきましては１日１

名配置を考えております。

　この際に、じゃあトイレ休憩とか昼休

み休憩がもちろん要るわけでございます

が、それにつきましては校門にインター

ホンをつけまして、職員室とインターホ

ン連絡できるようにする予定をしており

ます。もし、トイレへ行かれる時とか、
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どうしても急に席を離れなければならな

い状況が生じたときは職員室に必ず連絡

してもらって、その間は校門を閉鎖して、

もし来客が来られたときはインターホン

を使用すると、そのように考えておりま

す。

　それと、昼休みですけども、これも校

長会の役員と話しまして、これは学校に

一応時間は委ねますが、昼間の１時間程

度は校門を閉鎖して、インターホンで対

応すると。校門の脇に何時から何時につ

きましては、この門を閉鎖しております

と、急用の方はインターホンをお押しく

ださいという、そういう表示をいたしま

して対応したいと。

　事前にＰＴＡとか、出入りの業者につ

きましては、その旨、事前に通知して、

その時間帯の来訪を遠慮していただくよ

う協力をしていただくということで対応

する予定をいたしております。

　１７年度からは有志の市民を募りまし

て、１日３人程度で３交替制によりまし

てやっていきたいと考えております。３

交代ですけども、今、念頭に置いてます

のは８時半から５時までの間で、若干勤

務の時間を重複するような形で前後２０

分程度は朝勤務、昼勤務、夕方勤務の方

が重なるような勤務体系にしまして、そ

の間の引き継ぎであるとか、トイレとか、

そういったことについても対応できるよ

うな形を今考えております。

　それから、小・中学校の設計業務、補

正も絡みまして、ご質問があった、私ど

も説明しましたように、今回、補正の中

で都市開発課の技術職員に協力いただき

まして、外注する予定をしていたものを

内部設計に回して経費の削減に努めたと

ころでございます。そのようにできた一

番大きな要因は、耐震設計の中で１次診

断について、従前は行わなくてよかった

んですが、これをしなければならないと

いうことになったんですが、その１次診

断につきまして大阪府の方が１次診断ソ

フトということで共通のソフトを開発し

まして、それを一応それぞれ市町村に配

布したと。

　私どもの都市開発の職員が大阪府の方

へそのソフトの取り扱いの研修に行って

いただきまして、それで活用できるとい

うことになりましたので、補正で減額で

きるような形で内部でやっていただく形

ができました。

　今後におきましても内部の技術をぜひ

活用するような形で経費の節減に努めた

いと考えております。

　それから、今後の耐震の計画の見通し

　ということでございますが、耐震はや

はり昭和５６年以前の建物について、一

定、計画も出しておりますので、進めて

いかなければならない課題というふうに

は考えておりますが、非常に厳しい財政

状況の中で緊急にやらなければならない

事業等もございますので、今の状況では

若干、計画よりもおくれる状況というこ

とになっております。あと、幼稚園の統

廃合に関しましては、またあとでまとめ

てご答弁申し上げます。

○阿部委員長　寺田教育総務部長。

○寺田教育総務部長　まず１点目の小学

校の通学区域審議会をどのように行うの

かというご質問でございますが、ご承知

のとおり、今現在、小学校の統廃合問題

について各地域、あるいは保護者の皆さ

んとお話をしているところでございます

ので、この統廃合について、一定、判断

をした場合については、手続として通学

区域審議会の審議を経るということで考

えております。

　次に、幼稚園の係る問題でございまし

て、まず１点目の自転車が今たくさん置
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いておるのは大丈夫かというご質問でご

ざいますが、これはまだ統廃合しており

ませんので、３月まで幼稚園バスが入っ

てくる車寄せのところに自転車を置くこ

とを許可をしております。４月からは自

転車で子どもさんを登園される方につい

ては、ご承知のとおり幼稚園と保育所の

間に通路がございます。そこに自転車を

並べていただいて、その通路の途中に通

用門をつくっておりますので自転車の方々

はそこから幼稚園の敷地内へ入っていた

だきます。見ていただいたらわかります

けれども、そこには屋根も設けまして園

児、あるいは保護者が雨の時は濡れない

ようにも施しております。

　それと、まず幼稚園の統廃合について

ということでございますので、４月から

統廃合いたしますので、一度こちらのま

とめた結果ということでご説明を申し上

げます。

　まず今回、幼稚園の統廃合によりまし

て、４歳児、今まで４０人定員であった

のが３０人定員にやりました。５歳児に

ついては、４０人定員を３５人定員に改

めました。それに伴いまして、それぞれ

入園の申し込みの状況はございますが、

この１６年４月から入られる子どもさん

たちの応募状況、それと待機状況を申し

上げますと、今現在、１１月は募集のと

きでございますが、統合後のせっつ幼稚

園については９０名定員でございますが、

１０３名の応募がございまして、１３人

の待機が生じております。べふ、とりか

い幼稚園には待機はございません。

　ただ、しかしこれを統廃合しない、以

前の４園のままであればどうなっていた

かということをこちらはシミュレーショ

ンでやってみました。

　そうしますと、せっつ幼稚園は４歳児

は４０人定員で応募者数が６５人ですか

ら待機者が２５人出ていただろうと。そ

れと、とりかい幼稚園についても１１人

の待機者が出ていたと。ですから、この

統廃合によりまして、統廃合しなかった

場合は３６人の待機者、統廃合したこと

によって１３名の待機者に減ったという

ことでございます。

　それと、職員の配置でございますが、

クラスの人員を減らしまして、クラスも

ふやしましたが、正職員については１８

名であったのが１６名、２名の減という

ことになりました。臨時職員につきまし

ては１２名おりましたが、これにつきま

してはその１２名の配置と、ちょっと園

務員が、シルバーに委託しておりますが、

園務員もいたとして仮定をしますと１２

名そのままででございますが、ただし今

まで幼稚園に障害を持った子どもさんた

ちが入園してきた場合、教育委員会とし

ては、それに伴う特段の加配ということ

をしておりませんが、今回、この１２名

の範囲内の中で３名の加配を生み出すこ

とができたということで、幼稚園現場に

ついても障害児の加配ができたというこ

とで非常に喜んでいるところでございま

す。

　したがいまして、人件費そのものにつ

いては職員の正職分の人件費等で相当な

経費も削減をされておりますが、トータ

ルでいきますと、なるほどみやけ幼稚園

は統合によって、なくなりましたが、待

機児童者の数も減った、あるいは念願で

ありました４０人定員を３０人、３５人

定員とすることができたということで、

教育委員会といたしましてはトータル的

に、この統廃合によりまして、一定、い

ろんなことができたのではないかという

ふうな評価をしております。

○阿部委員長　浜生涯学習部参事。

○浜生涯学習部参事　公民館講座の謝金
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の基準についてお尋ねでございましたが、

お答え申し上げます。

　公民館講座は、年間にしまして講座数

が１６年度の場合は約１９０の講座を開

催する計画で、それで延べ回数としては

５００を超える回数になります。それを

６館の公民館でやっておるわけでござい

ます。

　そして、講師謝金の基準でございます

けれども、一般的に趣味的な講座を開催

す場合は、１講座、市内の講師の場合は

７，０００円程度、これで交通費込みで

すけれども、それから市外からお越しに

なる場合は８，０００円というのが一般

的に基準でございます。

　そして、また特別な大学の教授である

とか、専門家を呼んだり、あるいは芸能

人を呼ぶという場合は、これにはかなり

幅がございまして、１万円から３万円と

いうふうなことでございますけれども、

公民館講座と申しましても、一概に内容

が非常に多岐にわたっておりまして、映

画会というふうなものもありますし、そ

れから演奏会というのも講座という位置

づけで開催しておりますし、また落語と

か、そういう芸能の部分の催しもござい

ます。そういうようなことで非常に、個々

にはかなり内容が違っておりますので謝

金の基準の幅がございます。

　それからもう１つは、市民団体と共催

をして講座を開設するとか、行政の関係

課と共催でやるとかいうふうな場合もご

ざいまして、そうした場合には費用の折

半とかいうふうなこともございまして、

やっておるわけでございます。

　そして、１６年度の報償金が４００万

円というふうに計上されておりますが、

昨年は４３０万円だったというふうにおっ

しゃってますが、確かに報償金をとらま

えますと、そういう当初予算レベルでの

比較はそうなんですが、１６年度はその

４００万円の講師謝金のほかに講師派遣

委託料として別途７２万円の予算を組ん

でおりまして、この講師派遣委託料は、

なぜこういうふうに報償金と分けて計上

したかと申しますと、ＩＴ講習とか、そ

れから子育て支援の講座なんかでＮＰＯ

法人等に依頼をして指導者を派遣してい

ただくというケースがございまして、そ

ういった場合には個人に支払う講師謝金

じゃなくて委託契約を結んでやってると。

その委託契約分が別途７２万円というこ

とで、トータルでは昨年よりもふえてお

ります。この金額を市内６公民館で、で

きるだけ均等に事業展開ができるように

予算配分しながらやっております。

○阿部委員長　田川学務課長。

○田川学務課長　交通専従員の賃金の件

ですけれども、一応、減額になってると

いうことの理由なんですけども、平成１

５年から今まで４名、賃金で雇用してい

た分を３名に減らしましたので、その分

が減額になっております。

　それと、今後、有償ボランティアの活

用等、どうなるのかということなんです

けれども、先ほども答弁いたしましたよ

うに、シルバー人材センターの方への委

託を一応、考えておりますけれども、Ｎ

ＰＯの活動等、交通専従員の業務が執行

できるということであれば、それについ

ても検討したいと考えております。

　それと、交通専従員の配置でございま

すけれども、交通専従員に配置につきま

しては、一応、賃金で雇用しております

交通専従員も味生小学校で西一津屋のダ

イキン工業前１名です。それから、鳥飼

西小学校、鳥飼西５丁目の淀川沿いに１

名、それと鳥飼東小学校で鳥飼東小学校

の前に１名を配置予定をしてます。

　それと、シルバー人材センターに委託
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してます分で鳥飼小学校の校区で鳥飼中

１丁目の阪本産業前に２名、それから三

宅小学校で昭和園１１番地のところ、大

正川の西詰めですけども、そこへ２名で

す。それと千里丘東１丁目７番地の沢良

宜東停車場線、そこへ２名。それと鳥飼

東小学校で鳥飼上３丁目の鳥飼水路沿い

に２名。それから、鳥飼八町の新幹線沿

いに１名。それから、味舌小学校で正雀

１丁目の中道橋西詰に２名。それから、

鳥飼西小学校で鳥飼西４丁目のところ、

淀川沿いに１名です。それから、味舌東

小学校で三島２丁目のところに今橋があ

りますけども、その東詰に１名を配置す

る予定をしております。

　それと幼稚園のバスの運行委託をどう

考えているのかというご質問なんですけ

れども、幼稚園バスにつきまして、みや

け幼稚園がせっつ幼稚園に統廃合になり

ますので、みやけ幼稚園のバスをせっつ

幼稚園に回っていただいて、一応、２回、

コースを走っていただく予定をしており

ます。

　それから、とりかい幼稚園につきまし

ては、これは今までどおり３回、コース

を走っていただく予定をしております。

　それから、べふ幼稚園につきましては、

今まで１回しかコースを走ってなかった

んですけれども、もう１回余裕があると

思いますんで、もう１回はせっつ幼稚園

の応援に回っていただく予定をしており

ます。

○阿部委員長　垣岡教育総務部参事。

○垣岡教育総務部参事　１１１ページの

教科書採択事業における報償費と消耗品

費の内訳でございます。

　平成１６年度でございますけども、平

成１７年より４年間使用いたします小学

校の教科書の採択を行います。採択期間

は平成１６年の４月１日から９月１６日

ということで前回よりも期間が延びてご

ざいます。教育委員会が採択を行うわけ

でございますが、すべての手続は教育委

員会で決定いたしますので、前回の例で

予算立てをしております。

　選定委員の方を選ぶわけですが、その

メンバーは保護者の方と学校の職員、そ

れから事務局の者というふうなことになっ

てございまして、保護者の方に報償費を

お支払いするということになります。広

く市民の意見を取り入れるというふうな

ことになりますから、できるだけ人数が

多いというふうなことが、より皆様のご

意見を得られるということになりますと、

ある程度の予算を見ておかないといけな

いというふうなことになります。

　それと、先ほど申し上げましたように

採択期間が延びておりますから、前回よ

りも十分落ち着いて審議ができるという

ふうなことになりますと回数もふえるの

ではないかというふうなことで１０万円

の予算計上をさせていただいております。

　それから、消耗品費の方につきまして

は、学習指導要領につきまして選定委員

の方、それから今度は各教科ごとに５名

の調査員が前回の例でしたら選ばれてる

わけなんですが、それでいきますと４５

名。それから教科書センター用に５部と

いうふうなことで、かなりの数の学習指

導要領を買わなくてはなりません。それ

と、今度は各教科の解説書でございます

が、これを調査員４５名にお渡しすると

いうふうなこと、それから教科書センター

用にも置いておくというふうなことでご

ざいます。

　それと、いろんな諸経費というか、消

耗品がございますので、紙代であります

とか、そういう事務的なものにかかる費

用がございますので、それで大体１０万

円というふうな形で予算立てしたという
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のが今回の予算でございます。

　続きまして、同じページの教務用品の

支給事業の内訳について教えてください

というふうなことでございます。申し上

げます。１つは、小・中学校の教務手帳

でございます。

　それと、小学校及び中学校の教職員用

の教科書を買ってございます。それと、

それぞれの小学校・中学校の教職員の指

導書を買っております。それと、すべて

の中学校１年生にお渡ししてるんですけ

ども、生徒用の副読本で体育の本をお渡

ししておるというふうなことで、この金

額を計上しております。

○阿部委員長　西村人権同和教育室長。

○西村人権同和教育室長　概要の１１３

ページの家庭の教育機能総合支援モデル

事業にかかわりまして、これは学校教育

課で人権同和教育室、教育研究所、３者

が一体となって取り組みを進めていきた

いということで、私の方からこのモデル

事業の補足及び、この間、不登校の問題

であったり虐待の問題も含めて提起もあっ

たかと思いますので、まとめて現時点で

の教育委員会の考え方を説明させていた

だきます。

　まず、家庭の教育機能総合モデル拡充

事業の趣旨といたしましては、教育委員

会に配置した相談員を小学校に派遣して、

学校と家庭をつなぐ役割として学校と一

緒に共同で、ともに行動をしていただく

ということが趣旨としてございます。

　ご存じのように、不登校問題だけでな

く、この間、摂津市におきまして、その

背景の中で家庭の教育機能に対する支援、

家庭支援が必要とされるような家庭もた

くさんございます。その中で虐待に至っ

てしまったり、虐待にいかないにしろ不

適切な養育環境の中で子どもたちの成長

の阻害ということを学校が、どう家庭に

かかわっていくのかということが非常に

重要な課題として問われております。そ

ういう中で、この間、教育委員会としま

しては不登校をなくし、虐待についても

早期発見、早期解決ということで、改め

て１つには学校の果たす役割ということ

で、担任だけでなく必ず管理職、あるい

は担当者にさまざまな子どもにかかる情

報、特に気にかかる家庭のお子さんに対

しては情報を収集して、学校全体として

子どもたちを見守っていくという体制が

何よりも必要であるということで、学校

の方にも指導してまいりました。

　もう１点が、そのことを学校だけで抱

え込むのではなくて、共同で機関、ある

いは地域にもご協力を願いながら一緒に

動いていくということで、例えば、虐待

事例にかかわりますと虐待防止連絡会と

いうのが発足して３年近くたとうとして

おるわけですけど、たくさんの相談事例

が寄せられております。その中で教育委

員会としても機関の方と一緒に、学校か

らの報告は必ず教育委員会にも報告いた

だいて、一緒にケース会議もたくさん積

み重ねてきました。

　あるいは、不登校にかかわって非常に

気になる家庭を学校と、いろんな方の協

力で、どう学校復帰につなげていくのか

ということで研究所の適応指導教室なり、

あるいは機関からの働きかけということ

も含めて子ども思春期相談会という場も

活用しながら十分なケース会議を積み重

ねてきました。

　このような成果に立って、ただ単に学

校が相談員にお願いするということでな

くて、一緒に複数の目で子どもたちを見

て、学校は学校としての役割を果たしな

がら、相談員は相談員としての親しみや

すさも含めて家庭の役割を意識的に働い

ていただいて、共同で問題解決に当たっ

－�56�－



ていきたい。そういうので生涯学習課も

含めて４者で共同で、この事業はやって

いきたい。そういう意味で今までスクー

ルカウンセラーも週１回という派遣でし

たが、重点的に人も配置して、はっきり

言って１年間で一定の結果も出していき

たいというふうな強い決意で、この取り

組みはやっていきたいというふうに思っ

ております。そういう意味で、連携と言

いますと、ついついお互いの責任を押し

つけ合うということでなくて、一緒にそ

れぞれのできることを共同でやっていく

というスタイルが確立できれば、必ずや

次の施策に生かされていくものというこ

とで現在考えておりますので、またご支

援をよろしくお願いしたいと思います。

○阿部委員長　芝野生涯学習部次長。

○芝野生涯学習部次長　概要の１２７ペー

ジ、学童保育にかかわりましてのご質問

にお答えを申し上げます。

　先ほどのご質問にもお答えしておりま

すが、子育て支援、それから就労保障と

いう観点で過去定員の弾力的運用を図っ

てきておりまして、３年前の平成１３年

４月１日の入室が４０９名でございまし

たものが、この１６年４月１日の予想と

しましては５１６と、１００名以上ふえ

ておるという現状で、小学校の児童数そ

のものが大きな変動がない状況で、ご指

摘のように働く親御さんの増加が、この

数字からも見えるというふうには考えて

おります。

　子どもたちは、学校で授業を終え、終

わりの会を終わったあと、学童保育室へ

入室した時点で教育総務部所管から生涯

学習部所管へということで、子どもたち

の管理の所管が変わりますけれども、あ

くまでその学校の児童であるということ

で非常に、学校現場、総合的学習であり

ますとか、習熟度別事業の展開等でよい

ケースが十分ない状況も一方でございま

すが、これまでもそうでございましたが、

今後とも学校の協力を得ながら学校運営

については工夫もしながら事業展開に努

めてまいりたいと考えております。

　なお、この課題につきましては、現に

子どもたちに指導に当たります学童の指

導員の方も前向きに検討していただいて

おるところでございます。

○阿部委員長　井上市民図書館長。

○井上市民図書館長　千里丘公民館で図

書の回収をする際に、なぜ貸出が、でき

ないのかということについてご説明した

いと思います。

　公民館で図書の貸出をするためには、

まず、だれに、いつ、何という本を貸し

たかという、そういう記録をとっておく

必要があるわけです。そのためには、や

はり図書に張られてるバーコードを読み

取る機械、ハンドスキャナというふうに

呼んでるんですけど、これが必要になり

ます。このハンドスキャナ１台分は大体

１００万円程度かかります。現実に千里

丘公民館で図書の貸出をするとなりまし

たらハンドスキャナが２台必要になるわ

けですね。といいますのは、貸出、返却

等の処理をしたハンドスキャナ、中に入っ

てるデータにつきましては図書館の方に

持ち帰りまして、図書館のコンピューター

の方にデータを入力する必要があるわけ

です。その間はデータの入ってないハン

ドスキャナを公民館の方に置いておく必

要があると。順繰り順繰りやるという形

で２台が必要になるわけです。

　この２００万円が予算的に認められる

かどうかという話なんですけれど、先ほ

どちょっとお話させてもらいましたけど、

１６年度で返却ポストを購入したいとい

うことで予算要求さしてもらいました。

この返却ポスト１台分は５０万円程度な
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んですけれど、この５０万円ですら認め

てもらえなかったということからします

と、この２００万円の要求というのは、

なかなか難しいのではないかというふう

に考えております。

　その関係で、１５年度の補正予算を見

てもらいましたら図書購入費が１５２万

円ほど減額されておりますので、これだ

け減額するのであれば、このお金で買え

るのではないかという考えも出てくるか

もわかりません。この件につきましては、

予算の執行というものにつきましては、

財政課から予算の配当というものをもらっ

て、その予算の配当の中でしか予算執行

ができないという仕組みになっておりま

す。１５年度、図書館に対する図書購入

費の予算配当額は、予算額の９０％とい

うことになりますので、それを超えて図

書館としては予算の執行ができないとい

うことでございます。

　そういうことで、残りの１０％につき

まして今回、減額補正をさせていただい

たということでございます。

　それから、１６年度の予算につきまし

ても図書費が１５２万円減額されている

のではないかということでございますが、

これにつきましては、市の財政の仕組み

としまして経常経費と、それから政策的

経費というのに分けて予算計上するわけ

ですけれど、経常的経費につきましては、

もう財政の方から、その課に対する一定

の枠というものを決めて、その範囲内で

やってくださいという形になります。

　その中の細目につきましても、例えば

図書購入費については１５年度の１０％

減、消耗品費についても１０％減という

ような形で指定されてきておりますんで、

それに従いまして１６年度につきまして

も１５年度と比べまして１０％減の１５

２万円が少なくなっております。

○阿部委員長　山下生涯学習部参事。

○山下生涯学習部参事　それでは、温水

プールの利用者の減少している理由につ

いての考え方でございますけれども、私

どもの方といたしましては、減少の主な

原因は特に見当たりませんけども、プー

ルの利用状況につきまして、利用者の推

移等を見守ってまいりたいと考えており

ます。

　また、現在の教室につきましては、日

曜日を除きまして教室を設けております。

ただし、日曜日は一般遊泳として提供い

たしております。

　なお、教室の内容でございますが、幼

児教室をはじめ、親子教室、小・中学生

を対象、女性成人者を対象にした各種教

室を設けて行っております。

　また、プールは８コースを有しており

まして、３コースは教室に使用いたし、

２コースは一般遊泳に、残りの３コース

はオープンとして場所の提供を行ってお

るところでございます。

　プールの使用状況から教室の利用拡大

を図ることにつきましては、困難ではご

ざいますけども、各種教室の開催等の周

知啓発等、今後、検討してまいりたいと

考えておるところでございます。

　また、体育施設の利用度を高める考え

方でございますけども、私どもといたし

ましては各体育施設の利用等に対しまし

て、平成１５年１１月に広報せっつに体

育施設の案内及び利用方法等の掲載をい

たしておるところでございます。今後に

おきましても、あらゆる機会を通じまし

て、啓発等行ってまいりたいと考えてお

ります。

　続きまして鳥飼体育館、公民館の駐車

場としての整備内容でございますけども、

今回、民有地境界のブロック塀に３段積

みでブロックを積まさせていただき、そ
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の上にネットフェンスを設置させていた

だきます。また、道路側にネットフェン

スを設置し、車両出入口及び歩行者の門

扉等の整備を行うための２５３万２，０

００円を計上させていただいております。

　なお、今回、アスファルト舗装につき

ましてはいたしておりませんので、ご理

解のほどよろしくお願いをいたします。

○阿部委員長　田川学務課長。

○田川学務課長　済みません。１点、答

弁漏れがございましたので答弁させても

らいます。

　報償費の件でお尋ねになっていたと思

うんですけれども、報償費の資料をお渡

しはしてるんですけども、一応、報償費

として計上させていただいているのは、

眼科の検診と耳鼻科の検診、それから就

学児、就園児の検診の報償費で、それと

あと修学旅行等に付き添いの看護師の報

償についても計上をさせていただいてお

ります。

　まず、修学旅行等の付き添いに行かれ

る看護師の報償費ですが、これは１日当

たり１万３，７５０円の、小学校で２５

日分、中学校で１６日分を計上させてい

ただいております。

　それから、眼科検診なんですけれども、

眼科の方は１人当たり２７０円の、小学

校で４，７００人分、それから中学校で

２，０７０人分、幼稚園で３５０人分を

計上させていただいております。

　それから、耳鼻科検診につきましては、

１人当たり２９５円の、小学校で４，７

００人、中学校で２，０７０人、それか

ら幼稚園で３５０人を計上させていただ

いております。

　それから、就学児、新１年生に入る方

の検診ですけれども、これは医師の基本

給といたしまして３万３，０００円の１

２人分。それから、就園児、新しく４歳

で幼稚園に入る方の検診なんですけれど

も、これは３万３，０００円の３人分を

計上させていただいております。

　それと、あと人数割として２９０円の

４９０人分を計上させていただいており

ます。

　それから、同じく医師に付き添いの看

護師として６，０００円を小学校で１２

人、それから幼稚園で３人分を計上させ

ていただいております。

　それと、申しわけないんですけれども、

先に川口委員さんにお渡しした資料の中

で幼稚園にかかわる分の報償費、若干訂

正をお願いしたいんですけども、報償費

１１７万円になっていたと思うんですけ

ども、それはちょっと中学校もそのまま

記載したもので、幼稚園につきましては

３７万６，０００円でございます。訂正

をお願いしたいと思います。

○阿部委員長　それでは、一番最初にあ

りました教育委員会の予算に関して、和

島教育長。

○和島教育長　今年度の予算編成に対す

る教育委員会の考え方のお問いであった

と思います。

　予算書、先ほどもご質問の中にござい

ましたように、今年度、大変厳しい財政

状況の中で教育予算として５，７２７万

１，０００円、１．８％の増になってご

ざいます。この予算編成につきましては、

教育委員会２部５課、そして教育研究所

が今日の教育行政課題につきまして、ど

こに重点を充てていくんだということを

るる検討もいたしました。そういう中で、

本日、午前中から、るるご質議を受けて

おります内容、即ち今年度の予算の重点

項目としましては、やはり何といっても

一番に、児童・生徒の安全確保だろうと

いうこと。それと、教育内容、学校教育、

特に内容の充実を図っていかなければな
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らないだろうというようなこと。

　そして、もう１つは今もご質問のあり

ました不登校対策、これをやはり学校に

出てこれない子どもたちをどうして学校

へ復帰させるのかということも、これも

大きな課題であろうと。この大きな３つ

の柱の中で予算編成をさせていただいた

ところでございます。

　それで、もう細かい内容につきまして

は、安全対策につきましては、学校の正

門に受付室を設ける云々の話しとか、あ

と防犯ブザーを全児童・生徒に配布する

とか。あるいは、細かい話しですけれど

も声かけ１１０番、これは生涯学習課の

方が中心になって進めております。

　それと、教育内容でしたら、先ほどか

らこれもご質問にあります学力定着度調

査、あるいは英語教育の充実とか、もう

１つ、今回の予算で大きくなってきまし

たのが教育研究所の方でコンピューター

ソフト教育の推進ということで、ポータ

ルサイト構築事業とか、そういうものが

ございましたけれども、そういうところ

に大きな予算を組んでます。

　細かい内容を言いますと、研究所の方

で２，２６３万２，０００円ほど、今年

度はアップしていると。そして、また中

学校、各校を見ていただきましたら中学

校費、あるいは小学校費等で出し入れが

ございます。

　中学校費の方では５，９００万円ほど

ふえておりますし、小学校の方では７，

７００万円ほど減ってる。また、幼稚園

の方でも７，６００万円ほど減っている

ということで、そういうことはあります

けれども、これはやはり建設事業費、施

設改修とか、その辺の部分での影響かと

理解いたしております。

　ですから、今言いましたように、やは

り先ほど言いました３つの重点柱、それ

について教育委員会、先ほど言いました

全職員で、この辺の議論をして予算編成

をさせていただいたということでござい

まして、また生涯学習部の方では、特に

市民図書館の空調設備とか、その辺の施

設整備の方に重点的に予算配分をしたと

いうことでございます。

○阿部委員長　川口委員。

○川口委員　報償費については、今回、

資料請求させていただいて、こと細かく

説明いただいたわけなんですけれども、

予算書を見て、予算概要を見て、それで

もなかなかわからないところもあります

もんで、もう少しわかりやすいような中

身でお願いできたらなと要望しておきた

いと思います。また、的確にこれを運用

していただきたいと思います。

　それから、文書集配事業なんですけど、

これ、再任用の方でやるということなん

ですが、前の時に事故に遭われて学校な

どの公共施設などのいろいろ文書という

ことで、対応とか、事故の時のことで言

うと私は複数体制でやるべきではないか

と、そういうふうに提案をしてきてるわ

けなんですけれども、これはあくまでも

１人でこういうことで、先ほどの学校安

全対策ではないですけれども、もう少し

２人ぐらいで連携を取りながら、この安

全確保もしながらというような文書の問

題、学校の関係の文書もあるということ

だと思いますので、その辺で再任用とい

うことで人件費は、委託料は下がってい

ますけれども、どうなのかなと、そう思

うんですね。

　学校施設と公民館、それからいろいろ

な施設にこれから、さらに広がる可能性

が多いと思うんですね、仕事量としては

ね。そこら辺のところ、もう少し、今度

の体制で十分だと、そういうふうに考え

ておられるのかお聞きしたいと思います。
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　安全対策事業なんですけど、資料で説

明書をいただいてて、ずっと考えておっ

たんですけど、これ、お１人の方で結局、

今年度は８時半から５時まで、校内を巡

視するということもお願いするわけなん

ですね。この時間帯の前後１回ずつ、計

６回、校内を巡視するというのも入って

るわけなんですね。これの仕事になるわ

けですか。お願いします。

　１７年度については有償ボランティア

とかでやっていくということなんですけ

れども、本当によく相談をされて、地域

の皆さんも含めて、どう協力ができるの

か。これはやっぱり、いろいろな事件が

ある中で人の命もかかってる問題で、受

付といえども１人でいくらボランティア

の方と言いましてもいろんな問題がある

わけで、そこら辺も含めてやっぱり慎重

に考えていかないとあかん問題ではない

かなと。本来は専門的な人が立つ方がい

いのではないかと、そういうのも感じる

わけなんですね。それについて、やっぱ

りよく話し合っていただいて、ＰＴＡと

かの意見もよく聞いていただいて、また

改善をしていただけるんであれば、して

いただきたいと思います。１点だけ、そ

こをお聞きしたいと思います。

　小学校の通学区域審議会の分なんです

けれども、今、適正配置審議会の、この

間、ずっと説明をやってこられたという

ことなんですけれども、味舌小学校のＰ

ＴＡの方からは先日、何か地域に配られ

ておられる機関紙なども各議員の皆さん

にも配られてたと思うんですけれども、

やっぱりいろいろ切実な、１万２，００

０名ぐらい、やっぱり撤回してほしいと

いう、統廃合に反対する考え方も日に日

に大きくなっているというか、そういう

のがあるわけなんですけれども、先ほど

の答弁で一定判断した場合に、審議会を

行うと、そうおっしゃって。私たちがい

ただいてたスケジュール案でいくと、こ

の予算議会で条例案を提出したいと、そ

んなような方向も出されてたんですけれ

ども、本当にこれ慎重にやっていかない

と状況も変わってきてますし、３５人学

級でいっても、そんなに大きくクラスは

ふえないとか、本会議でのやりとりがあっ

たわけなんですけれども、この統廃合の

適正配置の審議会をやったころと比べる

と、やっぱり状況が大きく変わってきて

いると、そういうふうに思うんですね。

　これの中身で、ずっと説明会をやって

こられたんですけれども、これの例えば

答申の概要に書いてある人数というのは

１３年５月１日現在で子どもの人数を出

しておられるわけですね。これで説明し

ておられるのは。さきの代表質問では、

昨年の５月１日ぐらいの人数でシミュレー

ションを組まれたりとか、そういうこと

も出てましたけれども、例えば、鳥飼小

学校などでいきますと、このときには３

２０人となってますけど、３５２人とク

ラスも１２学級になってますよね。ここ

ら辺で、わずか３０名程度だとおっしゃ

るかもしれませんけれども、状況的には

学校のバランスというのは出てますけれ

ども、例えば、鳥飼小学校でも１２学級

ないとしていたところですけれども、来

年度の入学希望者などを見ると、決して

そういうふうにはなってきてないなと、

ふえてきてるという感じを受けてるんで

すね。実際に数字で見てもそうやと思う

んです。鳥飼小学校なんかでも５９名で

すけれども、ふえてきてるとは思うんで

すね。

　そういう中で、このときに出してた標

準とするというのは、このときの基準と

いうのは４０人で１２から１６クラスが

適正規模とするというふうにやってはっ
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たわけですよね。６０人を最低人数とす

るということで、これでいきますと３６

０人から１８学級ですので、最高７２０

人ぐらい、４０人学級でいくと、そうい

う規模だったわけですけれども、ようや

く大阪府が来年度から１クラス３８人か

ら始まりますけど、２００７年には３５

人にしていくということで、シミュレー

ションもつくっておられるし、あれなん

ですけれども、２００７年には結局、適

正規模というのは３５人掛ける１８でい

くと６３０人が適正規模ということにな

ると思うんですね。そういきますと、例

えば市が提案してる味舌、味舌東の分で

いきましても、摂津なんていうのは６７

９人ぐらいになっちゃうんですね。案が

２つありますから、あれですけど、味舌

東についてはそんなに大きく変わっては

こないんですけれども、摂津に味舌から

４８人行くとすれば６７９人になってし

まうんですね。

　柳田でも６６０人ということにもなっ

ていくわけで、市が言っておられる１２

学級から１８学級を適正規模とするとい

う、そういうこと自身も崩れてきてるん

ではないかと。長い審議会の１年半ぐら

いかかった審議会ですか、その答申が出

て、またそれからずっと説明会をしてま

すけれども、大阪府の府政も全国の大き

な運動の中でようやく重い腰を上げたと

いうことで、今、全国では２６の自治体

でやってて、大阪は遅い方ですよね。そ

れでも、もう流れとしてはそうなってい

くと思うんですね。

　本会議での答弁でも、１年生、２年生

からやっていくから全部が３５人になる

んではないと、そういうふうにおっしゃっ

たわけですけれども、順繰りに上がって

いったとしたら、来年度は約８００人が

入学するわけですよね。そのうち私学へ

行かれる方もおるとか、転出予定の方も

おるとかっていうことなんですけれども、

７８８人ということで、子どもの数とい

うのは微増ではありますけれども、ふえ

ていっていると。本当に年によって波は

あると思うんですけれども、私もずっと

取り上げてきました住宅の開発の問題と

かも見ましたときに、やはり条件が変わっ

てきてるんではないかと、これを審議会

でやってきたときとは変わってる、大き

く変わってる。そういうことで言うと、

この通学区域審議会の中でもどのような

一定の判断をした場合ということで審議

されるのかわかりませんけれども、この

統廃合問題については住民の大きな、１

万２，０００名にも署名がのぼってると

いうふうに書いてましたけれども、前提

が崩れてきてると思うので、もう一度やっ

ぱり撤回をして考え直していくというこ

とが、今求められているんではないかと。

将来の３年、４年の展望を見たときに、

ほんとに慎重に考えていかないとだめな

問題ではないかなと、つくづく思うんで

すね。

　本会議では、用地の問題とかもおっしゃっ

ておられましたけれども、地元のＰＴＡ

とか、そういう人たちの意向とかを十分

やっていかないと市民とのパートナーシッ

プは、もちろん得られない。市長は、市

政方針の中でことし、地域の安心と安全

を市民の皆様が支えるという観点からも

自治会や学校区などを単位としたコミュ

ニティの再生が大きな課題であると考え

ますと。まちづくりへの市民参加から共

働へ、さらに地域企業へ、ＮＰＯなどを

含めた市民の皆様が公共部門をともに担っ

ていただく体制、都市化の中で薄れていっ

た地域住民間のネットワークの再構築な

ど、強化を図っていかなければならない

と考えておりますということで、職員が
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地域住民と、より密接に連携する体制を

整えることが、これからのまちづくりの

大きな力となるということで、今の学校

の統廃合問題というのは、こういう意味

でも本当に市民が市に対して、市長に対

して本当に信頼が持てるというようなと

ころまで話し合いができないと、禍根を

残すようなまちづくりはだめだとか、そ

ういう言葉もありますが、禍根を残すこ

とになると思うんですね。

　そういう点で言うと、今、学校教育で

も地域教育協議会とか、地域でいろんな

ネットワークが必要なときですので、ぜ

ひこの点については撤回を求めたいと思

いますけれども、どうでしょうか。

　それから、交通専従員の賃金ですけれ

ども、１人減らしたということなんです

が、これで十分安全が確保されるという

ことであればいいんですけれども、減ら

して大丈夫なんでしょうか。シルバーの

分が１名ふえたということになっている

んですか、もう少し、ここだけ確認した

いと思います。

　教科書の採択事業ですけれども、４月

１日から９月１６日までの間で、ちょっ

と期間が長く審議できるということなん

ですけれども、これはいろいろな今、歴

史教科書をめぐってもいろんなことが出

てきておりますし、やっぱり中立の立場

で子どもたちに、本当に正しい歴史認識

を持ってもらうというようなことも大事

ですし、本当に幅広くこの教科書の採択

に当たっては、審議をやっていだきたい

なと要望しておきたいと思います。

　１１３ページの家庭の教育機能の総合

支援モデル拡充事業ということで、西村

さんの方からかなり詳しくご説明があっ

たわけですけれども、本当によその市の

単なる出来事ということではなくて、ほ

んとにみんな中学生の子どもが体重２５

キロまでになっていたというようなこと、

信じられないんですけれども、ほんとに

そういうような虐待問題とか、今、子ど

もたちを巡る問題というのはほんとに複

雑でありますし、ただ地域との連携とか、

よくわかったんですけれども、やっぱり

不登校になってるという子どもの問題で、

いろんなことが一番発見しやすいという

か、学校やと思うんですね。学校へ通っ

てる間というのは、ですからそこでいき

ますと、ぜひいろんな体制があると思う

んですけれども、摂津でそのような悲し

い事件が起こらないように、子ども家庭

センターや家庭児童相談室などと連携を

とっていただいて、ほんとに早期に見つ

けるということも大事だと思いますし、

私の知ってる方では長期に不登校になっ

ている子どもさんもおられまして、お母

さんといろいろ話もしたりしますけれど

も、やっぱり家庭的にしんどいというの

もいろいろあって難しい、先生も大変だ

ろうなと、そう思うんですね。

　そのベースとなる中では、やっぱり信

頼を、先生と学校と親とか、信頼関係が

結べていったらいいんですけれども、そ

ういうのもなかなか大変だと思います。

今後、これ見守っていきたいと思います

けれども、ぜひネットワークの強化と、

それから早期に介入といったら言葉が悪

いかもしれませんけれども、危険という

感じを持つんであれば、やはり児童相談

所とかとよく連携をとっていただいて、

摂津で悲しい事件が起こることのないよ

うにお願いしたいと思います。

　幼稚園の改修のことで、いろいろお聞

きをいたしました。結局、これは通用門

が横にあるということなんで、自転車置

き場とつないでいくということなんです

けれども、結局そしたら子どもたちが通

るのは両方、２つになるということなん
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ですね。そしたら、そのところがやっぱ

り、さっきと同じで先生が２名そこに立っ

て、やられるということで、これについ

ては安全に、前の歩道や車道は狭いです

ので、幾らバスが寄るといってもかなり

歩道が確保されてないような状況のとこ

ろなんで、その点については十分、安全

確保できるように要望しておきたいと思

います。

　入園の問題なんですけども、私も審議

会の中で、幼稚園は１クラス３０名とい

うふうに提案していた部分があるんです

けれども、さっき言うた問題は、１クラ

ス３０名クラスができたと、そういうふ

うにおっしゃったんですけれども、それ

はそれでいいことなんですけれども、提

案したいのはクラス数が４歳児で３、１、

２、６クラスあるわけですよね。ここで

は、やはり人数が３０から３５にふえま

すけれども、公立幼稚園の定員の枠をふ

やせるように努力してほしいと、そうい

うふうにお願いしておきたいんです。４

歳児の枠ですね。

　ずっと見てみますと、やっぱり鳥飼と

か私学の方に入園される方も多いですし、

保育所も待機児童が出てるような状況で

すし、そういう点で言うと今の定員より

もプラス３０名になりますけれども、そ

んなに大きな影響は出ないのではないか

と、そういうふうに思うんです。私学と

の関係でいきますと、ぜひこれは協議を

していっていただきたいと、そういうふ

うに思います。

　あわせて就園奨励費の方も、私立に入

れておられる方々の保護者負担金の援助

ですね。これも、もうきょうは要望にし

ておきたいと思いますけども、充実して

いただきたいと、そういうふうに思いま

す。

　私立に入れておられる、例えば、浜町

なんかのお母さんたちに聞きますと、や

はりちょっとでも保育料が安いところの

私立に入れたんですよという、そういう、

毎月２万円近くの授業料について決して

安くないと。そういうところで言うと少

しでも安い保育料のところに入れたいと、

私立を希望されてる中でもそういう声が

出ておりまして、それはそれで大変だと

思うんですね。ぜひ、これは今度の予算

では引き上げにはなってないと思います

ので、今後またぜひ充実をしていただき

たいと、そういうふうに要望しておきた

いと思います。

　それから、学童保育事業については教

室内に移転をした学童の中で、これから

もいろいろな生涯学習の観点で教室を使

うとか、そういうのがあるわけで、もう

既に生徒が１万３００人おったときです

か、その時代と比べて教室が視聴覚室に

転用されたり、いろいろかわってきてる

わけですよね。その辺でいくと、やっぱ

り教室内に移転はしましたけれども６５

名とかが１クラスの中でおるということ

で、この点についても本当に大変だと思

うんですけれども、ぜひあいてるときの

部屋を借りるとか、そういう柔軟な対応

の仕方を学校と連携をとっていただいて、

学童の指導員の先生方が本当に仕事もや

りやすいというか、そういうように子ど

もたちもやっぱり少しでも豊かに過ごせ

るような、放課後の取り組みについて、

また努力していただきたいと思います。

　公民館の件の報償費については、わか

りました。

　温水プールの件もわかりました。

　教育長の方から財政の問題で努力した

ということなんですけれども、努力して

ないとは思ってないんですけれども、国

のいろいろな雇用創出金や府の援助で、

かなり１０分の１０補助が出たりとかで
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学校へ関しては、いろんなスクールサポー

ターとか、そういうことができるという

ことであるんですけれども。そんな利便

というようには上がらないような市民図

書館のこういう、先ほどの答弁なんかに

も出てましたけれども、やっぱりバーコー

ドを読み取るような機械でも２００万円

という予算なんですけれども、これも維

持補修費がかかるとは思うんですけれど

も、返却本の回収だけで終わるんであれ

ば、せめてこれぐらい、やっぱり年度末

でいろいろ予算のやりくりがあるようで

すけれども、ぜひこれは設置できるよう

にやるべきではないかなと。

　ただ、市民図書館に借りにいかなあか

んのですよね。千里丘公民館は返しに行

くだけなんですよね。それやったら返し

に行きます、そう思うんですよね。だか

ら、やっぱりそこになかなか借りに行け

ない人が、ちょっと時間かかってもいい

から、前から何回も言ってますけれども

要望すれば、２、３日したら千里丘公民

館へ行ったらあるというような、そうい

うことが本当は、それはもっとお金がか

かるとおっしゃってましたけれども、市

民図書館とつないでいく、コンピューター

で、それができればいいですけれども、

そういうことにならなくてもやっぱり利

便性をちょっとでも上げていくというこ

とで、文化的な施設がないということで

すんで、これはぜひ今年度中に検討して

いただけないかなと。残念なんですよ、

来年度の予算にこれが組まれなかったと

いうのが、その点、どうなんでしょうか。

○阿部委員長　田川学務課長。

○田川学務課長　交通専従員、賃金での

雇用が１名減ったのは、シルバーの方へ

かわりに１名ふやしたのかということな

んですけども、ご質問のとおり賃金で減

らした分はシルバーの方で１名ふやして、

安全上、問題のないような形でやらせて

いただいております。

　それと、就園奨励費の、これは要望で

したんですけども、就園奨励費につきま

としては国庫補助をいただいている分で

すので補助単価は、もう決まってますの

で、市独自の園児保護者補助金の件と思

うんですけども、来年度につきましては

保育料を値上げしない予定ですので、そ

れをセットで考えてますので園児保護者

補助金についても、そのままの予算で計

上させていただいております。

○阿部委員長　馬場教育総務部次長　

○馬場教育総務部次長　文書集配のこと

で再度お答えいたします。

　文書集配につきましては、やはり車を

使って行う事業でございますので、安全

については私ども最大の注意を払ってい

かなければならないと考えております。

　それと、来年の体制ですけど、私、毎

日と申し上げましたけど再任用職員を使

いますので、週４日勤務になりますので、

ただし週４日勤務であってもことし、１

５年度は学校につきましては週３回、そ

れ以外の体育館であるとか、図書館であ

ると週２回ですので、週４日をすべての

施設を毎日回りますので、学校にしたら

１回、体育館とか図書館にすれば２回、

今年度よりもサービスがふえますので、

私どもはそういう形で充実させていくつ

もりをしております。

　それと、安全対策についての件でござ

いますが、再度、ご説明申し上げます。

まず勤務体系ですけども、平成１６年度

は業務委託でしますので、１人の勤務で

８時半から５時の予定です。平成１７年

度からは、市内の有志の市民の方を募っ

てしたいと思ってますので、一応、８時

半から５時の間を３人程度で受付をして

いただく、そういうような形を考えてお
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ります。

　それと、校内の巡視というお話でござ

いましたが、基本的にはこれは受付業務

でございますので、来年度、平成１６年

度につきましては校内巡視というよりも

受付をその１人の方でやっていただくと

いう形になろうかと思います。

　それと、１７年度につきましては３人

で交代しますので、受付のところに着く

までの前後にやはり有志の市民ですので

校内を若干見守っていただくとか、そう

いう形はしていきたいと、そのように考

えております。

　それと、安全確保を十分にということ

でございますので、これも私どももその

点、やはり注意しなければならないと考

えておりまして、基本的にはこれは受付

でございます。決して校門に専門の技能

を持った警備員を配置する事業ではござ

いませんので、私どもは受付をしていた

だく方には、もし本当に万が一何かそう

いう緊急の事態になった場合は備え付け

の非常ベルを鳴らしていただいて、やは

り身の安全を第一にしていただきたいと、

そういう形で対応したいと思います。

ボタンを押せば職員室と、それと正門に

設置しております赤色回転灯とブザーが

鳴るようになっておりますので、それに

よってその方だけじゃなくてみんなが周

知していただくということになりますの

で、もしほんとにそういうことになった

場合は、そういう対応をしていただいた

方がいいということで指導していきたい

と思います。

　私どもは専門の警備員を置くというこ

とよりも、やはり市内の方に参画してい

ただいて、地域の子どもたちを地域の大

人の方が見守る中で子どもの安全を大人

が見守っているという、そういう教育効

果もありましょうし、またそのことが通

学途上の見守りとか、公園とか、そういっ

たところの見守りにもつながっていくよ

うな形で、この受付業務だけじゃなくて、

そういう学校、通学途上、地域の安全を

一体的に考えていく１つの手法としてこ

れをやっていきたいと考えておりますの

で、ぜひそういう点、皆様にご協力いた

だいて、市民の多くの方にご参画いただ

くよう私どもも努力してまいりたいと思

いますので、ぜひよろしくお願いしたい

と思います。

　それと、先ほど新入学生の数字で、ふ

えるというような形の、ちょっと資料で

お話をされてたように思うんですが、私

の方で一応数字を持っておりまして、若

干、その点だけお話しておきたいんです

けども、例えば今年度、平成１５年の１

年生は８１５人、これは５月１日の数字

ですけども８１５人です。ただ、今現在、

数値は日々動きますので若干お示しした

資料とちょっと時点が違うかもしれませ

んが、今現在、私どもが新１年生として

数字を把握していますのは、一応８０１

人ということでございますので、トータ

ルでも減少傾向になっていると。

　また、該当しております味舌東小学校

ですけども、卒業する方が４１名、入ら

れる予定が２７名ということですから実

質、人数は減っていくと思いますし、味

舌小学校につきましても５６名卒業され

て４７名の予定ということですから、若

干の数字の前後はあると思いますけど、

該当する学校においてはやはり、まだま

だ減少傾向が続いているということでご

ざいますので、ぜひよろしくお願いした

いと思います。

○阿部委員長　寺田教育総務部長。

○寺田教育総務部長　それでは、統廃合

にかかわります審議会の答申の撤回をす

ればどうかというご質問でございますが、

－�66�－



この統廃合につきましては、ここ２、３

年を見越して人数がこうなるから統廃合

するとか、しないとか、そういうような

ことは考えておりません。

　まして、たかだか将来３年を見越して

統廃合するというのは無茶な話しでござ

いまして、そういう考えでございまして、

もう既にピーク時に１万３００人の児童

が今現在４，５００人、４割近くになっ

てきているという状態と、残念ながら今

後、将来的にこれ以上子どもの数が爆発

的に回復に向かうなんていう予測が、ど

の調査でもされておらないという状況、

そういうことから考えますと、多少これ

は審議会でもご説明申し上げましたけど

も、一時的に、過渡的に若干ふえる時期

はございます。その説明としては団塊の

世代の子どもが子どもを産んで、その子

どもが小学校へ行くときには若干ふえる

かもわかりません。しかし、その後は子

どもについては、どんどん減っていくと。

これについては国をはじめ、地方はいろ

いろ行政的にいろんな施策を打たなきゃ

ならないということはありますけれども、

現状としてはそういう方向にございます

から統廃合をせざるを得ないという結論

になっております。

○阿部委員長　高橋生涯学習部長。

○高橋生涯学習部長　市民図書館の利便

性向上に関するご質問にお答え申し上げ

たいと思います。

　若干、ご質問の趣旨と異なるかとは思

いますけれども、私どもの利便性に関し

ての考え方を申し上げて、ご理解をちょ

うだいいたしたいと思います。

　これまでから利便性の向上に関しまし

て、特に市民図書館と千里丘公民館に貸

し出しサービスが受けられるようなシス

テムの構築ということでご質問等、ご議

論等もあったところでございますけれど

も、ご承知のとおり千里丘地域につきま

しては、千里丘公民館増築による図書施

設の整備という計画がございます。

　財政悪化に伴いまして、着工について

は見送られておるという状況にございま

す。私どもといたしましては、当該施設

の整備の際には、市民図書館の持つ機能

を付加した施設として整備したいという

考え方に立っておったところでございま

す。

　しかしながら、システムを図るにつき

ましても先ほど館長も申しましたけれど

も設備の整備、またスペースの問題も絡

んでこようと思いますし、それと人的配

置の問題等々、いろいろ検討すべき課題

もございます。過日の本会議でもお答え

申し上げておりますように、私どもはそ

ういったシステムの構築についての必要

性につきましては認識いたしておるとこ

ろでございます。しかしながら現下の厳

しい財政状況に伴いまして、すぐの実施

は難しいというふうに判断いたしておる

ところでございまして、今後、ご質問の

点につきましては検討をさらに加えさせ

ていただきたいと、このように考えてお

ります。

○阿部委員長　川口委員。

○川口委員　学校の統廃合問題なんです

けれども、先ほど馬場さんがおっしゃっ

たんですが、私が計算間違いしているの

かもわかりませんけれども、来年８００

人、予想では入学予定ですよね。そうい

うのが１年、２年から３８人、しかし３

年後には３５人になっていくということ

で見ていきますと、さっきも言いました

ように、審議会でも私は反対の立場で意

見書を出しているんですけれども、鳥飼

などの地域についても大きく状況が変わっ

てきているというのは、多分それは認め

はると思うんですよね。
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　その点で言うと、やっぱり３５人学級

に２００７年にはしていきたいというこ

とで、順次、６年生までずれてなってい

くわけですよね。上がっていってですよ、

１年、２年で、そのあとまた１年、２年

が上がっていきますから、３年かかって

３５人で全体がなるんじゃないんですか。

ただ、１、２年が上がっていくと、わか

りました。

　大阪府の姿勢というのは、どうしよう

もないですね。もう、恥ずかしいですね、

情けないですわ。そういう中で、という

ことは、そういう意味でも前提が変わっ

てきております。私も認識が足らなかっ

た分がありますけれども、ぜひこれは、

やはりさっきも言いました市長の市政方

針の中でも出ておりますように地元の合

意というのも十分反映させれるように、

これは慎重にやっていただかないといけ

ないと思いますし、審議会を開くんであ

ればそういう点で言うと、やっぱりもう

１回見直しが必要ではないかなと、そう

いうふうに考えておりますので、撤回も

含めて検討するように、これは強く要望

しておきたいと思います。

　先ほど馬場さん、私は耐震補強とかト

イレの改修の問題で、補正で庁内の職員

で設計ができる、ソフトがあるから。今

度、それを組んではるわけですよね、今

度の分は。違うんですか。設計委託料で

３３３万円ということですね。これで言

うと、これを見込んで、もしこれは削減

できる見込みがあると、そういうふうに

踏んでおられるのか、それ答弁なかった

んで、それは確認をしたいと思います。

　それから、市民図書館と千里丘公民館

の問題なんですけど、そんな難しい問題

を言ってるわけではなくて、さっきも言

いましたように補正でも土木に次いで２

番目に契約差金とか、そういうのもあり

ますけれども、減額なんですよね。教育

予算は１億以上なんですよね。それで、

教育長は１．８％とおっしゃったけど、

１．７％、前年度よりはやったけれども、

それでも今、答弁の中でもあったように、

働いておられる方というのは、この予算

の、ここのぎゅうぎゅうの中でいかに市

民に喜んでもらえるのかということで考

えておられて、そんなに２００万円でも

大きい金額やと思うんですけれども、返

却ポストをつくるんであれば、それも何

で５０万円も要るんかなと私も、４３万

円も要るんかなと不思議なんですけれど

も、本当にそんな先延ばしするんじゃな

くて、２億ですよね、千里丘公民館を広

げて図書施設、第３次行革の中で、これ

２億ですよね。組んでおられますよね。

だけど、こういうのは本当にいつできる

かわからない。そういうことなんで、ほ

んとにこれだけ補正でも減額になってる

わけで、今年度中には６月の補正でも結

構ですから、それぐらい組む配慮するべ

きではないかと思うんです、千里丘の地

域の皆さんに対してでも、やっぱり分断

されてると市長もおっしゃっておられま

すよね。そういう中で、やっぱりせめて、

これぐらいは早く喜んでもらえるような

ことに予算をつけていくというのが教育

長、必要ではないかなと思うんです。ほ

んとに、さっき答弁聞いてて情けなかっ

たんですけどね。ぜひ、これは１日も早

く実現していただきたいと、見守ってい

きたいと思いますんで、ほんとに待って

おられる方がおられますんでよろしくお

願いします。

○阿部委員長　馬場教育総務部次長。

○馬場教育総務部次長　私、先ほど２回

目で若干説明が足らずで、ちょっとご迷

惑かけておりますが、今回、補正で落と

しました部分につきましては、耐震の１
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次診断という部分が大阪府からソフトが

提供されまして、都市開発の技術職員が

大阪府に研修に行きまして、その分が自

前でできるということで１５年度の補正

のときにはさせていただきました。そう

いうことがございましたので、１６年度

の当初予算で組んでおりますのは、１次

診断を除いた業者さんの方に設計してい

ただかなければならない分だけ組ませて

いただいております。

○阿部委員長　暫時休憩いたします。

（午後４時５９分　休憩）

（午後５時　６分　再開）

○阿部委員長　再開いたします。

　渡辺委員。

○渡辺委員　昨年の決算の宿題もあるこ

とですし、そのことも踏まえてちょっと

質問したいと思います。

　ほかの委員さんも質問されたことに関

連する質問で、重なる点があるようでし

たら委員長の方で精査していただきたい

と思いますが、よろしくお願いします。

　それでは、まず初めに補正予算の方か

ら、先ほどちょっと寺田部長とお話させ

ていただいたんですけど、５２ページの

幼稚園管理費の中の役務費、通信運搬費

の減額補正に関して、もうちょっと詳し

くご説明をお願いしたいと思います。

　それから、委託料の中の成人祭の司会

者委託料の減額補正がなされておると思

うんですけど、２万円かな、それについ

てお答えねがいたいと思います。

　それから、概要に則って質問したいと

思いますんで、まずはじめに概要の１０

８ページ細かい質問なんですけど、教職

員等相互共済福利厚生事業ですね。その

被服の貸与の内容についてお聞かせ願い

たいと思います。

　それから、概要の１１０ページ。教育

相談事業、これもちょっと、いろいろ前

から委員さんからの質問もあったと思う

んですけども、不登校等の教育相談に要

する経費、それをちょっと、どういう形

で、もうちょっと詳しく説明をお願いし

たいと思います。

　それから、概要の１１１ページ、これ

も質問があったんですけれども、教科書

採択事業なんです。過去に私、中学校の

教科書の採択のときに、いろいろシステ

ム的な問題点とか、そういうようなシス

テム的な問題を指摘したことがあるんで

すが、もうちょっと細かく今回の小学校

の採択の流れ、それから陣容を説明、お

願いしたいと思います。

　それから、概要の１１１ページ、教育

指導研修事業です。これも決算のときに

も言いましたし、過去からも質問させて

いただきましたが、問題教師の対応です

ね。一応、前回決算のときには複数おら

れるということで、数をご答弁いただき

ましたけど、その後、どのような形で対

応されて、１６年度はまたどのような対

応をされるのか、またお聞きしたいと思

います。

　それから、これも決算のときに質問し

ましたが、先生方の言葉使いとか服装に

関しての質問です。一応、管理職、教頭

以上はそういう形の研修をやったという

ご答弁をいただきましたけど、私の質問

のときに要望として一般職員に関しても、

そういうような研修をやったらどうかと

いうことで質問させていただきました。

その点、どういう形で１６年度に盛り込

まれているのかお聞きしたいと思います。

　それから、これも毎回言うことですけ

ど卒業式、入学式の件でございます。い

ろいろ質問しましたけど、新たにことし

になってから東京都がピシッとした卒業

式のあり方ということで明記されて、国

旗は中央に掲げるというような形で、１

－�69�－



つ１つ卒業式のあり方を東京都教委は明

記されました。それに対して、従わない

先生は処分するということで、現実に複

数の方々が処分されたとお聞きしており

ます。そういう点、摂津市はどういう対

応をされるのかお聞きしたいと思います。

　それから、それにちょっと関連してで

すけど、学校によっては卒業式を最後の

授業やというふうに言われておるところ

もあるみたいでございますので、それは

事実なのか。卒業式は、授業の一環なの

か、そういう点、一遍きちんとお答え願

いたいと思います。

　それから、混合名簿の件です。ちょっ

とジェンダーフリー思想ということで、

我が大澤議員からこの前の代表質問でも

質問されておりましたけど、非常に間違っ

た共同参画社会の思想がはびこっている

ということで、この混合名簿もその運動

の１つやないかというふうに私は思うん

でありまして、その点に関してどのよう

にお考え、また１６年度されるのか。こ

れもお聞きしたいと思います。

　それから、概要の１１０ページ、教育

研究事業の中で、これも決算からの宿題

ですけど、小・中学校間の校則のあり方

ですよね。小学校では、放任じゃないけ

ど、ある程度あまく見て、急に中学校に

なったら校則でしばりをかけて、中学校

の先生方というのは、たくさんやるべき

ことがあるというように思います。受験

もあることやし、いろんな学習的な１つ

の指導もやっていかなあかん中で非常に

そういう、校則とか風紀の問題、そこま

でエネルギー取られるのは大変だという

ことで非常に苦慮されておる先生もおら

れるというふうに聞きましたのでその点、

小学校から中学校、小・中一環のある程

度の理念というか、考えを持って子ども

たちに対応することが必要だと思います

んで、それも決算のときに、そういう形

で質問させていただきましたので、それ

もどういう形で今後展開されるのか、予

算の中で展開されるのか、ちょっとお聞

きしたいと思います。

　それから、概要の１１２ページ、学校

体育振興事業、クラブ活動についてです

けど、私は今回、二中のＰＴＡ会長をさ

せていただきまして、中学校部会に出て

おりました。今年度は、中学校部会にお

いてクラブ活動に対しての意識調査とい

うことで各中学校の生徒、保護者、先生

方に対して、いろいろアンケートをやっ

てきました。その結果を見ますと、非常

にクラブに対しての思い入れがあったり、

クラブに対しての要望がたくさんある中

で、今、現実的に指導者とか、顧問、そ

ういう先生方がなり手がないということ

で、子どもたちが宙に浮いたようなとこ

ろもあるというふうに聞きました。その

点、クラブ活動に対してどのように今後

対応していくのか。１６年度、対応して

いくのかお聞かせ願いたいと思います。

　それから、同じく概要の１１２ページ、

総合的教育力活性化事業の中の地域教育

協議会、この前の代表質問でもちょっと、

詳しくは聞いてなかったんですけど、学

校協議会という形をシステム的に導入さ

れるというふうにお聞きしました。この

地域教育協議会の中に学校協議会の予算

が入っているのかどうか。また、学校協

議会というのはどういうものか、ちょっ

とお聞かせ願いたいと思います。

　それから、概要の１１４ページ。教職

員人権問題研修事業ですけど、これも決

算からの引き継ぎなんですけど、拉致問

題を人権問題として扱って、さまざまな

研修なり、また子どもたちの教育の中に

それを入れてほしいという形で要望した

わけでございますが、何かこの間、いろ
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いろ私は私なりに、いろいろ聞いており

ますと、そういう拉致問題があんまり出

て来ないし、そういう冊子の中にも、拉

致問題がないというふうにお聞きしまし

たんで、その点、どのような形で拉致を

取り上げていただけるのかお聞かせ願い

たいと思います。

　それから、この前の、これも代表質問

の中にありましたけど、教員の不適切な

言葉によって子どもが不登校になったと

いうことをこの前、代表質問でちらっと

聞いたわけですけど、これもやっぱりど

のような、人権を蹂躙しておることがあ

るんじゃないかというような形の質問の

内容でしたんで、その点もちょっと、一

遍お聞きしたいというふうに思います。

　それから、概要の１１６ページ。これ

も決算からの引き継ぎでございますが、

小学校の修学旅行の補助金で、なぜ摂津

の小学校は広島という形で決まったのか

ということで、いろんな立場からの意見

を聞きながら修学旅行先を決めてほしい

という形で要望しておったわけですけど、

その点どういう協議がなされたのか。

　また、摂津以外の大阪府下の他市では、

どういうところへ修学旅行で行かれてい

るのか、それもあわせてお聞きしたいと

思います。

　それから、概要の１１７ページの小学

校給食事業ですけど、民営化の問題とか

センター方式とか、いろいろ他市では行

われとるところもあるんですけど、摂津

市の場合は調理員を新規採用せずに徐々

にパートとか非常勤という形で補充して

いくという形をとられるということでご

ざいますが、現実に食の安全性とか、そ

ういうことも非常に今騒がれておる中で、

そういう形もいいかもしれませんが、た

だ本当に今の財政的なことを考えますと

民営化の問題とか、センター方式、これ

真剣に近い将来やっばり取り組んでいか

なくてはならないというふうに思います

んで、その点もちょっとお考えをお聞き

したいと思います。

　それから、概要の１１９ページでござ

います。先ほどちょっと川口委員からも

質問がありましたように、小学校の耐震

補強等事業なんですけど、前回、補正で

減額補正されたということで、その理由

はわかったんですけど、予算書の中に、

またこれが盛り込まれておるんですよね。

だから、それは何でかということをちょっ

と、先ほどの答弁の中になかったん違う

かなと思いましたので、それもちょっと

ご説明をお願いしたいと思います。

　非常に、これだけは言うておきますけ

ど、非常にいいことだと思います。本当

に、こういう形で自前で、そういう１級

建築士もおるわけですから、摂津市は、

そういう方々が大いに能力を発揮されて、

自前でこういう形の対応をされるという

のは、これはすばらしいことだと。それ

は私も非常に拍手喝采をしたいというふ

うに思います。

　それから、１２７ページ、音楽祭開催

事業。これも決算からのずっと、それに

対しての検討の状況をお聞きしたいと思

いますが、非常に宝物であったら、宝物

として多くの摂津市民にきちんと知らせ

ることが必要だと。それがなかったら、

もうこれは廃止するか、また違う形をと

るか、そういう形をとっていかなくては

ならないということで、私は決算のとき

に質問させていただいたんですけど、そ

の後どういう形で、この１６年度やって

いかれるのか。途中の過程だというふう

に思いますが、ちょっとご説明をお願い

したいと思います。

　それから、１２９ページ。青少年リー

ダー養成事業ですけど、ちょっとこれ、
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どのような形でリーダーを養成していく

のか、またこれも具体的にお聞かせねが

いたいと思います。

　それから、１２９ページのこども会育

成事業。よく地域教育協議会とか、あら

ゆる非行問題、そしてまた不登校の問題、

そして虐待の問題等、子どもたちは学校

と地域が１つになって対応しなくてはな

らないというようなことが、よくご答弁

とかそういう形でお考えを聞くわけでご

ざいますけど、現実に地域に帰って子ど

もたちと一番接するのは、やっぱり地域

のこども会であり、またＰＴＡであるわ

けであります。

　しかし、私もＰＴＡもこども会も両方

に携わってきた人間として、現実に今、

こども会なんか特に風前の灯のような状

況でございます。その中で幾ら行政が、

そういう形で地域地域といいましても、

そのような組織の形態を成しておるこど

も会なり、またＰＴＡも本当にやり手が

いないような状況の中で全然、その点の

乖離が生じておるように私も思いますの

で、その点、お考えをお聞きしたいとい

うように思います。

　それから、成人祭のまた司会のことに

なるんですけど、委託料が４万１，００

０円として上がってますが、これについ

てもちょっとお聞きしたいと思います。

　それから、同じく１２９ページの青少

年団体育成事業ですけど、これ、こども

会、今言うたようにこども会、ボーイス

カウト、ガールスカウトを育成するとい

う形ですけど、これ、ほんとに真剣に今

の段階で何とか対応せんことには、こう

いう団体が、ここ２、３年のうちに消滅

してしまう可能性がありますので、その

点もきちんとお考えをお聞きしたいと思

いますのでよろしくお願いします。

　それから、概要の１３０ページ、社会

人権教育事業ですけど、これについても

内容をちょっとお聞かせ願いたいと思い

ます。

　それから、同じく１３５ページの図書

館運営事業、図書購入の方なんですけど、

私５、６年前に一遍質問したことがある

んですけど、非常に本の中には問題のあ

る本があったということで、それに関し

て司書はどういう考え方で、そういう本

の選別をしているのかということで一遍

質問したことがあるんですけど、今現実

に摂津市の図書館においても、やっぱり

問題がある本があるということで、ある

市民からご指摘をいただきました。これ

は固有名詞を挙げてもいいと思います。

「週間金曜日」ですか、拉致問題で問題

になったところであって、拉致家族から

したら非常に反発をされておる本でござ

いますが、それが何で置かれてるのか。

それも置かれた経緯をご説明、お願いし

たいと思います。

　それから、１３８ページ、体育施設の

維持管理費です。テニスコートとか、い

ろいろ質問がありましたけど、全般的に

通して摂津市の施設というのは非常に限

られた中で多くの体育を愛好する方々が、

その施設の利用に対して非常に難儀され

ておるわけでございまして、それを今、

既存の施設を何とか創意工夫しながら多

くの体育競技ができるようにできないか、

その点を思うんであります。そういう点

も踏まえて、ちょっとご意見を聞きたい

というふうに思います。

○阿部委員長　渡辺委員、質問をちょっっ

と精査させてもらいますけども、最後の

２つ目の図書購入に関する問題で、「週

間金曜日」というものの特定の部分に対

して非常に答え方が難しいかと思うんで

す。どういう経路で入ったきたか。言論

というものもありますし、１つの言論が
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あって、反対の言論もありますやんか。

それを１つの言論だけで固められるもん

でもないだろうと思うんですよね。とい

う意味で、ちょっと行政の方が答えるの

はちょっと難しいかと思うんです。

○渡辺委員　それはやりとりの中で指摘

させてもらいますので、例えば行政とし

て、公の施設として、公の立場として、

そういう批判がある本を置くということ

自体、本の内容にもさまざまな本があり

ます。例えば風俗的な本もあると思いま

す。風俗本を置いて、それやったらそれ

でええのかということになるわけで、賛

否両論、賛成の人もおられますし、反対

の人もおられます。そういう極端なこと

を言いましたけど。そういうことから踏

まえて、公が置くべき本という形で私は

質問させていただいておるわけですから、

その点をやりとりさせてください。

○阿部委員長　入ってきた経路というの

は、わかりにくいか、答えられる範囲で

答えていただきたいと思います。

　馬場教育総務部次長。

○馬場教育総務部次長　それでは、まず

補正予算の５２ページ、幼稚園の通信運

搬費の９５万円の減額の内訳についてご

説明申し上げます。

　今回、９５万円減額しておりますが、

これはみやけ幼稚園をせっつ幼稚園に統

合するに際しまして、まずせっつ幼稚園

をこの夏、増改築しますので、その際に

せっつ幼稚園の荷物をみやけ幼稚園に引っ

越しする費用ですね。それと、今回、み

やけ幼稚園を統合しますので、みやけ幼

稚園からせっつ幼稚園に引っ越しする費

用、この２回の分としてトータル１００

万円を当初予算計上しておりました。

　いずれも校務員の共同作業、先ほど申

し上げましたが共同作業という形で校務

員が、その作業に従事するという形でな

りましたので、トータル９５万円減額さ

せていただきました。ただ、校務員では、

どうしてもできないピアノの引っ越しが

ございますので、その部分として一応、

５万円だけは専門業者の方へ調律込みで

するということにしましたので、内部の

削減努力の中でこういう形でさせていた

だいたということでご理解をお願いした

いと思います。

　それと、当初予算の方にまいります。

予算概要の１０８ページ、福利厚生事業

の中の被服の貸与についてのご質問でご

ざいますが、教職員等相互共済福利事業

の中で今回、被服貸与いたしますが、こ

の被服貸与につきましては摂津市立の小・

中学校教職員被服貸与規則に基づきまし

て、教諭には２年に１度、校務員には３

年に１度、被服を貸与するということで

作業着、運動着、白衣等、そういったも

のを貸与するための予算として今回計上

させていただいております。

　それから、１１９ページの耐震補強事

業の中の設計委託料についてのことでご

ざいます。議員も言っていただきました

ように、内部の職員の中でそういう設計

をするという形の取り組みを都市開発で

していただいております。

それで、重ねてのご説明になりますが、

この中でまず手数料として９４万５，０

００円組んでおります。これにつきまし

ては、実は耐震の診断に、１次診断、２

次診断というのがございまして、１次診

断は都市開発の職員がそのソフトを研修

してできますが、２次診断につきまして

はコンクリートのコアを取ったりする、

そういう専門的な部分がございますので、

この９４万５，０００円につきましては

２次診断分の調査として一応計上いたし

ております。

それと、設計委託の５７７万円につきま
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しては、それに基づきまして工事するた

めの詳細設計の委託ということで、これ

につきましては、もう全額業者設計とい

うことになっておりますので、そういう

形の予算を計上させていただいておりま

す。

　先ほど、私、ちょっと被服貸与のとこ

ろでちょっと間違って申し上げました。

校務員につきましては２年に１度の貸与、

教職員につきましては３年に１度の貸与

になっております。訂正させていただき

ます。よろしくお願いいたします。

○阿部委員長　寺田教育総務部長。

○寺田教育総務部長　給食事業のうち、

民営化方式、あるいはセンター方式等を

考えられないかということで、私の方か

らご答弁申し上げます。

　先ほど来の質問でも答えましたように、

給食を１食つくるのに４７５円かかって

いると。保護者からいただいておるのが

１８０円から１９５円、当然これは市の

持ち出しと、施設やら光熱水費を除いて

もそういうことになります。

　施設とか設備を大幅に減少させるとい

うのは非常に難しいもので、やはりこの

経費をできるだけコストを考えますと、

この４７５円、まさしく調理員の人件費、

これらを考えていかなきゃならないとい

うふうに考えてます。そういうことから、

今回、昨年１２月に出されました職員数

の適正化計画、これらについても調理員

と校務員とあるわけですから、調理員の

部分については我々としても、この現状

は決していいということではなしに、そ

こで今後の実施の方向といたしましては、

とにかく第１段といたしまして今の定数

基準を国基準にすると。それ以外につい

てはパート等を配置して、ここ３年間、

１８年度までは欠員補充に対しての正職

の雇用はしないということを考えており

ます。

　しかし、これとて何年ももつ話しでご

ざいませんから、そのあとに書いており

ますが、将来的には民間委託を含めた検

討を行いたいというふうに考えておりま

す。

○阿部委員長　垣岡教育総務部参事。

○垣岡教育総務部参事　予算概要１１１

ページの教科書採択についてご答弁申し

上げます。

　教科書採択は、先ほども答弁申し上げ

ましたとおり、平成１６年に平成１７年

より４年間使用する小学校の教科書の採

択を行います。採択は、教育委員会が行

うものでございます。採択期間は平成１

６年４月１日から９月１６日となってお

りまして、教育委員会を開催いたしまし

て、そこで決定されることでございます

ので、前回のケースを例にしてご説明も

うしあげます。

　４月以降に教育委員会を開催されまし

て、選定委員会を設置するというふうな

運びになろうかと思います。選定委員の

メンバーでございますけども、先ほど申

し上げましたように学校職員、それから

保護者代表、それから事務局職員という

ふうなことになってございます。選定委

員会は、必要に応じて調査員を置くとい

うふうなことになりますけども、多分置

くように以前では置きました。それにつ

きまして、先ほど申し上げましたように

１つの教科につきまして５名、９つあり

ますから４５名というふうなことで行い

ます。

　それで幅広く意見を求めながら、教育

委員会で最終的に採択になるというふう

な段取りでございます。前回でございま

すと、４回の選定委員会と教育委員会１

回というふうなことで採択に結びついた

わけなんですけども、できるだけ幅広く
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意見を求めながらというふうなことにな

りますから、ことし採択期間が延びてお

りますので、若干ふえるのではないかと

いうふうなことで予測しておりまして、

そういうふうな予算取りになっておりま

す。それが１つでございます。

　それから、１１１ページの教育指導研

修事業で問題教諭の対応について、その

後どうなったのかというふうなお尋ねで

ございます。

　前回もご答弁申し上げたと思いますけ

ど、適切な授業ができない教諭につきま

して、大変由々しき問題というふうなこ

とでございまして、そういうふうな問題

が発生いたしました場合には、校内にお

いて校内指導体制を確立するというふう

なことで教育委員会も指導・助言すると

いうふうなことで行ってきているわけで

ございます。

　ただ、こういうふうな方に対する対応

というのは、学校から教育委員会に申請

というか、そういうふうなものがないと

教育委員会、なかなか動きにくうござい

まして、現在のところ、今年度でござい

ますけども、いわゆるクラスの中でそれ

ぞれの学校の中で校長から上がってきた

事例というのがございませんので、現在

そういうふうに推移しております。ただ

し、もしもそういうふうな事例が上がっ

てきた場合については、それ相当のこと

をしたいというふうに考えております。

　それから、卒業式、入学式における件

でございます。先ほどおっしゃられまし

たような東京都の卒業式のあり方という

ふうなことで、ニュース、私ども見まし

て府の課長会、それから三島の課長会等

で府教委がどういうふうなことを申して

くるのかというふうなことで緊張もして

おりましたし、それから三島の課長会で

は実際に新たな指導はありませんのです

かというふうなことでご質問もさせてい

ただきました。しかし、これまでの指導

と同じように行ってくださいというふう

なことでございます。摂津市では、敷地

内に国旗を掲げるというふうなことを、

式場に国旗設置するというふうなこと、

それから式次第に国歌斉唱を入れまして、

起立して歌うというふうなことでやって

おりまして、今回もそのように行ってい

きたいというふうなことであります。こ

れにつきましての指導につきましては、

今年度に入りましてから校長会で理事並

びに教育長みずからが校長並びに教頭に

対して卒業式を厳粛に清新な雰囲気で行

うようにというふうなことで何度もご指

導されておられますというふうなことを

申し添えておきたいと思います。

　それから、小・中学校の校則のあり方

につきましては、前の議会のときも言っ

ていただきましたが、その点につきまし

ても１０月１５日、２３日の文教委員会

の決算審査の内容につきましては、１１

月４日の校長会のときに印刷して各校長

に配っております。その中でこういうふ

うなことを言われてるというふうなこと

で、そういうふうなことを申し上げてお

きます。

　小学校の校則のあり方についても、そ

れぞれの学校が決めるというふうなこと

ですけれども、やっぱり私たち自身も段

差の解消というふうなことについては今

後とも取り組んでいかなくてはならない

というふうなことを考える中で、そうい

うふうなことも考えておるわけでござい

ます。

　現在、摂津市では第一中学校と摂津小

学校の間、それから第三中学校と柳田小

学校の間で小・中連携ということで、生

き生きスクールというふうな取り組みを

行っております。これは、それぞれ中学
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校の先生が小学校に移籍いたしまして、

そこで小学生を教える、それから中学生

を教えると。済みません、三中の方は兼

務でございます。三中の方は、三中の先

生が三中の教諭でありながら、柳田小学

校に教えに行くというふうな形で、三中

の方は具体的に柳田の国語を教えておら

れます。それから、一中の方は摂津小学

校に移籍されまして、そこで体育を教え

るというふうなことと、それから生徒指

導関係も教えておられるというふうな方

で小・中の連携というふうなのが着実に

進んできておるというふうなことを考え

まして、こういうふうな問題も市内の中

である程度の共通点を見いだしていくん

ではないかなというふうなことを考えて

おります。

　それから、前の委員の質問にもありま

した地域教育協議会での取り組みという

中で、学校・園連絡会というのがござい

まして、いろんな教育問題について語り

合う場がございまして、そういうふうな

中で少しずつ進んでいくものではないか

と思いますけども、またこれからもご指

導の方、よろしくお願いいたしたいとい

うふうに思います。

　それから、部活動について、今後どの

ように対応していくのかというふうなこ

とでございまして、部活動につきまして

は学校教育課の方で若干予算を取らせて

いただきまして、それぞれの中学校にお

ふたりの指導者の方を派遣させていただ

いております。中学校における部活動と

いうのは、非常に重要な教育活動でござ

いますが、教育課程ガイダンスというよ

うなことが非常に矛盾点もある中で、し

かと中学校の子どもたちがその中で先生

と、それからクラブの仲間とともに成長

していくというふうなことを聞いており

ますので、今後とも推進していきたいと

いうふうなことは考えておるわけです。

　それから、中学校現場の先生の方も、

これに関する支援について、教育委員会

の方は何とかしてくれというふうなこと

はよく聞くわけなんですけども、現状の

ところ、先生方に申しわけないんですけ

ども、現在の予算規模でお願いしたいと、

市の財政もあるからというふうなことで

お願いしているというふうなのが現状で

ございます。

　しかし、これについては非常に頭の痛

い問題というふうなことは考えておりま

す。

　それから、教諭の不適切な言葉につい

てで、不登校というふうなことでござい

ます。それにつきましては、こういうふ

うなことがありましたら非常に申しわけ

ないというしかございません。もし、こ

ういうふうなことを私たち、例えば市民

からお電話をいただくとかいうふうなこ

とがありましたら、必ず教育委員会の方

では、必ずその学校に連絡いたしまして

適切な措置を取るというふうなことで、

対処してきております。

　それから、各学校におかれましても、

そういうふうなことがありましたら、ま

た学校の方に行っていただきまして、そ

こで取り組んでいただくというふうなこ

とになると思います。

　ただ、これ、問題によりましたら直接

その学校に言いにくいというふうなこと

は当然ありますから、そういうふうなと

きに、よく学校教育課の方にもいろんな

お話等ありますので、そういうふうな中

で対応していきたいというふうに思いま

す。

　それから、地域教育協議会の中の学校

協議会の予算が入っているのかというお

尋ねでございますけども、これは入って

ござません。それが一体、どんなものか
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というふうなことですが、よく間違え、

混同しやすいというふうなことでござい

ます。

　学校協議会と地域教育協議会というの

は全く性格を別にするものでございまし

て、現在ございます地域教育協議会、摂

津市ではすこやかネット摂津と言うてお

りますけども、これは地域教育力の活性

化の機能ということで、教育コミュニティ

づくりに向けてものでございます。これ

については、中学校区単位でつくってお

りまして、現在５つ、立ち上がっておる

というふうなことでございます。

　もう１つありますのは、名前はよく似

ておりますが、学校協議会でございます。

学校協議会というのは、校長の求めに応

じて学校の諸課題や学校運営全般につい

て意見交換を行うというふうな組織でご

ざいまして、学校に対する理解と信頼を

得るために学校運営の透明性を高め、そ

の説明責任を果たすというふうな形でつ

くっておるものでございまして、現在の

ところ摂津市での市内の学校で学校協議

会について、設置はまだしておりません。

今後の予定でございますけども、平成１

６年度当初に学校管理運営規則を改正し

てつくっていく方向で準備はしておりま

すけども、というふうなことでございま

すのでよろしくご理解願いたいというふ

うに思います。

　それから、修学旅行の行き先につきま

して、前の文教常任委員会が終わったあ

とで、それぞれの学校でいつごろ広島に

移っていったのかというふうなことにつ

いて資料の提出を求められまして出させ

ていただいたというふうに記憶しており

ますけども、それでよろしくお願いした

いと思います。

　決まっていった経過なんですけども、

それぞれの学校の中で修学旅行のあり方

とか行き先等、平和教育等も含めてそう

いうふうな形になっていったというふう

なことでございまして、学校によってそ

れぞれ、ちょっとずつ年度が違ったと思

いますけど、そういうふうなことになっ

てございます。これにつきましても、さっ

き言いましたように１１月４日の校長会

でいろんな形で意見を聞くというふうな

形で進めていってほしいというふうなこ

とは申し上げておきます。ただ、修学旅

行というのは、かなりスパンの長い計画

のものですので、急にというふうなこと

ではなかなか難しいという点については

ご理解願いたいと思います。

　それから、もう１つお尋ねの摂津市以

外の他市の行き先、大体どんなところか

というふうなところで府教委の方にお伺

いいたしました。ところが府教委自身が、

府下全体の一覧表を持っておらないとい

うふうなことで近隣の市の方だけちょっ

と聞きましたので、ちょっとそれでご容

赦願いたいと思います。聞きましたのは、

９つの市や町でございます。大体、大阪

府の北部というふうに、摂津市に近いと

ころがよかろうと思いましたので、そこ

で聞きまして、小学校の数が１９０ござ

いまして、広島方面に１７２校行ってお

りまして、それ以外のところが１９とい

うふうなことでございます。

　中学校につきましては、広島に行って

るところは１校もございません。

○阿部委員長　ちょっと済みません。質

問者の卒業式、入学式についての、要す

るにその部分に従わなかった教師の措置

の仕方と、それから卒業式は授業の最終、

一環の事業であるかということ、この部

分に関してお答えください。垣岡参事。

○垣岡教育総務部参事　まず、卒業式は

最後の授業かどうかというふうなことで

ございますが、学習指導要領におきまし
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て卒業式は特別活動というふうなところ

に入ります。

　特別活動の中の儀式的な行事というふ

うなところでございまして、儀式として

教育課程の中で行っているというふうな

ことでございます。これは授業というふ

うなことになりますと、教育課程ですか

ら何ですが、いわゆる授業時数をカウン

トする、週何時間やりなさいという、そ

ういう授業ではございませんけども教育

課程の中で行っているものでございます。

　そういうふうなことでご理解願いたい

と思います。

　それからもう１つ、これにつきまして

は何度か答弁がこれまで繰り返されてき

たと思うわけですけども、一応、最終的

にはそういうふうなこともあろうかなと

いうふうなことは考えてはおりますけど

も、現在のところはお互いの理解の中で

やっていきたいというふうなことで考え

ております。今年度、まだ卒業式もう間

もなくでございますけども、できるだけ

子どもたちがいい形で卒業していくと。

それから参観された方もいい形であった

というふうな形で行っていきたいという

ふうなことで願っております。

○阿部委員長　西村人権同和教育室長。

○西村人権同和教育室長　まず、男女混

合名簿についてご答弁もうしあげます。

　１０月の委員会の方で、この男女混合

名簿に至った経過につきましては、せっ

つ女性プラン等を通して摂津市において

男女共同参画社会を実現していく。その

中で教育においても人権尊重に基づく男

女平等の教育を進めるという観点の中で、

いわゆる固定的な役割、分担意識を助長

しているものがなかったのかという見直

しの中で名簿の問題に至ったという経過

について説明させていただきました。

　また、男女の性的な違いというんです

か、更衣等も含めて十分な配慮もしてい

きたいということだっただろうと思いま

す。それ以降ですけど、１１月に人権教

育にかかわる校長先生方に対するヒアリ

ング等の中で小学校、中学校、それぞれ

至った経過の中で小学校は１４年以上、

中学校においては３年近くたって、その

後どうですかというふうなお話もヒアリ

ングのついでにお聞きした中では、今の

ところ比較的スムーズにいってるんじゃ

ないか。特段のクレーム等も含めて今の

ところ聞いておらないという話しでござ

いました。

　前回、渡辺議員の方が特に男女共生と

混合名簿が、より具体的にどういう関係

があるのだというふうなご質問があった

だろうと思います。私も、それ以降いろ

いろ考えまして、１つは区別といわゆる

差別というんですか、不平等の関係では

ないかなというふうに現在思っておりま

す。区別することが、即差別につながる

というふうには思っておりません。必要

によって男女の違いも含めて区別すべき

ところはあるだろうと。ただ、必要以上

に区別することによって、そこから派生

する問題も一方ではあるのではないかと

いうことで、特に名簿というものが現在、

指摘されておりますのは、一番、学校生

活のもとになる出席簿というんですか、

一番基本となる部分においてどうなのか

ということだろうというふうに思ってお

ります。

　そういう意味で、今のさまざまな社会

において必要に応じて名簿というのがあ

ろうかと思いますけど、基本的に学校生

活において従来、かつて男子の名簿、女

子の名簿ということが学校において当然

だったという中で本当にそれが必要なの

かというふうな見直しの中で、基本的な

名簿においては、特に必要ないのではな
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いかと。必要に応じて、更衣であるとか、

さまざまな場面において当然、男女を分

けて配慮しなければならないことはして

いくというふうな形で問題を整理してい

きたいなというふうに現在のところ思っ

ております。それが１点目です。

　それから、拉致問題を人権教育として

の扱いをしてほしいというふうなことに

かかわってでございます。これも前回、

１０月の委員会の中でお話をさせていた

だいたというふうには思いますが、あの

時点では大阪府の教育委員会においても

平成１６年度の高校の新しい教科書にお

いて、拉致問題が幾つかの教科書で記述

があると。今の非常に現代的な課題とい

うことで、それにおいて府立学校におい

て適切に取り扱われるように教職員研修

等を通して指導してまいりたいというふ

うな、府の教育委員会の情報も聞いてお

りました。そういう中で特に義務教育段

階において、この児童・生徒の発達段階

を踏まえてどういう取り扱い方がいいの

かということを研究してまいりたいとい

うのが前回のご答弁だったろうというふ

うに思っております。

　それと幾つかの、他の市町村も含めて、

拉致問題を学校教育においてどのように

取り上げているようなケースがあるのか

というふうなことも人権主管課長会とい

うのが府下でもありまして、いろいろ情

報交換もしておりますが、現在のところ

事業の中で現在の自治的な問題というこ

とで、今どんな人権問題とか、差別の問

題があるんだろうということ、形の中か

ら自然な形で今、拉致が話題になってい

ると。これをどう考えたらいいのかとい

うふうなことは一部、学校においては現

代の差別とか人権の問題ということであ

るとは聞いておりますけど、直接それを

系統的にというのは現在のところ、まだ

聞いておりません。そういう意味で、先

ほど１０月に申し上げましたように、教

科書の中で具体的には平成１６年度から

新たに高校の方で記述がなされるという

ことを踏まえて、今後とも府と協議しな

がら義務教育段階において児童生徒の発

達段階に応じて、どういう形が望ましい

のかということは研究課題にしていきた

いというふうに思っております。

○阿部委員長　高橋教育研究所長。

○高橋教育研究所長　失礼いたします。

予算概要の１１０ページ、教育研究所費

に伴います教育相談事業、不登校等の教

育相談に要する経費内訳の詳しい説明を

というご質問でございました。この内訳

につきましては、教育指導嘱託員報酬、

こちらの方は教育研究所に教育相談とい

うところで配置されてございます教育指

導嘱託員３名、並びに研究所に配置して

おります臨床心理士、その他小学校に直

接配置されておりますスクールカウンセ

ラー３名を合わせました報償費でござい

ます。

　続きまして、報償金でございますが、

こちらの方は私ども教育研究所が教育相

談におきましてスーパーバイズを受けて

おりますスーパーバイザー、奈良女子大

学川上先生への報償金でございます。

　その他需用費といたしましては、教育

研究所が事務局になっております思春期

相談連絡会の啓発リーフレットの制作費

でございます。こちらの思春期相談連絡

会と申しますのは、先ほどのご答弁でも

出てまいりましたように、家庭児童相談

室、吹田子ども家庭センター、茨木保健

所、健康推進課、児童福祉課、学校教育

課、教育研究所が連携してある組織でご

ざいます。

○阿部委員長　東教育研究所参事。

○東教育研究所参事　教職員対象接遇研
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修についてお答えいたします。

　この研修につきましては、６月に開催

を予定しております。もう既に講師の方

は依頼しております。内容につきまして

は、電話の取り方、言葉使い、保護者な

どへの対応というふうな研修内容を予定

しております。

○阿部委員長　芝野生涯学習部次長。

○芝野生涯学習部次長　生涯学習課に係

りますご質問にお答えをいたします。

　まず、補正予算にかかわりますご質問

でございますが、本年度の予算概要とか

かわりがございますので、一括してご答

弁申し上げます。

　まず、成人祭の司会委託料、補正では

２万円減額となっております。この司会

につきましては、過去、プロの司会者に

お願いをしてきておりましたが、平成１

４年度から市民のボランティアに依頼を

して、司会をしていただくということで

１４年度も１５年度も不用となっており

ます。金額的に当初予算４万１，０００

円でございますが、２万１，０００円ば

かり、補正では少なくなっておりますが、

これにつきましては成人祭のあとの会場

シート等の片づけをシルバーに委託をし

て、青少年指導員さんが例年やっていた

だいておりましたが、前日準備から含め

まして、かなり当日の片づけまでという

ことでご負担をおかけしておりましたの

で、その司会委託料をシルバーの方に片

づけしていただく形で活用させていただ

いた結果でございます。

　本年、予算も４万１，０００円と上げ

ておりますが、１４年、１５年と同様に

ボランティアの方にお願いをして行く予

定をしておりますが、事業執行上、１０

０％ボランティアの方が確保できるとい

うことが見込めない以上、一応プロの方

への委託も含めて予算化をしております

が、今進めております方向で極力この予

算が未執行に終わるように努力をしてい

きたいというふうに考えております。

　それでは、概要の１２７ページからご

答弁申し上げます。

　音楽祭にかかわりましては、昨年の決

算審査においても非常に中途半場な内容

になっておると、摂津の宝であるんであ

れば、もう少し関係者として、担当とし

て努力が要るんではないかという厳しい

ご指摘を受けておりました。それで、担

当としましてはご指摘のとおり、今まで

ともすれば施設管理公社に委託をしたま

まで努力が不十分であったということは

率直に自己批判する中で、去る２月には

音楽祭関係者、生涯学習課職員２名、そ

れから施設管理公社、それから音楽連盟

の会長、町の音楽家協会会長の方々に、

とりあえず集まっていただきまして、い

ろいろ論議をいたしました。

　１つには、摂津市内のピアノ教室とか、

あるいは音楽関係に携わっている人をリ

ストアップして呼びかけていこうではな

いかと。それから、大きな団体としては

音楽連盟、あるいは文化連盟という組織

がございますが、そういった組織に真剣

に呼びかけていこうではないかという基

本的な方向を確認して、２回目につきま

しては、さらに具体的に吹奏楽連盟、合

唱協会、演奏家協会、その他音楽関係者、

あるいは文化連盟の役員さんにも集まっ

ていただいて、多くの市民に聞いていた

だけるような催しになる方策を練ってい

こうということで、今、担当として準備

なりを進めておるところでございます。

　なお、委託先の施設管理公社と協議す

る中で開催経費を極力抑え、受益負担も

ふやす中で１５年度実施をしてまいりま

したが、１６年度も同じような方向で実

施をしていくということでございます。
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　続きまして、１２９ページ、青少年リー

ダー養成事業とはということでございま

すが、具体的に申しますと、この事業に

つきましては過去チャレンジャークラブ

という名称で夏休みに２泊３日の、子ど

もたちをキャンプに連れて行くという事

業をやっておりました。その事業は、単

に子どもたちに呼びかけて２泊３日のキャ

ンプの場を提供するだけで終わっており

まして、あとに参加した子どもたちにも

つながっていかないという弱点を持って

おりましたことを反省しまして、名前を

こういう名前に変えさせていただいて、

広く摂津市内の、現在、小学校４年生以

上の児童を対象に呼びかけをいたしまし

て、５月をスタートに３月までの間、開

校式、それからデイキャンプ、夏の２泊

３日のキャンプ、秋の、１５年度は万博

でオリエンテーリング等をやりましたが、

それからクリスマス会、冬のスノーキャ

ンプ、３月の閉校式ということで、年間

を通してそういう活動に子どもたちに参

加するという原則で募集をかけておりま

す。その中で子どもたちに将来、中学校、

あるいは高校、あるいは成人になった段

階には、自分たちが楽しかったことをぜ

ひとも次の世代にフィードバックしてほ

しいということで、そういう位置づけを

やりながら事業を進めております。

　その結果、中学生になっておる子ども

たちもおるわけですが、学校のクラブ活

動等、意欲的な子どもたちはそういう形

で忙しいわけでございますが、ひまを見

つけてこの事業のお手伝いという形で参

加していただける、やっと場所ができた

かなということで、まだまだ息の長い先

の長い事業でございますが、今後とも継

続して育ったリーダーを摂津で確保して

いきたいと、担当としては考えておりま

す。

　それから、１２９ページのこども会育

成事業でございます。これにつきまして

も１０月の決算審査の際に、いろいろご

心配もご提案もいただきました。確かに

ご指摘のとおり、教育委員会が子どもの

安全にかかわりまして、地域に呼びかけ

をしていこうとしていることと、それか

ら地域の実情との乖離というのが担当と

しても非常にあるなと感じております。

　過日、五中校区のすこやかネットの年

度末総会に出席をさせていただきました

が、そこで感じましたのは、１つ、この

子どもたちの安全対策で、この呼びかけ

ております内容につきましては、五中校

区のすこやかネットは先取りをして、既

に校区で活動されておるということをそ

こで紹介を受けまして、教育委員会とし

てもお礼も申したんですが、その辺が１

つの切り口として、なかなか地域の方が

子どもたちのためにボランティア精神を

発揮しようという気風が育っておらない

部分を変えていける１つの面が見えたよ

うな気はいたします。なかなか、そう申

しましても簡単にいかないことであろう

と思います。

　これにつきましては、ご指摘のとおり、

これも２月に青少年指導員連絡協議会、

それからＰＴＡ協議会、こども会育成連

絡協議会、体育指導員協議会の代表の方

に集まっていただきまして、それぞれの

団体の現状なり、代表者の思いなり、摂

津の子どものことについて率直な論議を

いたしました。

　その中で１回の会議では、なかなか方

向性は見えてきておりませんが、その席

上にこのたび社団法人摂津青年会議所が

３月に実施されますパネルディスカッショ

ン、テーマが「摂津の子どもたちの未来

をみんなで考えよう」ということで、な

されますが、このパネラーとして要請が
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あった、今申しました４つの団体の代表

者がちょうどおられましたので、その席

にこの運営に携わっている方が来られて、

ともに内容的に協議をするという場も設

けております。こういったものも１つの

きっかけに、教育委員会としてはしていっ

たらいいのではないかということで、そ

れぞれ積極的な講演ということで担当と

して一定の努力をさせていただいたとい

うことも合わせて、方向性の１つとして

考えたいと思います。報告をさせていた

だきます。

　それから、団体育成事業ということで

ございますが、これにつきましては、現

在、青少年団体活動振興補助金としまし

て、こども会育成連絡協議会、それから

ボーイスカウト１団、２団、３団、ガー

ルスカウトの計５つの団体に補助をして

おります。

　特にこども会育成連絡協議会につきま

しては、我々が事務局になっております

関係上、密接な関係を保ちながら、日々

活動をしていただいておるわけでござい

ますが、それぞれボーイスカウト、ガー

ルスカウトについては、独自にそれぞれ

の団で活動されておられます。現在そう

いうことでございますが、将来的に特に

ボーイスカウト、ガールスカウトについ

ては、それぞれの団で子どもたちが活動

する、その人数の確保等も苦慮されてお

りますけれども、自主的に活動していた

だくという方向性を大事にしていきたい

と思います。

　こども会育成連絡協議会につきまして

も６３％程度の組織率ということで、財

政的にも自主独立してやっていける状況

では、本市ではございません。そういっ

たことで、将来的な方向としては自主的

な運営というのは当然望まれるわけでご

ざいますが、そういう現状でございます

ので、しっかり事務局として支えていこ

うと考えております。

　ご質問の最後の社会人権にかかわって

の予算の内容でございますが、本年度は

報償金、学習会の講師謝金として４万５，

０００円。それから、その記録用の印刷

製本として５，０００円、計５万円を計

上いたしております。

　まだ、１６年度、どのような事業を展

開するか、具体には決めておりませんが、

１つには虐待ということが非常に社会的

な問題になっておりますし、そういった

課題についても社会教育、社会人権の立

場から学習会を開くというのも１つの方

向性であろうということで、今後この限

られた予算でございますので有効活用し

てまいりたいと考えております。

○阿部委員長　井上市民図書館長。

○井上市民図書館長　図書館の図書の購

入の方法についてご説明いたします。

　図書館で図書を購入する場合につきま

しては、図書館で決めております図書収

集方針というのがありまして、これに基

づきまして収集しております。

　内容をちょっとお読みいたしますと、

多様な対立する意見のある問題について

は、それぞれの観点に立つ資料を幅広く

収集する。著者の思想的、宗教的、党派

的立場にとらわれて、その著者を排除す

ることはしない。

　それから、図書館の収集した資料が、

どのような思想や主張を持っていたとし

ても、それを図書館及び図書館員が支持

することを意味するものではないと、そ

のように決めております。

　ですから、ある本につきまして、その

本がよいかどうかの判断につきましては

図書館がするんではなしに、利用者の方

がその本を読まれて、よいかどうかの判

断をされるというふうに思っております。
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　それと、ご指摘のあった本の購入経過

につきましては、ちょっと私も余り詳し

くは覚えておりませんが、恐らく雑誌購

入をする時期に、たまたまその時期に要

求があったからではないかなというふう

に考えております。

○阿部委員長　山下生涯学習部参事。

○山下生涯学習部参事　それでは、体育

施設の使用等の考え方につきましてご答

弁申し上げたいと思います。

　各体育施設の建設時におきまして、そ

の施設の目的、または使用許可の制限等

を規則等で設けておるわけでございます

が、その使用の際に際しまして、その規

則または使用の運用等に基づきまして体

育施設の運用を行っておるのが今の現状

でございます。

○阿部委員長　渡辺委員。

○渡辺委員　いろいろご説明いただきま

して、まず補正の件ですけど、役務費の

件、９５万円、あれはよくわかりました。

そういう形で、ある人材を大いに活用し

ていただいて、できる限りそういう形で、

それぞれのお立場の人は、それぞれ大変

になっていくと思うんですけど、そうい

う形で対応していただきたいというふう

に思います。

　それから、司会の件ですけど、何か司

会の費用として上げられておるわけです

ね、項目としては。それがシルバーの片

づけの方に、その費用を一部回されたと

かいうて聞いたんですけど、項目的にちょっ

と問題あるん違うかなというふうに思い

ますし、それから私はボランティアでい

くという、きちんとした考え方を持って

司会をされる、そういう考え方をはっき

りすべきだというふうに思います。

　摂津市は、２、３人の方しか司会でき

る人がおらんということはないわけです

から、いろんな人材発掘はできるわけで

すから、そういうきちんとした定義を持っ

てやるということが必要だというふうに

思いますんで、その点、予算の中に上げ

られておられるけど、そういう形でもし

もの時と言わんと、だれでもということ

はないけど、適当というか、上手な方も

おられると思いますんで、そういう点は

ちょっと来年度は考え直していただきた

いというふうに思います。

　それから、教職員相互共済福利厚生事

業の被服の貸与の問題ですけど、３年に

１回貸与するということなんですけど、

どういうような被服を貸与されるのか、

ちょっとお聞きしたいと思います。

　それから、１１０ページの教育相談事

業、不登校等の教育、これはよくわかり

ました。先ほどもちょっとやりとりの中

にあったというふうに思いました。よく

理解できましたので、その方向でお願い

したいと思います。

　それから教科書採択の件なんですけど、

一応、ずっと説明があったことは、よく

理解して、それから保護者の代表の方も

入れて幅広い意見を聞きながらというこ

とであったんですけど、採択のメンバー

が公開、非公開で前回、非常に問題が生

じたわけでございますが、そういう点、

公開条例等、いろいろ大阪府も、そして

各地方自治体もそういう公開という形を

取っておりますんで、そういう採択のメ

ンバーに関しての公開もやっていくとい

う形を取っていただきたいということと。

　それから、保護者の代表は、どういう

形で選ばれるのか、そのこともちょっと

お聞きしたいというふうに思います。

　それから、概要の１１１ページ、問題

教師の対応についてですけど、校長から

申し出がないので今のところはゼロやと

いうご答弁をいただきましたけど、現実

的にそうかということを教育委員会は、
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やっぱりしっかりと全体を掌握する必要

があるというふうに思います。

　校長から報告がなかったら、それでえ

えのかということではないわけであって、

やっぱり教育委員会として各現場に立ち

入って、それなりの情報収集なり、保護

者の意見をしっかりと聞いて、やっぱり

いつでも対応できるような姿勢というの

は当然つくっとかなあかんと思います。

　校長先生は、日々、現場の先生方との、

いろいろ人間関係もあることやし、なか

なかそういう点、出しにくいことも我々

は理解できるんですけど、しかしそうや

から言うても現実に子どもたちが指導力

のない、問題教師のおる中で教育を、授

業を受けとるということになったら、こ

れは前も言ったように教育基本法、子ど

もたちは平等に教育を受ける権利がある

ことを侵害しとるわけですから、そうい

う観点に立って、やっぱりこれはきちん

と教育委員会が積極的に関与するという

形が必要になってきます。

　それは災難としか言いようがないでしょ

う、子どもたちにとって。ほかの学校で

は、きちんと授業を受けて、それなりの

課程を踏んでるのに、そのクラスにおる、

その先生にかかわってるおかけで、まと

もな授業が受けられない状況になったと。

これはもう、子どもにとっては災難以外、

何ものでもないわけです。そういう点は、

しっかりと教育委員会、やっぱり調査し

て把握する必要があると思うんですけど、

教育長ちょっと、またその点、お答え願

いたいと思います。

　それから、教職員の言葉使いと服装の

ことに関してですけど、現場におったら

当然、学校の先生は、しつけもせなあか

んわけですから上品の言葉ばっかりで対

応できんのはよくわかりますけど、非常

に聞き苦しい言葉を発せられる先生もお

られるわけであって、先生方の中で、過

去において組合の先生と一遍、話しした

ことがあるんですけど、我々自体が自分

らでわからんときが非常にある言うて。

その世界に入り込んでしまってるから、

先生と生徒、先生方、子どもたちの中に

入り込んどるから社会一般の１つの、い

ろんな風習とか、きめ事とか、そういう

ことを忘れてしまってることがあるんで、

我々としてもそういうような場を望んで

るし、またテレビでやっとったんですけ

ど民間の企業に行って、きちんとしたそ

ういう形の教育を受けたいということも

声が過去において上がっとったこともあ

るんで、そういうチャンスをやっぱり大

いに与えてあげることも必要だというふ

うに思います。

　やっぱり、先生の姿を見て子どもは、

もちろん親がほとんどですけど育っとる

わけですから、その先生が先ほど阿部委

員長とのやりとりがあったけど、非常に

下品な言葉使いをしとったときに、やっ

ぱり子どもたちはそれをまねするわけで

すから、そういう点の言葉使いとか態度

いうのは非常に大切なものになってくる

と思いますんで、その点、どんどんそう

いう研修を行っていただきたい、そのよ

うに思う。これは要望しておきます。

　それから、入学式、卒業式、これ垣岡

さん、何か非常に過去においての福元理

事やら教育長との答弁と全然食い違うと

るわけですよ、これ。どういうことです

の、それは。理解を求めて話し合うとい

うようなことを答弁してはったけど、過

去においたら福元理事は罰則も踏まえて

ということでご答弁されておるわけでしょ

う。そういう点、どういうことになって

るんですか、その話し合いが。こんなと

ぼけた答弁もらうために時間費やしとる

ん違いますよ。
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　私は、ずっと決まりを守って、きちん

とやってくれということを言うとるだけ

ですよ。決まりを違反して、やれとは言っ

てないんですよ。規則違反をしてやれと

は言うてないわけですよ。それをずっと

積み重ねていって、こういう質問しとる

のに何ですか、今のあなたの答弁は。そ

れ、どういうことですか。これも教育長、

きちんとご答弁いただきたいと思います。

こんなわけのわからん後退するような答

弁いただくために、これ、時間費やしと

るん違いますよ、これは。

　それと、学校現場へ行ったら非常に苦

慮されとるんはわかるんですけど、ごま

かしをやっとるんですよ。立たない先生

をカメラ班にして、うろうろさせたり、

校庭警備やいう形で立たない考え方持っ

とる先生を外に出したり、そういうよう

なごまかしをやってるんですよ。もう、

きちんと決まり事はやりましょうよ、そ

れを。東京都は毅然とした態度でのぞむ

と言うとるし、私は大阪府教委に聞いた

ら、そういうことは上げてきてくれ、そ

ういう問題があるんやったら上げてきて

くれ言うてますよ、そういう先生がおる

んやったら。そういうことまでなっとる

のに、答弁が無茶苦茶や、それ、教育長、

お願いします。

　それから、混合名簿ですけど、西村さ

ん、最初あなたがずっと説明の中で、あ

あいう過程で混合名簿されたから私は怒っ

とるわけですわ。あなたが前段で言うた

ことというのは、それはジェンダーフリー

思想なんです。そういう形で男、女関係

なしに、そんなもんやらなあかんという

形の物事やって、こういう混合名簿になっ

たから私は非常に、過去の官房長官の談

話から発して、やっぱり男らしさ、女ら

しさは認めなあかんという形で官房長官

の談話になっとるわけですね。

　私は、後段のあなたがおっしゃった区

別と差別は、これは分けて考えないかん

という、これは私は賛成なんです。しか

し、私も広辞苑で一遍引いたら、区別と

差別というのは一緒やと言うて書いてあっ

たんです。広辞苑で引いたらね。私は、

そういう思想があれかなと思って一遍引

いたら一緒なんですけど、ただ区別と差

別というのは当然分けながらやっていか

なあかんし、男女の区別は、やっぱりや

るべきやと思う。これは問題がないとい

うふうに言われてますけど、私はそこで

やりにくいことがあった、ちょっとこれ

は具合悪いことは聞いとるわけです。全

国的にも新潟の方の小学校では、混合名

簿をされとることに関して、これは非常

に不都合が生じたということで、男女の

区別する名簿に、過去の名簿に返ったと

いうようなことが新聞に書いてありまし

た。そういう形の、現実に不都合を生じ

てるということもあるわけであって、こ

れはもう、そこから先は結構ですから要

望にしておきますけど、やっぱり、しっ

かりとそういう点、あなたがおっしゃっ

たような区別と差別を分けて、これから

やっていく。そのことをこれはしっかり

持って貫いていただきたい。この推移を

私は見ておきたいと思います。これを要

望しておきます。

　それから、小・中学校の校則の問題で

すけど、ずっと今、それなりのやりとり

の中で一生懸命、中学校の先生が小学校

に行ってということがありましたけど、

しかし問題は、風紀的な問題が僕は一番

だというふうに思うんですね。とりあえ

ず授業でも、中学校へ上がってきたら４

年生程度の学力しかなかったというよう

な声も聞いたことがあるから、授業に対

してもそれなりの対応をしていくという

ことは必要なんですけど、やっぱり風紀
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的な問題、茶髪でピアスしとる小学生が

中学校へ入って、中学校の先生に注意さ

れた。親も出てきて、何で悪いねん言う

ことで非常にもめることがあるというふ

うにお聞きしましたし。これはもう親に

原因がほとんどなんですけど、そういう

点の、小学校のいろんな解決せなあかん

ような、また小学校できちんとけじめを

つけなあかんような問題を中学校に先送

りするような体制というのは、これは決

して好ましくない。だから、そういう点

もしっかりと、やっぱりやっていかなあ

かんわけであって、風紀的な問題で今後、

そういう形で小学校と中学校がスクラム

を組んで、中学校と小学校の先生方がス

クラム組んでやるという形は、お考えが

ないのかどうか、もう一遍、お聞きした

いと思います。

　クラブ活動の件ですけど、非常に大変

よくわかります。実際、先生方は皆、ボ

ランティアですから、そのボランティア

ということを知らない父兄が半分ぐらい

おったみたいですけど、ボランティアで

やっているのは、これは大変やったと思

います。

　しかし現実に、やっぱり教育の中には

よく学べ、よく遊べじゃないけど体力も、

やっぱりつけなあかんということで体育

の授業もあり、またクラブ活動、奨励し

とるわけであって、さっきの話じゃない

けど奨励しとるのに実際はクラブがだん

だん衰退していくような現状があるとい

うのは、これはやっぱりおかしい、訂正

せなあかん問題であります。そういう点

で何とか知恵を絞って、例えば今でもやっ

ておられると思いますけど、外部からそ

ういう指導員を呼ばれたり、そういう形

で対応していく、そういうことも必要や

と思います。

　私自身も、子どもたちに剣道を教えて

ますし、もし中学校で剣道部があるんやっ

たら、それなりにボランティアで行きま

すよということを言うとるんですけど一

向にお呼びがかかってこないんですけど、

そういう形の対応もできると思います。

その点は、中学校、学校という殻に閉じ

こもらんと多く世間に目を向けて、やっ

ぱりいろんな人の協力を得ながらクラブ

活動を活性化するという形を取るべきだ

というふうに思いますけど、もう一度、

お考えをお聞きしたいと思います。

　それから、人権問題の、拉致の問題で

すけど、高校のどうこう違うて、摂津市

として、この拉致問題を人権問題として、

どう取り組んでいくかということを私は

聞いとるわけであって、高校の教科書に

出とるから言うて、私はこんなん管轄外

でしょう、鳥飼高校も摂津高校も。そう

いうことを私は言ってるわけであって、

それに対してのご答弁が全然ない。その

点、今現実にある拉致ですよ。現実にあ

る人権侵害です。過去、５０年前の日本

の戦争の時にどうこういう問題じゃない

んですよ。それも大切やと思いますけど、

今、現実に問題化されてることを格好の

授業であり、子どもたちが考える問題提

起じゃないですか。そういうことをいや、

今後また考えていきますわ。高校から先

に言いますわと、そんなことじゃあかん

ということですよ。

　今、テレビつけたら大概、何分かニュー

スの中では、拉致問題が出てきておるで

しょう、いまだに。温かい問題でしょう、

それは。そういうことを即刻入れて、い

ろんなことを話し合うべきだというふう

に思いますんで、その点も踏まえて、も

う一遍ご答弁いただきたいと思います。

　不適切な言動によって子どもたちが不

登校、申しわけないというのがあったん

ですけど、不登校というのはいろんな問
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題があると思います。もちろん親の育て

方もあると思います。そして、子どもの

性格の問題もあるし、いろんな問題が不

登校の中には入り込んでますけど、ただ

残念なことに先生が余りにも配慮がない

ことによって、子どもたちが傷つくとい

うことを、これはやっぱり教育者として、

もってのほかやと思います。私も現実に

小学校のときに、先生に対して不適切な

言葉をいただいて、いまだに私はそのト

ラウマがあります。現実にね。だから、

そういう点は、やっぱり基本中の基本だ

というように思います、そういうことは。

　だから、その点は絶えず話し合いをし

ながら、やっぱりこれ、そういうことが

二度とあってはあかんと思いますんで、

その点はしっかりと指導をしていただき

たい、これは要望しておきます。

　修学旅行の件ですけども、私はずばっ

と言います。これ、組合が決めたん違い

ますか、広島へ行くというふうに。だっ

て、これ見てください、１９０校中１７

２校、こんなん何で一斉に皆が広島に行

きますの。皆さん、教育委員会で話し合

いしたんですか。学校で、きちんとそう

いう形で話し合いして、みんなで意見聞

いたんですか。何で一斉に、こういうふ

うに行くんですか。どこで話し合いされ

たんですか、これ。

　それと、修学旅行行っとる業者は１社

や、ずっと。同じ業者や、これ。

　さっきの職員会議のどうこういう問題

があったのと一緒で、学校で何を話され

とるのかわからへんわけです、我々とし

たら。修学旅行も子どもたちの意見を聞

いて、子どもたちの目線でと、しこたま

先生方はそんなことを言うとる。それや

のに子どもたちの意見も聞かんと一斉に

北摂地区全部が広島やと。そういうふう

に思うんですけど、ちょっと意見を聞き

たいと思います。

　それから、給食の件ですけど、今、ほ

んとに食の安全性という形で非常に今、

話題になってます。大変だと思います。

それをほんなら民営化して、業者に任せ

ていいのか。また、センター方式にして

不安はないのかということ、そういうこ

とを言い出したらきりがないというふう

に思います。ただ、財政的な問題も考え

て、他市でもそういう形で行われて、問

題が生じてない、順調にいっとるところ

もたくさんあるわけございますので、部

長の方からそういう形で将来的にはとい

うお言葉をいただきましたんで、その線

に沿って、やっていただきたい。これも

要望にしておきます。

　それから、音楽祭の件ですけど、今、

ずっと次長の方からご説明いただきまし

て、それなりに苦慮されて、何とか宝物

を市民に認知してもらうように一生懸命

努力されとるという形は、よくわかるん

ですけど、しかしこの線に則って、ずっ

といきたいと言うてはったんですけど、

多分、僕はことしそういう考え方の抜本

的な考え方の発想をせんと、また去年と

同じような状況の音楽祭になってしまう

んじゃないかと思います。

　だから、発想を転換して、例えば、ス

ポンサー、前に質問しましたように、企

業からのスポンサーを得ながら、そうい

う形で運営するとか。また、審査員の方々

も日下部さんとお話させていただきまし

たけど、非常に摂津音楽祭に対しての評

価は高かったです。それやったら、負け

てくれやって言いたいんですけどね、そ

の金を。だから、そういう点で本当にボ

ランティアで、音楽家が一番この意味合

いをわかってると思います。音楽家が。

だから、そういう点で、しっかりやっぱ

り、そういう方々とお話をしながら、先
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ほど次長もおっしゃったようにボランティ

アを導入しながら、また音楽連盟を動員

しながら、何とか資金を軽減しながらやっ

ていく方法はないかなというふうに思う

んですけど、再度、ご答弁をいただきた

いと思います。

　それから、青少年リーダー養成事業。

わかりました。ジュニアリーダーという

やつですね、昔の。これ、さっきの青少

年団体とかこども会育成協議会等も関連

するんですけど、こども会活動とかボー

イスカウトとかガールスカウト活動をき

ちんとやっとった人らは、こういうこと

に参加するんですよ。

　突然、そういう形で、例えば、ジュニ

アリーダーみたいなのをやります言うて

も、もう１つ、ピンと来ないんですね。

だから、これ、一連のつながりがあるわ

けです。しっかりと、子どもたちを小さ

い時から地域のこども会、それからボー

イスカウト、ガールスカウトという活動

をしておった延長線上にこういう事業を

やったときに参加する子どもたちがふえ

るということなんです。言うとる意味、

わかってもらえますよね。

　だから、一連の動きですんで、しっか

りと、青少年リーダー養成事業は、それ

でそのまま進めていただきたいんですけ

ど、今、言うたように土壌はやせていく

一方やったら実はならないのと一緒で、

今、地域教育協議会なんかで積極的に参

加されとる方はご高齢の方々が多いんで

す。一番、子どもたちがよく目についた

り、よく子どもたちのことをわかってる

のは、やっぱり自分の子ども、同じ年齢

の母親の方々です。一番、子どもに接触

しておる、そういう方々が、そういう活

動を物すごく敬遠されるんです。

　あるこども会の役員の方からお話いた

だきまして、その方はマンションに住ん

ではったんですけど、砂場で自分の子ど

もが泣いとったらしいんですね。その横

で２人の子どもがおって、その横にお母

さんが１人ずつついておったと。でも、

その泣いてる子どもに対して一切無視し

ながら、自分の子どもを一生懸命、砂遊

びさせとったいうわけです。もちろん、

自分の子やから、そら、もうあれかもし

れんけど、一言、「大丈夫」とか「どう

したの」という言葉があったらええんや

けど、一切無視してやっとったと。そう

いう現象が起きてる中で、こども会も当

然、やせ細ってきますわ。

　今さっき、次長がおっしゃったように、

積極的にそれを乗り込んでいく、例えば

こども会に対して任せます、任せますじゃ

なくて、これから積極的にやらなあかん

とおっしゃってましたけど、もっと積極

的にやらんことには、例えば、講師を派

遣して、こういうことをやるとか、いろ

んな事業の展開をして、それは行政がこ

ういう形で関与して、やりますよという

形をせんかったら、どんどん廃れていく、

そういう状況が今、現実にあるんですよ。

そういう現実がね。もう、ひどい状況で

すよ。

　我々、もうこども会から自分の子ども

が中学校、今度、高校行くんですけど、

こども会から離れて、もう３年か４年に

なりますけど、それでも何でか知らんけ

ど来てくれ来てくれ言われるんです。も

う、私関係ないじゃないですか言うたら、

なり手がおらへんわけです。ＰＴＡもそ

うですわ。

　ＰＴＡの会長選ぶの、どれだけ大変か。

よくご存じやと思いますけど、そのよう

な状況できれいごと言うてもあきません。

失礼な言い方かもしれんけど。そういう

点、非常にこれ問題があると思いますん

で、これもう一遍、お考えをお聞きした
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いと思います。

　それから、社会人の人権教育事業、こ

れはわかりました。まだ決まってないと

いうことですけど、内容に関しては、今

おっしゃったテーマもありますし、テー

マをしっかりと、きちんと考えを持った

上での展開をお願いしたい、これは要望

しておきます。

　それから、図書館の件ですけど、それ

やったら何ですか、館長。図書館員の人

らが、さじ加減でどうでもできるという

ことですよ、あなたの説明聞いとったら。

思想信条に関係なし言うても、そこにだ

れかが介在しとったら、そういう形で一

方的に偏った本でも集めようと思ったら

集められるわけですよ、それは。違いま

すか。週間金曜日、どこでどういうふう

な形で置かれたのか言うても、わかりま

せんて言うとったけど、そういう点、き

ちんとしてください。これ、税金で買わ

れとる本でっせ。あれは、拉致事件に関

して家族とか、団体を逆撫ですることや

と言われとるわけですよ。そういう形で、

わからんじゃ済まされへんですよ。

　前に私が指摘したときは、「悪い警察

官に従わない本」いうのがあったんです

よ。知りませんか。警察官は権力を横暴

にしとる悪や言うわけです。そやから、

警察官に、職務質問されたら答えるなと

か、そういうことが書いてある。それが

大人の本と違うて、子どもの欄のところ

の本に置いてあるわけですよ。子どもの

欄のところへ、こんなんをどういう考え

方で司書が選んだんやいうことになった

ら、わかりません。ただ、本屋さんが持っ

てきたらから選んだみたいなことを答弁

されましたわ。今後、気をつけます言う

て。

　今現在、市民からやっぱり、そういう

ことで指摘されとるわけです。指摘され

とることに関して、どういうふうに思う

か、もう一遍、何やったら指摘された方、

連れてきましょうか。どういうふうに思

うとるか、一遍、聞きたいと思います。

ご答弁、お願いします。

　それから、体育施設の件ですけど、そ

れなりに苦慮されて、やられとるのはわ

かるんです。それで、ない予算で何とか、

それをやりくりされとるのはわかるんで

すけど、ほんとにそういう点は、よく体

育団体、体育協議会もありますし、しっ

かりと話を聞きながら、やっぱり話し合

いをすることによって、そういう体育団

体の自覚も促すことができるわけですか

ら、今、こういう現状や言うことで、そ

れを促すことはできるんですから、しっ

かり話し合いしながら知恵を絞って、金

のない分、知恵を絞って、やっていただ

きたい、これ、要望しておきます。

○阿部委員長　馬場教育総務部次長。

○馬場教育総務部次長　教職員の被服の

貸与の品目についてお答えいたします。

　貸与規定の中に決めております部分で、

表をつくっておりまして、主には作業用

の作業着とか、理科実験用の白衣、体育

用のジャージとなってますけど、品目と

いたしまして作業着、それと白衣、それ

とウインドブレーカー、トレーナーとＴ

シャツ、ジャージ、それと作業用、運動

用のシューズ、そういったものになって

おります。

○阿部委員長　福元教育総務部理事。

○福元教育総務部理事　教育長にという

ことでございましたけれども、私の方か

ら若干説明をさせていただきます。

　まず、指導力不足の教員に関してでご

ざいますけれども、先ほど課長の方から

現在は、上がってきてないということで

ございました。実際に、昨年の１０月に

この問題につきまして、この委員会でい
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ろいろご議論がございました。ご質問も

受けました。その後、私どもも、積極的

に関与をというご意見もございましたけ

れども、学校に調査いたしました。やは

り、数字としては潜在的に５名の方がお

られると。そのうちの３名の方は、やは

り指導力不足であるという調査結果がご

ざいます。

　ただ、現在の対応、状況としては、校

長先生の指導のもとに現在は取り組めて

いるというような報告を受けております。

　指導力不足につきましては、やはりこ

れは深刻な問題ですので、できるだけ早

く子どもたちに迷惑がかからないように、

早期に発見をし、早期に対応をすると、

それなりのマニュアルもございますので、

そういうことが学校長から相談がござい

ましたら、そういうルートに載せて対応

してまいりたいというように考えており

ます。

○阿部委員長　和島教育長。

○和島教育長　卒業式、入学式における

国旗・国歌についてでございますけれど

も、これまでも何度もご質問の受けてい

る問題でございまして、この問題につき

ましては学習指導要領に基づいて、その

意義を踏まえて、国旗を掲揚する、国歌

を斉唱するよう、指導するということが

学習指導要領にも明記されております。

　私は、やはり学習指導要領に基づいて、

卒業式、入学式が厳粛に、そして清新な

雰囲気の中で実施されるよう、これまで

も校長会、あるいは教頭会において指導

してきたところでもございます。校長に

おきましても各学校におきまして、強い

リーダーシップで、その指導を行ってい

るところでございますけれども、ご指摘

のように多くの人ではございませんけど

も、何人かの起立しない先生がいるのも

事実でございます。この点で私が一番危

惧してますのは、その起立しないという

こともありますけども、そのときにやは

り子どもたちが隣りの子どもが立ったら

自分も立つ、座ったらまた座るというよ

うな、自分で考えるという判断ができて

いない。そのことが一番危惧してるとこ

ろでございまして、これはやはり学校教

育の中の式でございますから、私は集団

生活の中でルールに基づいてやっていく

ということを教職員も指導していく必要

があると、そのように考えているところ

でございます。

　そういう中で、校長が職務命令を出す。

それに教員が従わなかった場合には、当

然、学習指導要領に基づき指導を行う職

務上の責務を有しておりますので、地方

公務員法に基づき処分の対象になると、

そのようにも考えているところでもござ

います。そういう中で実際に処分をする

のかという問題で、これまでもそこの部

分で、ずっとご質問も受けてきて、先ほ

どのご質問の中でも府教委の方では、上

げてくれてきたら処分するというお答え

であったということでございますけれど

も、私どもでは、やっぱり処分を行うか

どうか、そして処分を行うとしたら、ど

のぐらいの程度のものになるのかという

ことは、やはり基本的には任命権者の府

教委の範疇に入る問題だと思っておりま

す。

　そういう中で、私はやはり、これを実

際に処分していくとなれば、府教委と十

分協議していかないと、市の方が上げて

いったからということで実際にそしたら

なるのかといえば、やっぱり違う問題も

ある。

　それともう１つは、やはり学校現場と

いうのは、いつもこれもお話させていた

だいてますけども、教職員と子どもたち、

また教職員間の信頼関係の上に成り立っ
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ているものでございますので、その辺も

十分考慮しながらやっていかなければな

らないだろうと、そのように考えている

ところでございます。

○阿部委員長　芝野生涯学習部次長。

○芝野生涯学習部次長　まず、音楽祭に

ついての２回目のご質問でございますが、

根本的な発想の転換が必要ではないかと

いうことで、先ほど答弁申し上げました

のは、市として集客について取り組む内

容についてお話して、いかにコスト削減

を考えるかということについては、確か

にご指摘のとおり抜けておるということ

で、今後、ご指摘いただきましたスポン

サー、あるいは広告をいただく等、含め

まして内部で検討してまいりたいと考え

ます。

　それから、こども会の育成事業で非常

に重たい課題ということで、ご指摘いた

だきましたが、今、その中で例えば講師

の派遣等、積極的に行ってはどうかとい

うことで、摂津市のこども会育成連絡協

議会の上部には大阪府のこども会育成連

絡協議会がございまして、その大阪府の

場合は、長年活動されておりました方が

指導員としておられますので、積極的に

そういう方の活用というんですか、招聘

ということも１６年度は視野に入れて何

とか底上げをしていくべきではないかと

いうことで、しっかり考えてまいりたい

と思います。

○阿部委員長　高橋生涯学習部長。

○高橋生涯学習部長　図書館の選書につ

きましてお答えもうしあげます。図書の

選書につきましては、基本的に多様な意

見や立場からの書籍をできるだけ多く備

えることが好ましいと考えております。

しかし、図書館は子どもも含めまして、

多様な市民が利用するため、子どもに影

響を与えるような本などは置くことがで

きないものと考えております。

　なお、図書の選書におきましては、幅

広く行われることが必要でございますが、

その場合には選書に当たる職員が個人的

な関心や好みによって行うことは許され

るものではないと考えております。個々

の図書につきましても、よい悪いは申せ

ませんが、ただいまご指摘いただきまし

た件もあり、今後、公正中立的な立場で

選書がなされるよう、さらに努力してま

いる考えでございます。

○阿部委員長　垣岡教育総務部参事。

○垣岡教育総務部参事　教科書採択の件

で１つ訂正がございますので、よろしく

お願いいたします。

　先ほど私がお答えいたしましたときの

選定委員会４回と教育委員会１回開いた

というふうにお答えいたしましたけど、

これは報償金の支払いの回数の基礎とな

る回数でございまして、教育委員会自身

は協議会を含めて５回開いておりますの

でよろしくお願いいたします。

　それから、２回目のご質問の教科書採

択に関することでございまして、採択の

メンバーについて公開する気はあるのか

というふうなことと、それから保護者の

代表は、どういう形で選ぶのかというふ

うなことでございますけども、前回の保

護者の代表の方につきましては、市のＰ

ＴＡ協議会の方に依頼いたしましたとい

うふうなことでございます。

　それから、採択のメンバーにつきまし

て公開はどうかというふうなことでござ

いますけども、これにつきましては採択

の適正を期するため、採択期間の終了す

るまでは公開しないというふうな形で進

んできておりますのでよろしくお願いい

たしたいと思います。

　それから、小学校と中学校の校則のあ

り方で非常に違うというふうなことで、
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どうであるかというふうなご質問でござ

います。確かに小学校と中学校、同じ市

の同じ市立の義務教育の中で校則が大き

く違うというふうなことになっても非常

に戸惑いもあろうかと思います。ただ、

６歳から１２歳までの小学校と、それか

ら１２歳から１５歳までの中学校とをそ

もそも、なぜ２つの学校に分かれてるか

というふうなことは、やっぱりそれは、

それなりの理由があるからでございまし

て、現在では９年間のうち、前回の６年

と３年というふうに分けてます。ただ、

その中で実際に小学校、３月まで続いた

ものが４学校になった急に通用しないと

いうふうなことになると、それは非常に

お困りであろうというふうなことは十分

承知するところでございます。これにつ

きましては、急に小学校と中学校とを統

一するような規則をつくりなさいという

ふうなことを教育委員会が言えるものか

というと、やっぱりちょっと難しいとこ

ろがあろうかと思います。

　ただ、先ほど申し上げましたように、

小学校と中学校につきましては、私たち

自身が行きたくてたまらない学校、学び

のある教室というふうな取り組みの中の

２つ目に異なる学校間のスムーズな接続

というふうな形で取り上げさせていただ

いておりますのは、生徒指導であるとか、

いろんなことも含めた学校間の連携、そ

れから接続であるというふうなことを今

後とも推進していかなくてはならないと

いうふうなことを考えて平成１５年、取

り組んでまいりまして、平成１６年度も

そういうふうな形で進んでいきたいとい

うふうな形の中で今後とも検討しながら

行っていきたいというふうなことでご理

解願いたいと思います。

　それから、部活動の活性化であるとか

いうふうなことで、いろいろご提言もい

ただいたわけでございます。部活動も、

繰り返しになりますけども非常に有効な

教育活動であるというふうに考えており

まして、市内の５つの中学校、それぞれ

盛んに取り組まれておるものでございま

す。市の教育委員会は、現在も１０名で

ございますから、それぞれの学校に２人

ずつ指導者を派遣いたしておりまして、

これが現在のところ予算的な限界点はと

りあえず平成１６年度の予算につきまし

ては、それだけでございますけども、地

域人材であろうとか、そういうふうな方

につきましての取り組みにつきましての

今後、検討していくというふうなことで

検討していかなければならない課題だと

いうふうな形で考えております。

　それから、修学旅行の行き先というふ

うな形では、どういうふうな形で決まっ

たのかとか、それから教職員組合がとい

うふうなことでおっしゃられたんですけ

ども、私の記憶する限りでは教職員組合

が運動方針で、ここに行こうというふう

なことを言うたというふうなことはちょっ

と記憶に私自身はないです。

　ただ、摂津市もそうですけども平和教

育なり、平和学習というふうなものを非

常に大事にする、人間を大事にする、お

互いを大事にするというふうな形の大阪

における平和教育であるとか、人権教育

というふうなものをその進展の中で原爆

が現実に落ちた広島に行くというふうな

ことが進んできたんではないかなという

ふうなことを思います。

　私自身は、最初に小学校の教員として

最初に行った先は、実は伊勢です。それ

から広島に変わっていったというふうな

経過があるわけですけども、それにつき

ましては、その論議の中では平和教育の

集大成というふうな形が、どうなのかと

いうふうなことの、そういうふうな学校
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で論議がされてきたということを記憶し

ております。

　伊勢につきましても非常にいいところ

は、それぞれの先生方のいろんな形で言

いますから、それこそ急に、だれかが号

令かけたらピュッと変わったとかいう、

そういうふうな変わり方ではなくて、先

生自身がいろんな論議、それから子ども

の実態、受け入れ先の問題とか、いろん

な形で決めてきた。その中の１つの形が

平和教育のまとめというふうな形で広島

というふうな形で現在、先ほど申し上げ

た数字で落ち着いているというふうに私

自身は把握しておるわけでございます。

　ただ、こういうふうなことにつきまし

ては、いろんな方のご意見を聞くとか、

それから子どもたち自身、それからいろ

んなことで今後とも、世の中どんどん変

わってまいりますから、ずっとこれから

先、広島に行くかというたら、また、そ

れはちょっとよくわからないです。

　現在、広島に行っておりますけども、

私が聞くところによりますと大阪では修

学旅行の行き先は、ほぼ伊勢であったと

いうふうなことを聞いてますし、やっぱ

りそれはその時代であるとか、その時代

時代の考え方であるとか、人々のいろん

な認識の中で行く先がそれぞれするんだ

ろうと思うわけです。

　ただ、私自身が今の摂津市の子どもた

ちが、修学旅行の行き先としてレジャー

ランドに全部の学校が行くというふうな

ことになったら、やっぱりそれは教育委

員会としてはどうなのかというふうなこ

とは思うわけです。やっぱり１つの修学

旅行というのは集団行動を身につける、

それから自然に親しむとかいうふうなこ

と、それとか違った土地のありようを見

るとか、そんなこともいろいろあるわけ

ですけど、やっぱり１つの教育の機会で

ございますから、摂津市の１２の小学校

の子どもたち全部がレジャーランドに行

き先を変えましたというふうな形で、そ

れはどうかと思いまして、やっぱり１つ

の教育の機会というふうな１つの教育の

中というふうな形で考えていってるんじゃ

ないかというふうなことを現在のところ

は思っております。

　結果として、現在、摂津市も１２小学

校全部が広島に行っておりますけども、

広島の平和公園を平和学習のまとめとし

て行っておりまして、それからあとは行

き先は、それぞれ若干違うわけですけど

も、その中で自然体験であるとか、集団

訓練とか、いろんなことをやりながら帰っ

てきてまいっております。

○阿部委員長　西村人権同和教育室長。

○西村人権同和教育室長　拉致問題にか

かわって２回目の答弁をいたします。

　拉致問題が解決しておらない。１日も

早い解決を望んでいるというのは多くの

国民の共通の願いかと思います。また、

被害者の心痛を、家族を思うときにそう

いうふうに願うというのは、国民の多く

の方々の賛同が得られる部分かなという

ふうには思っております。

　私が先ほど高等学校の事例を申し上げ

ましたのは、あくまで児童・生徒の発達

段階というふうなことにかかわって申し

上げた次第でございます。ですから、前

回の答弁の中で自然な形で今、拉致が非

常に大きな国民的な関心事となっており

まして、その話題が出たときに、やっぱ

り事実を正しく伝える。これが現在、ま

だ解決しておらない問題であるというこ

と。１日も早い解決を願うというレベル

において、その話題が出たときに、やっ

ぱりそれは適切に対処すべきだろうとい

うふうには思っております。

　ただ、教育として意図的にその事象を
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取り上げるということに当たっては、や

はり学校の年間計画なり、なぜそのテー

マを取り上げて、どういうふうに持って

いくのかというふうな教育的な目標がご

ざいますので、そこにおいてはやはり、

特に国家と個人の問題にかかわって、や

はりこれまでも、特に大阪において多く

の在日の方々の存在を、このことが特定

の方々が非常に不安にならないかという

ふうな懸念の問題であったり、あるいは

国際社会と基本的な人権の問題。あるい

は、現在の国家とか外交のあり方とか、

いろんな部分にこの問題というのがかか

わってまいりますので、その取り扱い方

については慎重に研究していきたいとい

うふうに申し上げた次第でございます。

○阿部委員長　渡辺委員。

○渡辺委員　被服の貸与の件ですけど、

トレーナーとかジャージいうのは、自前

でも十分いけるの違うかなと思って。こ

れ、せこいこと言いますけどね。いや、

ほんまに。だって、そんなん一々３年に

一遍、ほんならジャージ変えようかいう

て、つくろうたらええわけですよ、そん

なもの。そんなことで、白衣とかその辺

は特殊なものかもしれませんけども、そ

ういう点、一々、職員でも制服を廃止し

ようやないかということでやっとるわけ

でしょう。そういう形で、そういうせこ

いこともやっとんねんから教育委員会で

も、やっぱりそのぐらいの始末して、当

然ええん違うかなと思って。自前のジャー

ジとかトレーナー持ってない人おります

か、先生で。

　おらへん、皆、持ってると思いますわ、

それは。だから、そういう点、余りにも

そういう形の優遇をこの時代にはふさわ

しくないわけです。だから、そういう点、

やっぱり今後、削る１つの対象として、

やっぱりこれ話し合いせなあかんとは思

うんですけど、そういう点、やっぱり考

えるべきだというふうに思いますんで、

もう一度答弁いただきます。

　それから、採択協議会の件ですけど、

現時点で公開できないのは理解できまし

たけど、今言ったように非常に採択の過

程が不透明な面が多いということで、議

事録を見ても非常に、私、議事録見させ

ていただきましたけど、議事録もほんと

にかいつまんだ一部のことしか出ていな

いわけであって、皆さんのお考えによる

と、それをオープンにしていきたいとい

うふうに、もっともっと多くの人々の目

と意見を聞きながらというぐらいなんや

から、当然、オープンにして議事録もき

ちんとしながら、その議事録も即公開し

て、それから細部に渡って教科書が決定

されたという、ずっとした最終的な段階

のタイムスケジュールから、議事の内容

から、我々が見ても、また一般市民が見

ても、即それが本当に開かれた中での教

科書が選ばれたという形に見れるように、

これもやっぱりやっていかなあかんとい

うふうに思います。これは要望にしてお

きます。しっかりと、その点は、よりオー

プンに対応していただきたい、そのよう

に思います。

　それから、問題教師の件ですけど、ほ

んとに僕らは、それなりに問題を教師に

対して子どもたちの立場で、当然市民の

立場で子どもたちの立場でこういうふう

に言うてるんです。

　先生方は先生方の１つの規則の中で、

ほんとに苦慮されておるのは私も感じる

んです。感じるけど、ほんとに現実にそ

ういう保護者や市民からそういう声を聞

いたときに非常に不平等、子どもたちに

対して本当に理念から外れるような立場

に追いやっとるわけで、子どもたちが国

の理念から、だからそういう点は即対応
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して、即それに対して、今、規則の中で

は、今度、国会で聞きましたら問題教師

は教育現場から外せる法令が通ったと自

由民主党政務調査会長の額賀さんが言う

てはりました。そういう形があるんです

から、それを大いに利用して、一刻も早

く教育現場からその問題の先生を排除し

ていって、それなりの対応をしていただ

く、そのことがやっぱり子どもたちのあ

れにつながっていくわけですから、その

点は強く要望しておきます。

　それから、入学式、卒業式なんですけ

ど、最後の点、教育長ちょっと引っかか

るんですよ。物事というのは規則があっ

て、その中でやられてますよね。特に教

育公務員というのは当然規則を守ってい

かなあかん。そういう点で我々は学習指

導要領に則り、ちゃんと式典に対しては

きちんとやるべきだというふうに質問し

とるわけであって、それを職務権限、職

務命令で校長がそういうことを出して言

うことを聞かん、それに対して対応でき

ん。何で処罰できひんのか思うて。現場

とのいろいろ話し合いをして、それから

府教委に上げていって、府教委も最終決

定機関やから府教委に上げていっても、

やっぱりその点は府教委が受けてくれへ

んとか何か、受けてくれへんというより、

やっぱりそういう点の処罰はできないと

かいうようなことをちらっと教育長、今

さっきおっしゃってましたけど、当然我々

は、前にも言うたように違反せい言うと

るん違うんです。規則を守れ。それが何

でか言うたら、子どもたちが見てるんで

す、そのことに関して。先生が規則を違

反して、やることやってないのに、その

子どもたちに対して規則を守れと先生、

言えるかということですよ。そういう基

本的なことを言うてるんです、私は。

そうでしょう。８時半になったら、おま

え学校来んかいと、いや、何でやの、規

則やないかと、先生、規則守ってるのか。

言えますか、そんなこと、教育者として

当然。

　本来やったら自分の主義主張があると

します。内心の自由はあると思いますよ。

でも、我々は教育公務員として、そうい

う立場にあるから、例え自分の心と反す

ることでも教育として、これはやっぱり

やっていかなあかんというのが、これ教

育者として当然の態度と違いますか、こ

れは。

　自分の好きなこと、内心の自由がある

んやったら何でもやったらええかという

ことですよ、それやったら。この先生、

変なこと言う先生やから、私は内心の自

由があるから、この先生の授業受けたく

ないと子どもたちが言い出したら、どな

いしますの。　

　だから、結局それが一番の基本的な問

題であって、そういう先生はやっぱり、

これ、何回もやってきとるわけですよ、

教育長。

　こういう段階で、もう、はっきり言う

て処分をしていかなあかんという形で、

きちんと答弁いただかんことには私は納

得いきませんから、それをちょっとご答

弁をお願いしたいと思います。

　それから次に、校則の問題ですけど、

非常に義務教育課程において、先ほども

ちらっと西村先生の方から話しがあった

ように、それぞれの教育において、それ

ぞれの年齢において教育をしていかなあ

かんというふうな形のことをご答弁して

はりましたけど、もちろんそうだと思い

ます。小学校は小学校の教育、中学校は

中学校の教育、これ当然のことだと思い

ますけど、ただやっぱり終始一貫という

のは、これは必ず要ると思います。物事

の真理というのは、終始一貫というのが
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ありますでしょう。これは、年齢が３歳

であろうが、１５歳であろうが、やった

らあかんことはやったらあかんというこ

とがあるわけであって、そういう６年と

３年の９年間で、やっぱり最低限守らな

あかんルールをきちんと構築して、それ

でのぞんでいかんことにはあかんわけで

あって、その点が、私は中学校のＰＴＡ

の会長をやらせていただいて、中学校の

先生方がいかにご苦労されているかとい

うのは、もう、よくわかっておりますの

で、やらなあかんことはたくさんあるわ

けです。中学校の先生というのは当然、

皆、先生方おられるから釈迦に説法なん

ですけど、当然、受験のこともやらなあ

かんし、難しい思春期に当たったら、そ

れなりの対応もしていかなあかんし、ま

た家庭も複雑な状況になってきますし、

そうなったときに、やっぱりやらなあか

ん課題がたくさんある中で、小学校から

先送りをされたら、これ、たまったもの

ではないですわな。だから、その点はしっ

かりと、何か１つの筋いうのを通しなが

ら、それは先生方がしっかりと話し合い

をしてもろたら結構だと思うんです。そ

ういう、しながらやっぱり小・中一貫し

たそういう風紀というか、規則というか、

そういうものをやっぱり構築していただ

いて、一貫した指導をしていただきたい。

これは要望しておきます。

　クラブ活動の件なんですけど、苦慮さ

れておることはよくわかります。大変や

と思います。

　先ほども言いましたように、広くみん

なの意見を聞きながら、何かそれに対し

て対応する方法も考えていっていただき

たい、そのように思います。これも要望

しておきます。

　それから、拉致問題なんですけど、逆

に言いたいようなことがたくさんあるわ

けであって、先ほどもちらっと言いまし

たけども年齢的なものがあるから高校の

課程において、やっぱりそういう形で教

えていかなあかん。逆に言うたら小・中

学校では、まだ早いような形のご答弁に

取れるわけなんですけど、それやったら

さっきの平和教育じゃないんやけど、い

つの課程やったらええとか、いつの課程

やったらあかんとかいうのは、それより

逆に言うたら平和教育、今、小学生の子

どもたちにおいて、ほんなら広島がええ

のかということになるわけですよ、そう

いうことの話しになったら。あの原爆ドー

ムへ行って、黒こげの写真見せて、子ど

もたちに恐怖感を抱かすことが小学校の

平和教育の一環として、それでふさわし

いのかということになります、そうなっ

たらね。

　だから、言いたいのは、今、これから

国際的な問題とか、朝総連の問題、いろ

いろあるとか言うてはりましたけど、国

際的な問題で、これが北朝鮮以外のほと

んどの国が一丸となって、拉致はあかん

という形で、今、なっとるわけですよ。

　それで今現実に、この近畿でも拉致の

被害者がおるわけでしょう。そういうこ

とで、しっかりと子どもたちに、拉致と

は一体何ぞやということで、しっかりと

話をすることが何でそんな朝鮮総連のこ

とまで気兼ねしながら、気兼ねしながら

というのは、ちょっとあれかもしれんけ

ど、そういう形でやらなあかんのか。今、

それを言うとん違うでしょう。今、拉致

の現実の問題をしっかりと受けとめて、

こういうことが何で起きたのかというこ

とを、やっぱり教育の場に置くのが当然

であって、これも前回に質問しとるのに、

全然進んでないじゃないですか。

　前回、これ質問しとるでしょう、決算

のときに。何やっとったんですか、あな
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た。そんな答弁では納得いきませんよ、

もうちょっと真剣に対応してください。

もう一遍、答弁求めます。

　修学旅行の件なんですけど、いろいろ

課長さん言ってはりましたけど、いつ広

島になったかわかりませんて、前、決算

のときに言うてはりましたな。学校でい

ろんなことがあって、いつになったかわ

かりません言うて。ほんなら、何か知ら

んけど、この教育委員会とか、また学校

で修学旅行は広島にするという過程も、

この前どういう形でなったんか言うたら、

わかりませんて言うてはったでしょう。

だから、教職員組合とか、学校の職員会

議とか、そういうことで話し合いはいつ

されたんですか、どのような形でされた

んですかということで私は過去に質問し

たことがあるんですけど、そのときも現

時点では、そのような、いつそういう形

で決まったのかということはわかりませ

んというようなご答弁いただいたと思う

んですけど、課長、説明してはりました

ね、今、職員会議の中でそういう形で話

し合いをして、平和教育の一環としてやっ

たいうて、あなたも現場におったんでしょ

う、そういうときに、ほんなら、いつか

わかりますやん、大体、そういう形で決

まったことが。それと今言うたように、

１社が全部、この修学旅行を請け負うと

るわけです。北摂は、全部一緒です。

　そういうことが、はっきり言うて伝染

病違うんやから、１つがやったら、みん

な広がるというのと違うでしょう、鳥イ

ンフルエンザみたいに。そこできちんと

話し合いの中で、そういう流れがあった

わけであって、それが我々には見えない

わけですよ。見えないわけなんです、こ

れが全然。

　伊勢やったんでしょう、もう一遍、そ

れぞれみんなの意見を聞きながらやった

んやったら伊勢のところもあれば広島の

ところもある、岡山のところもあれば奈

良のところもある、そういう形でさまざ

まな学校が自分らの自主性を生かして、

そこで先生方とか保護者とか子どもたち

で話して、だれもレジャーランドへ行け

とは言うてないですやんか。そういう形

で議論しながらやっていったら、さまざ

まな修学旅行の目的地ができて当然でしょ

う。それが何でこういうふうにして１つ

の広島に行く。場所によっては毒ガスの

島ですか、何とか島言うて、そこも行く。

そこで、あるあれによっては日本軍は毒

ガスによって、ぎょうさんの人間殺した

と、それが事実か事実でないかわからん

にしても小学校の子どもたちにそういう

教育がふさわしいのかということ、さっ

きの話じゃないけど、そういう形で行わ

れとるわけです、修学旅行が。

　だから、その点を踏まえて、ちょっと

非常に答弁が食い違う面があるから、そ

の辺きちんと整理して、再度、ご答弁を

お願いします。

　それから、音楽祭の件ですけど、楽し

みにしておきます。

　それから、青少年リーダー養成事業と

か、こども会育成、青少年団体事業、こ

れも本当に今言うたように一連の事業で

すので、積極的に、これ担当部署が乗り

出さんことには、もうこれ、ほんとにこ

の何年かのうちの壊滅的、消えてなくな

る恐れが十分ありますから、その点はおっ

とり構えんと積極的に乗り込んで、その

ことはよく部長もご存じやと思いますん

で、その点を強く要望しておきます。

　それから、図書館の件、部長のご答弁

でよくわかりましたので、その点は多く

の方の意見を聞くなり、そういう形で偏っ

た本を置くのでは、ちょっと具合悪いん

で、そういう点は非常に注意しながら、
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市民の意見を聞き図書の選定を行ってい

ただきたい、これも要望しておきます。

○阿部委員長　暫時休憩いたします。

（午後７時１６分　休憩）

（午後７時１９分　再開）

○阿部委員長　再開いたします。

　寺田教育総務部長。

○寺田教育総務部長　１点目の教員のト

レーナー、ジャージは自前でどうかとい

うお話で、財政厳しい折でございますか

ら、できるだけ経費の節減を図りたいと

いうのは、やまやまであります。特にこ

の種の問題で、トレーナー、ジャージを

支給品と違って自前でやりますと、先生

のことですから、そういうことはないと

思いますけれども、とんでもない服装を

される方とか、あるいは服の乱れみたい

なこともございますから、その辺の指導

もありますし、さすれば今、貸与してる

トレーナー、ジャージがどれだけの割合

で着られているか、着用しているかとい

うことも実態を調べなきゃなりませんし、

一度、現場の実態も含めまして、このト

レーナー、ジャージの貸与については考

えていきたいというふうに思っておりま

す。

○阿部委員長　福元教育総務部理事。

○福元教育総務部理事　拉致問題の件で

ございます。この問題につきましては、

委員もご指摘のように、報道されない日

がないというような状況にあります。実

際に大人が、この情報を得たときに、大

人は大人なりの解釈をして報道番組を見

ていると思うんです。

　ただ、その場面には必ず子どもたちも

いると思うんです。保護者の方と一緒に

見てるとか、いろんなことで、その報道

に接していると思います。ですから、こ

の拉致の件につきましては、やはり年齢

相応に、それ相応な教え方があるかもし

れません。１年生の子どもには１年生の、

中学生には中学生の教え方。しかし、今

のまま報道を子どもたちが、ただ聞いて

いるということだけては間違った情報を

そのまま自分の中に取り入れていく可能

性もあるでしょう。ですから、やはりそ

れは、その年齢に応じた指導の方法、あ

るいは正しい知識、そういうものを子ど

もたちに指導する必要があるんじゃない

かなというふうに思ってます。

　ですから、このことにつきましては、

今後、私どもも検討をしてまいりたいな

というふうに考えます。

　それから、修学旅行の行き先の件でご

ざいますけれども、これは組合が決めた

んではないか、一斉に行ってるではない

かというようなことがありますが、先ほ

ど課長の答弁からございましたけれども、

これは学校で、その時代時代に、さまざ

まな議論がありながら変わってきたのが、

私は現実の姿だと思ってます。

　というのは、これも資料が前回、決算

の委員会終了後にお渡しをしている資料

でございますけれども、これをご覧になっ

ていただきますと、昭和５０年代から５

５年から５９年までの４年間に大変大き

く学校が変わってきてます。しかし、こ

れでも５年かかってます。

　それから、一番新しいところでいきま

すと、平成１０年まで賢島、伊勢の方へ

行っていました。だから、これは恐らく

その学校で、その学校の先生方がさまざ

まな議論をしながら５年６年をかけてやっ

てきたんだろうなというのが本当のとこ

ろじゃないかなと思います。

　ただ、ご指摘されておりますように、

広島の修学旅行がどうかということにつ

きましては、これは前回からも申してお

りますように、校長会を通じましても広

く意見を取り入れる。保護者の意見を聞
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く、そういう機会を持つ。また、持って

くれということを校長会を通じまして、

何度もこれは指導しておりますので、も

う少し見守っていただきたいなというふ

うに思ってます。

○阿部委員長　和島教育長。

○和島教育長　卒業式、入学式の国旗・

国歌の問題でございますけれども、先ほ

ど来、ご質問にもあります。私もご質問

の内容、先ほどもご答弁しましたけれど

も、同じような考え方を持っております。

　国旗掲揚と国歌斉唱につきましては、

学習指導要領に基づいて行っておるもの

でございまして、子どもたちに対して、

定められた内容を指導するという公教育

の場における教育活動でございますので、

校長が学習指導要領に基づいて法令に定

めるところに従って所属教職員に本来行

うべき職務を命ずるということは、ご質

問の中にもありましたけれども教職員の

思想、信条の自由を侵すことにならない、

そのような判断をいたしております。

　ただ、そういう中で従わなかった教職

員の処分という問題になりますと、先ほ

どもご答弁しましたけれども、以前の国

会での参議院での国旗・国歌に関する特

別委員会で、当時の文部大臣も答弁いた

しておりますけども、処分については最

終段階、万やむを得ない場合、それまで

の努力が必要だということで、その努力

の時間がかなりたってきているのも事実

です。ただ、この法の趣旨に基づいて校

長も、ほんとに強いリーダーシップで各

学校で取り組んでいただいていると思っ

てます。ですから、年々改善はされてき

ていると思っております。そういう中で

先ほどのご答弁もさせていただきました

けれども、やはり高圧的に行くのがいい

のか、どの場面でやるかということはあ

りますけれども、私は今の段階で、やは

り法の趣旨を十分尊重しながら、なお指

導していくということも必要かなと思っ

ております。

　それと、実際に処分となりますと、先

ほども言いましたけれども、大阪府教委

の見解もございますけれども、大阪府教

委と、やはり東京都の見解、新聞に出て

おりましたけども、かなり温度差があり

ます。そういう中で、やはり教職員の処

分というところまで、本当に踏み込んで

いくとなれば、大阪府教委、摂津市教委、

そしてまた大阪府下全体のそういう市教

委の全体の中で、この問題は大きな問題

ですから議論していく必要があると思っ

ておりますので、私は方法の趣旨を尊重

していくということは十分わかりますけ

れども、今の段階では、なお努力して１

人でも多くの職員が、教職員が指導要領

に基づいて、子どもたちがルールを守る

ように自分みずからが範を示すというこ

とに取り組むよう、一層強く指導してい

きたい。

　なお、それと、あと市教委としまして

は、今やってるのはそういう問題ができ

たときに管理職に対して口頭厳重注意と

か、そこまでは今のところやっておりま

す。そういう段階でございます。

○阿部委員長　渡辺委員。

○渡辺委員　拉致問題、それから修学旅

行の問題、これは阿部委員長もそういう

形で見解の相違ちゃうかという形のこと

を言うてはりましたけど、私はそうは思

いませんけど、今後の推移もきちんと見

ながら、これからまた質問、展開してい

きたいというふうに思います。

　それから、非常に私は疑問に思うのが、

例の入学式、卒業式のことなんですけど、

府教委に問い合わせてみたら市教委が一

応、実務を担当するんやから、そういう

なものをきちんと、そろえて出してくれ
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たら私らちゃんとします。ほんなら、こっ

ちで聞いたら、いや、最終的に府教委が

権限持っとんねんから、私らが何ぼ上げ

ても、それはもう、ちょっと時期尚早違

うか、もっと話し合いせいよと言われん

ねんて。何か知らんけど、お互いにお互

いの責任をキャッチボールしとるみたい

な感じの、そういうことが多いんです。

　もう、こういう議論はほんとにしたく

ないんです。もう、ほんとに終わりにし

たい。今言うたように東京都教委はそう

いう形で処分されるという形ですし、議

論して何が得られるのかなというふうな

ことがあるわけですよね。私は、先生方

と間違うた、確信犯でやってはるわけで

すから、そういう先生方と議論したり、

また大阪府教委と議論して、どういう結

果が得られるのかは、私もわからへんわ

けです。それでお茶を濁されることがずっ

とあるんでね。私は、毎回こういう質問

させていただいとるわけですけど、もっ

と単純明解でええん違いますか。規則を

守って、規則を職務命令に従わんかった

ら処分する、これ当然のことですやん。

　役所でも部長が、こうせい言うたら、

そんなもん聞けるかいって、課長やら係

長が言うとったら、どないなります。しゃ

あないな、話し合いで解決しようかって

言います。そんなばかなことないでしょ

う。それに対して、私は憤りを感じるん

ですよ、そんなばかなことを毎回毎回、

毎年毎年、こういうことを話しとるの。

私が言わんとすることは教育長も、よく

あれやと思います。もう、今回はこのぐ

らいにしときますんで、質問を終わりた

いと思います。

○阿部委員長　暫時休憩いたします。

（午後７時２９分　休憩）

（午後７時３５分　再開）

○阿部委員長　再開いたします。

　それでは、石橋委員。

○石橋委員　それでは何点か、重複する

点があるかもわかりませんが、予算概要

に沿って質問させていただきたいと思い

ます。

　１０８ページの、何回も出てますねん

けど安全対策事業の受付室の設置につい

て。連絡・連携体制が万全になってると

思うんですが、再度、そういう認識をも

う一度再確認、お願いいたします。

　１１１ページ、学校教育情報化ポータ

ルサイト構築事業、今年度から始まると

いうことで、ぜひとも１００％の成果を

期待しております。これも、もう一度、

教育委員会としての意気込みをお答えね

がいたいと思います。

　１１１ページ、教科書採択事業なんで

すが、私個人的な考え方なんですが、もっ

と幅広くいろんな方の意見を取り入れて

決めていくべきではないかなというふう

に考えます。これは私の要望としておき

ます。

　１１６ページの、先ほどからもお話出

ておるんですが、修学旅行の行き先、こ

れは組合の名誉のためにも、父兄の立場

としてでも１０月にもお話させてもうた

んですが、これは非常に民主的に父兄と

も先生方ともいろいろ議論の中で決めら

れていってるというふうに私は認識いた

しております。何も勝手に組合が決めた

ものでは決してないと、そんな非民主的

なことはしてないというふうに、私は父

兄の立場として一言申し上げたいという

ことです。これは、答弁は結構です。

　それと、地域学習活動。これ、ちょっ

と重複するかもわかりませんが、地域学

習活動推進事業が１５年度の新規事業と

して開始されておるんですが、１６年度

はどういう形になっているのか、若干お

教え願いたい。
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　１３８ページ、体育施設維持管理事業、

修繕料の内容についてお答えねがいたい。

　それと、先ほどからも何回か出ておる

んですが、１１０番の設置の件なんです

けが、設置いただいておるご家庭なり、

商店なり、いろんな場所に設置されてお

ると思うんですが、再度、認識していた

だくという意味も一歩前進ではないかな

と考えておりますんで、そういうアクショ

ンをぜひとも起こしていただけないもの

かと。設置いただいているお家に、もう

一度ペーパーなりで、そういう認識をし

ていただくというのも１つの一歩前進で

はないかなというふうに考えます。これ

は、どういうふうに考えておられるか一

度回答をお願いしたいと思います。

　先般の本会議でも、ある事件が発生し

て教育委員会に連絡が、タイムラグがあっ

たというふうに私は聞こえたんですが、

そういうタイムラグのないように、ぜひ

ともそういう体制をとっていただきたい

というふうに考えます。若干、それの答

弁もお願いいたします。

○阿部委員長　馬場教育総務部次長。

○馬場教育総務部次長　石橋委員の、安

全対策の連絡連携体制について、再度ご

確認ということですのでお答えさせてい

ただきます。

　先ほど来申し上げておりますように、

一応、８時半から５時までの間、正門の

横に受付室をつくり、人を常駐させたい

と、まずそのように考えております。

　１６年度は、申し上げてますように業

務委託で１名を配置する予定でございま

す。１７年度におきましては、１６年中

に募った有志の市民の方を１校当たり３

名程度の方で交代により、その間、勤務

していただきたいと思います。この間に

おける緊急時の連絡体制でございますが、

まず受付室と職員室間には内線電話を設

置いたします。それと、校門と職員室間

にはインターホンを設置する予定にして

おります。いずれも一体的な形の部分が

設置できると思っております。

　それで、基本的には８時半から５時の

間は、だれか１人、そこの受付室に常駐

してるという体制でまいりますが、一応、

トイレであるとか、何かそういったこと

が発生して、どうしても受付室を出てい

かなければならない状況の場合には、職

員室と内線電話で連絡していただいて、

必ずその旨を職員室に連絡し、正門を閉

鎖して出ていっていただくと。その間は

職員室の方で正門のインターホンで対応

できる形にして、来客があればそういう

対応をしたいと、そういうように考えて

おります。

　それと、先ほども申し上げましたが、

昼の休憩時間におきましても正門は閉鎖

いたしますけれども、そこへ表示の看板

をいたしまして、職員室と連絡を取れる

体制をしまして、職員室で連携できるよ

うな形にしていきたいと、そのように考

えております。

○阿部委員長　高橋教育研究所長。

○高橋教育研究所長　予算概要の１１１

ページ、学校教育情報化ポータルサイト

構築事業でございます。先ほどポータル

サイトの概要につきましては、先ほど申

したとおりでございますが、意気込みと

いうことで申し上げますと、こちらの事

業、期待できる教育効果といたしまして

は、一時的にはコンピューター教育の利

用時間の増加が望まれるということでご

ざいます。

　また、児童・生徒に対しましては興味

を持って意欲的に学習に取り組めること。

基礎・基本の定着が図られること。個に

応じた学習ができること。一人ひとりの

思考力を高める学習ができることなど、
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学習の向上への寄与が教育効果として期

待されます。

　そして、教職員に対する効果といたし

ましては、コンピューターを活用する事

業の機会がふえ、新しい学習方法を使う

ことで事業の工夫・改革を進めることが

考えられます。

　さらに児童・生徒、教職員ともに情報

教育に関する知識・技能が高まり、摂津

市の情報教育がさらに発展するものと考

えてございます。

○阿部委員長　芝野生涯学習部次長。

○芝野生涯学習部次長　地域学習活動推

進事業についてのお問いだと思いますが、

この事業につきましては１５年度の新規

事業ということで記憶に新しいところで

もございます。大きく３つの講座を行い

ました。

　１つは、親子家庭教育、それから親子

昔なつかし遊び、それから親子パソコン

ということで、それぞれ小学生の児童を

持つ親、子それぞれ１０名ずつというこ

とで、１０回程度の講座開催を行ってき

たところでございます。

　ただ、残念なことに、この事業にかか

わります国の補助金が１５年度１年で打

ち切られた関係で、この予算概要にも載っ

ておらないわけでございます。それで、

この事業については、参加された方の感

想として非常によかったということで、

国の補助金はございませんが、１６年度

以降、公民館でこういう事業ができない

かということで、検討しておるところで

ございます。ただ、補助金はございませ

んので、１０回講座というのは、現実的

には不可能かもわかりませんが、できる

だけ回数を考えながら実施していきたい

ということで、昔なつかし遊び、親子家

庭教育、この講座につきましては読み聞

かせ中心の講座でございましたが、それ

ぞれことし携わっていただきました指導

者の方々が次年度、公民館で事業をする

ことについては積極的にかかわっていこ

うというご返事もいただいておりますの

で、そういう方向でシフトがえをしてい

きたいと考えております。

　それから、こども１１０番の家への具

体的なアクションが必要ではないかとい

うお問いでございますが、ご指摘のとお

り、その必要性を感じております。こど

も１１０番の家に関しましては、名簿を

年度ごとに更新しておりますが、次年度、

大阪府青少年育成府民会議がつくってお

りますこども１１０番の家のマニュアル

ですね。それ等を活用しながら役割であ

りますとか、本市独自の保険制度、それ

から場合によっては市民がいかに期待を

しているかということもプラスして、そ

れぞれのお家に文書等を届けるというよ

うなことも検討して、実行に移してまい

りたいと考えております。

○阿部委員長　山下生涯学習部参事。

○山下生涯学習部参事　それでは、体育

施設の修繕料の内容につきましてのご質

問でございますが、体育施設の修繕とい

たしまして、体育館、テニスコート等の

経常経費の修繕料で６５０万円の計上、

及び温水プールの老朽化によりますプー

ル槽の塗装部分の劣化が見られ、今回改

修を行うものであります。

　また、２階部分のギャラリー等の壁ク

ロスの補修として４５８万２，０００円

を、並びに鳥飼体育館、公民館の駐車場

の経費として２５３万２，０００円。そ

して、スポーツ広場のフェンス修繕とい

たしまして６７万円の、合計１，４２８

万４，０００円を計上いたしております。

　なお、温水プールの改修時期といたし

まして、９月に行う予定で約１か月間、

閉館させていただく予定でございます。
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　また、９月に行う理由でございますが、

閉館の周知期間が必要であること。また、

１期分の教室を４月から６月にかけて始

めること。また、７月と８月はこども無

料開放事業を行う関係上、９月に行うも

のでございます。

○阿部委員長　寺田教育総務部長。

○寺田教育総務部長　本会議でもご答弁

申し上げました鳥飼北小学校の不審者の

件で、それが教育総務部全体に周知され

ていないということだと思うんですが、

教育委員会といたしましては、学校教育

の担当課であります学校教育課長、ある

いは担当の部長であります理事について

は、これは十分周知しておりました。た

だ、教育委員会の総務部全体が周知され

ていないということでご質問をされたと

ころでございます。

　私どもといたしましては、学校で起こっ

たこと、すべてを総務部全体が周知して

なければならないかということは、そう

ではないと思います。

　したがいまして、知らせるべき範囲、

情報というのは、やはり精査しなければ

ならないというふうに考えておりますが、

その基準とか周知方法が教育委員会内部

で確立されておりませんので、そのこと

について今後検討していきたいというふ

うに考えております。

○阿部委員長　石橋委員。

○石橋委員　新規事業については、ぜひ

とも実のあるものにしていただきたいと

いうふうにお願いいたします。

　そういう連絡体制ですね。寺田部長、

今、答弁があったんですが、どこまでと

いうのは早急に、いろんな事件が全国で

発生いたしておりますんで、明日起きて

もおかしくないことですんで、ぜひとも

早急にお願いいたします。

○阿部委員長　以上で質疑を終わります。

　暫時休憩いたします。

（午後７時５０分　休憩）

（午後７時５１分　再開）

○阿部委員長　再開いたします。

　議案第２５号の審査を行います。

　本件につきましては、補足説明を省略

し、質疑に入ります。

　質疑がございましたら挙手にてお願い

します。嶋野委員。

○嶋野委員　市民ギャラリーにつきまし

ては、存続させることがどうなのかとい

うことが、かつてから議論があったと思

いますが、まずこの事務事業評価を見ま

しても、昨年度の開催日数は年間２３日

であったと書かれておりますが、開催日

数であるとか、ギャラリーを訪れた人の

数の推移、その点についてお聞きしたい

と思います。

　そして、これはちょっと話しが逸れて

しまいますけれども、福祉会館をどうす

るのかというのが１つの問題になってお

りまして、私は、もう安全性に問題があ

るんであれば、すぐにも閉館せないかん

と思っております。そういった場合に、

じゃあ代替の、それにかわるようなもの

が、どこにあるのかと考えたときに、私

は千里丘の駅前というのは非常に最適な

場所の１つであると思いますので、今回

は生涯学習に係ることに関しては使途を

広げていこうということですけれども、

今後はもっともっと広げていただきたい

ということを要望としてお願いいたしま

す。日数と人数だけお願いいたします。

○阿部委員長　芝野生涯学習部次長。

○芝野生涯学習部次長　今、ご指摘の市

民ギャラリーの事務事業評価の活動指標

として、開催日数２３日を上げておりま

す。成果指標としましては、来場者数３

７２と、ともに目標値を下回っておりま

す。費用対効果については、事業の見直
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しが必要だというのはご指摘のとおりだ

というふうに思いますが、フォルテには、

フォルテ３０１・３０３という部屋もご

ざいます。これ、平成１４年のデータを

調査いたしましたが、フォルテ３０１が

年間４２７件、９，７０５人の使用、フォ

ルテ３０３、これが比較的小さい、３０

名の定員の部屋でございますが、年間５

１４件、７，８２７人の使用、両方合わ

せますと９４１件、１万７，５３２人の

利用がございました。この両方の施設を

３６５日で割りますと、１日平均２．６

件の使用があるということで、特に小さ

い方の部屋、フォルテ３０３の利用状況

でございますが、非常に細かいデータで、

きちんとは拾い切れておりませんが、芸

術文化活動グループが個人の利用も含め

まして約６０％を超えておるんではない

かという状況です。したがいまして、そ

の中を見ますと、例えば芸術文化の花ク

ラブ何々という練習が８人で使用されて

いるということで、そういう数字を拾っ

ていきますと、囲碁同好会が１０名、こ

ういった利用状況を見ますとフォルテが

取り合いになっておるという現状もござ

いますので、一定、この廃止という論議

もあるのは承知しておりますが、今回、

このギャラリーに美術作品等の展示だけ

ではなしに、こういう芸術活動、あるい

は条例目的にかなう会議等で、この部屋

を広く活用していけばフォルテの利用者

のニーズにもこたえていくことができる

ということで考えておりまして、今回、

条例を一部改正いただくということでご

提案したものでございます。

○阿部委員長　ほかにございませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○阿部委員長　以上で質疑を終わります。

　暫時休憩いたします。

（午後７時５５分　休憩）

（午後７時５６分　再開）

○阿部委員長　再開いたします。

　討論に入ります。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○阿部委員長　討論なしと認め、採決し

ます。

　議案第１号所管分について、可決する

ことに賛成の方の挙手を求めます。

（挙手する者あり）

○阿部委員長　賛成多数。

　よって、本件は可決すべきものと決定

しました。

　議案第９号所管分について、可決する

ことに賛成の方の挙手を求めます。

（挙手する者あり）

○阿部委員長　全員賛成。

　よって、本件は可決すべきものと決定

しました。

　議案第２５号について、可決すること

に賛成の方の挙手を求めます。

（挙手する者あり）

○阿部委員長　全員賛成。

　よって、本件は可決すべきものと決定

しました。

　以上で、本委員会を閉会します。

（午後７時５７分　閉会）

委員会条例第２９条第１項の規定により

署名する。

文教常任委員長
 阿 部 賞 久

文教常任委員 
 川 端 福 江
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